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序 文

我が国東西文化の接点にあたる三重県は、その東西文化交流や伝播を考えるうえで重

要な位置にあり、県内所在の数多くの遺跡や埋蔵文化財は、私達の祖先が残した貴重な

文化遺産であり、文化交流を物語る証人ともいえるでしょう。しかし、昨今の開発の波

はこのような埋蔵文化財にも及び、貴重な遺跡が破壊されてしまうことも少なくありま

せん。

これらのことから、埋蔵文化財の保護と開発との調和のとれた関係の確立は焦眉の急

でありました。そのためには県下の埋蔵文化財保護0)中心となる埋蔵文化財センターの

設立が長年の懸案となっておりましたが、平成元年 4月 1日付けをもって県立埋蔵文化

財センターとして斎宮歴史博物館に併設されました。

これからは、県下の埋蔵文化財保護と活用の中心的機能を担っていくことについて、

県民の皆様から当センターに寄せられる期待は大きいものがあると考えられます。これ

らの期待に応え、実現させるためにも、埋蔵文化財の保護や調査研究•普及啓蒙活動を

通して、開かれた施設を目指してまいりたいと考えております。そこで、その年度の総

まとめである埋蔵文化財年報も新組織になったのを機に、県内の埋蔵文化財保護行政の

概要を中心内容とした新しい形で作成することに致しました。本書が皆様方のお役に立

てば幸甚に存じます。

終わりに、本書の作成にあたっては、市町村教育委員会及び関係各位のと協力をいた

だきました。記して謝意を表しますとともに、今後ともと協力の程、何卒よろしくお願

い申し上げます。

平成2年 3月

三重県埋蔵文化財センター所長

中林昭



例 言

1 . この年報は、平成元年度における三重県埋蔵文化財センターの事業概要をまとめた

ものである。

2 . Iの緊急発掘調査のうち、 2・3については、それぞれの発掘担当者による。

3 . 本書の編集は、所長の統括のもと管理指導課においておこなった。
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ー 組織及び業務内容

（組 織）

総務課長（兼）

調査第 1課長—~調査第 1 係長（兼）―—調査担当 (8 併任 6)
調査第 2係長 調査・研修担当 (2)

所長—一次長 調査第 1係長（兼）――ー調査担当 (9)

（兼） （兼）I-主幹兼調査第 2課長 調査第 2 係長—
主査千調査第 3係長 調査担当 (3)

管理指導課長

総務担当 (3兼）

管理指導担当 (3)

職員数

（職

所長

次長

O総務課

課長

主査

ク・

”
 

“
 “
 

4 8名（兼務 8名、専任 29名、併任 6名、派遣 5名）

員）

中

森

青

大

山

寺

O調査第 1課

課長 伊

主事 山

• 第 1係

主事
,, 
倉

服

森

宮

服

小

堀

，，中

（併任主事）渡

(")三

(")東

(,,)福

(,,)山

（，'）荒

• 第 2係

係長

主事

”. 

“
 “
 

林

下

木

西

本

前

藤

田

田

部

川

田

部

林

田

島

辺

枝

昭

和

翼

政

英

秀

克

直

久

常

勝

芳

光

蔵

樹

紀

幸

猛

純

士

厚

功

人

秀

長

年

登

久

志

也

裕

俊

（斎宮歴史博物館兼務）

(,,)  

O調査第 2課

（斎宮歴史博物館兼務） 主幹兼課長

( ,, ) 主査

(,,)  . 第 1係

( " ) 主事

（文化振興課本務）

義 貴

洋（文化振興課兼務）

田

田

穂

田

岡

木

中

中

積

昌

喜久雄

久生

裕昌

• 第 2係

係長

山

新

田

河

小

山

江

伊

角

稲

前

駒

平

浅

近

浅

増

森

1/ 村

臨時技術補助員

竹

油

沢

田

村

北

坂

崎

尻

藤

谷

本

川

田

子

尾

藤

生

田

川

木

内

田

陽

秀

宜

恒

裕

泰

賢

嘉

利

実

広

哉

健

偉

弘（伊勢市派遣）

治（多気町,, ) 

宏（玉城町,, ) 

隆

千

尚

義

成

哲
• 第 3係

係長

主事
,, 

悦

安

幸

英

秀

、

’

ノ

ヽ

’

ノ

遣

遣

派

派

市

市

津

津

ヽ

＼

ヽ

＼

治

弘

悟

健

生

生

雄

弥

昭

紀

”~ 

-2-



O管理指導課

課長

主事

，, 

,, 

吉

河

野

鈴

水

顛

田

木

康

信

修

克

夫

幸

久

彦

c業務内容）
(1) 

(2) 

(3) 

0 総

(1) 

(2) 

(3) 

調査研究――併県公共事業・国・公団事業の発掘調査、出土品整理、報告書作成。

整理保存—出土品・記録図面類の整理・保管、出土品の科学的保存処理。

普及啓蒙――—資料の閲覧．貸出、調査遺跡現地説明会、各種資料の刊行、埋蔵文化財技術者研修、埋

蔵文化財展、埋文担当者会議等各種会議・研修会

（分掌事務）

務 課

埋蔵文化財センターの庶務に関すること。

”
 

の経理に関すること。

施設・設備の保守管理及び防災管理に関すること。

O調査第 1課

埋蔵文化財保護にかかる文化振興課ならびに関係部局との連絡調整に関すること。(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

県関係公共事業における埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること。

市町村埋蔵文化財保護の指導に関すること。

埋蔵文化財発掘調査技術の研修に関すること。

O調査第 2課

建設省・日本道路公団等の事業にかかる調整協議と事務処理、ならびに発掘調査及び保護に関するこ(1) 

と。

O管理指導課

(1) 埋蔵文化財の普及啓蒙に関することっ

(2) 

(3) 

出土品の整理・保存処理及び活用に関すること。

各種資料の整備及び保管に関すること。
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1 緊急発掘調査一覧

県（センター担当分）

lf6. 遺跡名

1 中尾山遺跡

2 敷 田 遺 跡

3 口北台遺跡

4 西 条 遺 跡

5 山之東遺跡

6 吐罹；菜旦塁
7 大 薮 遺 跡

8 千本塚遺跡

， 下 JII 遺 跡
10 光明寺遺跡

11 迎 山 遺 跡

12 西 出 遺 跡

13 三垣内遺跡

14 大垣内遺跡

15 西 田 遺 跡

16 河 崎 遺 跡

17 松 ノ 木遺跡

18 森山東遺跡

19 宮 ノ 前遺跡

20 門脇北古墳

21 山 籠 遺 跡

22 新池 1 号墳

23 橋垣内遺跡

24 峯 治 城 跡

25 前川原遺跡

26 家 野 遺 跡

27 井之広遺跡

28 堀之内遺跡

29 伊勢寺遺ほ跡か

30 大 坪 遺 跡

31 向王寺 B 遺跡

32 大垣内遺跡

33 大 足 遺 跡

34 鳥 戸 遺 跡

35 本 郷 遺 跡

I 平成元年度緊急発掘調査

（※ 国・県費補助事業）

所 在 地 原 因 費用負担

四日市市山田町字中尾山 県営圃場整備 県農林水産部

鈴鹿市徳居町字敷田 ,, 
（贋晨甘羹貫嬰※

,, ,, 口北台 ” 
県農林水産部

,, 三宅町西条 ，, ,, 

三重郡菰野町下村 闊d信喜懇蘊見鷹五〗墨崖 ” 
亀山市川合町 建設省

I/ 羽若町字大薮 ，, ，' 

,, ，, 千本塚 I/ ，, 

安芸郡芸濃町雲林院字宗下 県営圃場整備 （ 県県教農林育委水産員部会¼・ ・
，, 安濃町光明寺 ,, ,, 

" I/ 今徳
,, 県農林水産部

，, 美里村三郷字西出 ,, （ 県県教農林育委水員産会部¾・・ 
I/ ，， 北穴倉 ，' 県農林水産部

，' ,, ,, ,, I/ 

,, I/ 家所 ,, ,, 

津市大里睦合町河崎 ” 
,, 

，，安東町字樫ノ木 一中般勢国パ道イパ2ス3建号線設 建設省

，, 長岡町宮ノ前 ,, ，' 

，' ,, I/ ，, 

ク河辺町字門脇 ，, I/ 

,, ,, 字山籠 ,, ，' 

，, 河一辺身町田字上小津部広田 " ，' 

''大里窪田町字橋垣内 " 
,, 

''―身田上津部田字オノ坪 都閥h百i~菌餌玖躙 県土木部

久居市七栗前川原 県営圃場整備 （ 県県教農林育委水員産部会※・・ 

一志郡白山町南家城字家野 ，' ,, 
，, 嬉野町釜生田字井之広 ,, I/ 

" 
,, 堀ノ内 県道丹生寺・一志線 県土木部

松阪市伊勢寺町字寺北・買畑 県営圃場整備 （ 県県教農林育水委員産部会¼・・ 
，' 字大坪 I/ 県農林水産部

，' 字向王寺 I/ I/ 

，, 字大垣内 ” 
，, 

,, 大足町 ,, ,, 

“ 
伊勢寺町字烏戸 県道合ケ野松阪線 県土木部

多気郡明和町本郷 県営圃場整備 （ 県県教農林育委水員産部会¼． ・ 
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116. 遺跡名 所 在 地 原 因 費用負担

36 外 山 遺 跡 多気郡明和町蓑村 県営圃場整備 （県県農教林育水委産員部会※・・ 

37 西 沖 遺 跡 ,, 勢和村丹生 ，' 県農林水産部

38 佐奈水銀鉱山跡 I/ 多気郡前村字一の谷 近（勢畿印寸自珊動捐ij車)建道投 日本道路公団

39 牛パサマ A 遺跡 I/ ，, 成川字定越 I/ 

“ 
40 // B遺跡 ,, 

” 
字ナルコ ,, ，, 

41 浦 ノ 内遺跡 度会郡玉城町積良字浦ノ内
,, ，, 

42 楠 ノ 木遺跡 ,, ，， 勝田字楠ノ木ほか ,, 
“ 

43 蚊 山 遺 跡 ,, ，, 岩出字蚊山ほか It ，' 

44 宮 地 遺 跡 ,, ，, 字塚名ほか ，, ,, 

45 中ノ垣外遺跡 伊勢市佐八町字中ノ垣外 ，' 

” 
46 寺原 B 遺跡 ,, 字寺原 ” ” 
47 伊賀国府推定地 上野市一之宮・坂下 県営圃場整備 （ 県県教農林育委水員産部会※． 

48 森 脇 遺 跡 “ 
市部字森脇

，, I/ 

49 澤 田 遺 跡 I/ ''字澤田 " " 
50 才 良 遺 跡 ，, 才良 I/ ,, 

51 浮 田 遺 跡 ,, J::神戸 ，' 

” 
52 朝 神 遺 跡 ，, 下神戸 ，' 

” 
53 高羽根遺跡 ,, 服部町高羽根 ，, 県農林水産部

54 新寺 A・B遺跡 It ，, 新寺 ，' ,, 

55 西沖（上之段）遺跡 阿山郡伊賀町柏野字西沖
,, （呆県節農林育委水産昌部今※． 

県（斎宮歴史博物館）

Jfo. I 120 I斎 宮 跡 ※ l重要遺構確認調査 I斎宮歴史博物館
Hl.4.1-
2. 3. 14 

4,380而

調査次数 調査面積伺 調査期間 地番 地籍 備 考

8 2 - 1 1,600 1. 5. 8 ,.._, 明和町斎宮字上園 3095他 計画的面調査

8 2 -2 580 1. 9. 30 明和町斎宮字上園 3100他 計画的面調査

8 3 L 400 
1. 9. 12'"" 

明和町斎宮字西加座 2770-3 計画的面調査
12.12.21 

8 4 - 1 670 1.12.20- 明和町斎宮字西加座 2764-3 計画的面調査

8 4 -2 130 2. 3.14 明和町斎宮字西加座 2679-1他 計画的面調査
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116. I 120 I斎 宮 跡 ※ I史跡現状変更 斎宮歴史博物館
H 1. 4. 1 ,_, 
2. 1. 30 

1,880 m2 

調査次第 調査面積伺 調査期間 地番 地籍 備 考

8 1 -2 1,040 
14. 1 ,.._, 

明和町竹川字古里 県道南藤原竹川線拡線
1. 8. 30 

8 1 -9 840 
1.12.14---

明和町竹川字中垣内 県道南藤原竹川線拡幅
2. 1. 30 

116. I 120 I斎 宮 跡 ※ I史跡現状変更 明和町
Hl.4.1,...., 
2. 3. 27 

5,211 m~ 

調査次数 調査面積伺 調査期間 地番 地籍 備 考 調査担当機関

8 1 - 1 3,762 
1. 4.1 ,.._, 

明和町斎宮字苅干他 町道塚山線拡幅 明和町
1.10.13 

8 1 - 3 180 
1. 7. 4 ,..._ 

明和町斎宮字木葉山 137 農業用倉庫新築 斎物宮館歴史博
17.15 

8 1 - 4 214 
1. 7. 5 ,..,_, 

明和町斎宮字楽殿 個人住宅及び倉庫新築 明和町
2.2.16 

8 1 -5 14 
1.8.16- 明和町斎宮字中西

個人住宅新築 物斎宮館歴史博
1. 8. 18 

8 1 - 6 112 
1.8.21,..._,, 

明和町斎宮字篠林 313 盛土 物斎宮館歴史博
18. 28 

8 1 - 7 36 
18. 31 ,.._, 明和町竹川字中垣内

倉庫新築 斎物宮館歴史博
1. 9. 6 

8 1 - 8 186 
1.1128 ,_, 

明和町竹川字古里
設古里地区整備事業便益施 明和町

1. 12. 7 の設置

8 1 - 10 139 
2.1.6 ,..._, 

明和町斎宮字木葉山 297 防火水槽設箇工事 明和町
2.111 

8 1 - 11 47 
2. 1. 12 ,..._, 

明和町斎宮字広頭 3385-2 築斎宮小学校体育庫移転改 明和町
2. 1. 19 

8 1 - 12 40 2. 2. 26 明和町斎宮字篠林 3225 盛土 明和町

8 1 - 13 16 
2.3. 9 ,..._, 明和町斎宮字塚山 芝の生設置広場造成及び案内板 明和町
2. 3. 10 3276-19他

8 1 - 14 191 
2.3.1-

明和町斎宮字楽殿 宅地造成 物斎宮館歴史博
2.3. 30 

8 1 - 15 220 
2. 3.19....., 

明和町斎宮字楽殿 2885-2盛土 斎物宮館歴史博
2. 3. 30 

8 1 - 16 54 
2. 3. 22 ,..., 明和町斎宮字北野

宅地造成 明和町
2. 3. 27 3655-1他
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市町村

Ao. 遺跡名 所 在 地 原 因 調査主体 費用負担

56 縄 生 廃 寺 三重郡朝日町縄生字中谷 縄生廃寺跡緊急調査 町教委 町 ※ 

57 
灸？塚刑屑晶塁？渇i 四日市市鹿間町字穴塚 住 宅 建 築 市教委 事業者

58 ク 智積町地内 水 道 工 事 ，, 市

59 西ケ 谷遺跡 ，, 東坂部町字西ケ谷 宅 地 造 成 ,, 事業者

60 上 里 遺 跡 ，， 久保田町 2丁目 住 宅 建 築 ,, I/ 

61 石 田 遺 跡 ,, 釆女町字杉本 土 砂 採 取 ,, ,, 

62 前 山 遺 跡 ,, 西松本町 店 舗 建 設 I/ ，， 

63 宮の前遺跡 I/ 芝田 2丁目 住 宅 建 築 I/ " 
64 真造寺遺跡 " 小牧町字真造寺 区 画 整 理 儡胃農 I/ 

65 上 野 遺 跡 ” 西阿倉川町字上野 宅 地 坦、A 成 I/ ,, 

66 赤 堀 城 跡 ,, 城東町 事務所建設 I/ I/ 

67 津賀平遺跡 鈴鹿市津賀町字五反田 農業用施設 市教委 事業者

68 伊勢国分寺跡 ,, 国分寺町字堂跡 一 ,, 市 ※ 

69 西西野遺跡 “ 
長沢町字石蔵 鉄 塔 建 設 ,, 事業者

70 

懇忠 忍〔里山砧％閉喝［ 眉僧
I/ 国府町字保子里• 井口地内 駐車場建設 儡暑愚 ，， 

71 ，， 国分町字中尾山 不燃物処理場 ,, 市

72 梅 田 古 墳 ，， 国府町梅田 モータープール建設 ，, 事業者

73 土山・乙部遺跡 ，， 御菌町字大阪 スポーツガーデン造成 I/ I/ 

74 小谷• 新林•北野遺跡 I/ 高塚町字小谷ほか フラワーパーク造成 儡暑裏 市
75 岡 田 遺 跡 ，， 岡田町字吉原 幼稚園舎建設 ,, ，' 

76 金 附 古 墳 亀山市山下町字金附 ゴルフ場造成 市教委 事業者

77 柴 戸 遺 跡 ，， 栄町柴戸 市 道 建 設 " 市
78 小 野 城 跡 ,, 小野町字殿内 市 道 拡 幅

,, ，， 

79 糀屋垣内遺跡 ，， 羽若町字糀屋垣内 一亀山般パ国イ道パ1ス号建線設 ，， 建設省

80 沢 遺 跡 ，， 山下町沢 宅 地 造 成 ,, 事業者

81 安 養 院 跡 津市大里窪田町字大垣内 団体営圃場整備 ,, 市

82 上津部田城址 ''―身田J::津部田 都市計画道路建設 I/ I/ 

83 渋 見 砦 ，，渋見町字城 学術研究

市1:教1委 I/ 

84 メクサ 3 号墳 ，, 大字分部小字前田 学校建設 ,, 

85 粛古茄谷古凜噴詳ヒ切ジリ谷 一志郡一志町八太字薬師谷ほか 娯楽施設建設 町教委 事業者

86 斑 光 寺 跡 ，, ,, 字中野 範囲確認調査 ,, 町

87 島居本遺跡 ,, ,, 大字新沢田ほか 工 場 建 設 町教委 事業者

88 上 野 廃 寺
,, 嬉野町大字下之庄 河川改良事業

” 
県土木部

89 中尾東遺跡 ,, ，, 大字薬王寺字中尾 ,, ，, ，, 

90 ，， 遺跡 ,, ，, ，' 県 道 建 設 ,, " 
91 天花寺城跡 ，， I/ 大字天花寺字堀田 町 道 建 設 ” 

町

92 清水谷遺跡 I/ /1 " 字清水谷 It ，， ，， 

93 附訳古喝僧 I/ ，' 

” 字小谷
，' I/ ，, 
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116. 遺跡名 所 在 地 原 因 調査主体 費用負担

94 新新田遺跡 ,, I/ 中川新田 区 画 整 理 ，, ,, 

95 須原六田遺跡 ,, 美杉村上多気字六田 村 道 建 設 村教委 村

96 家 野 遺 跡 I/ 白山町南家城字家野 町 道 建 設 町教委 町

97 長 井 遺 跡 ,, 三雲町大字久米字貝塚 店 舗 建 設 ，, 事業者

98 王子広遺跡 松阪市御麻生薗町字王子広 工 場 建 設 市教委 ,, 

99 松 阪 城 跡 ,, 殿町 学 術 研 究 ,, 市

100 森 荘 遺 跡 多気郡多気町大字森荘 学 校 建 設 町教委 町

101 戸峰古墳群 ,, 明和町大字池村字戸峰 土 砂 採 取 町 事業者

102 東垣外古墳群 ,, I/ 大字坂本字東垣外 公共施設建設 ，' 町

斎 宮 跡 I/ ,, 大字斎宮 防火水槽設置 I/ ，' 

103 外 山 遺 跡
” 

I/ 大字蓑村字外山 駐車場建設 ,, 事業者

104 東垣外 B 遺跡 ,, ,, 大字坂本字東垣外 地吉` ↑事業-躙窟魃蒲 I/ 町

105 大床谷 D 遺跡 伊勢市宇治今在家町字深土 検査試験場建設 市教委 事業者

106 東 山 遺 跡 I/ 東大淀町字東山 土 砂 採 取 ,, ” 
107 樋 子 遺 跡 ，, 中村町字樋子 國熊顎羅園！ ，' 市

108 上ノ垣外遺跡 度会郡度会町葛原字上ノ垣外 排水対策事業

町欝調 畠査遺 跡ヽ会

町

109 森 脇 遺 跡 上野市市部字森脇 新市都市道開発建関連設 市

110 喜春西館跡 ,, 佐那具町字喜春 社員寮建設 I/ 事業者

111 横 枕 遺 跡 ,, 猪田横枕 工 場 坦‘牛 成 ，， ，, 

112 
『旧新崇都市広開発堂整＇跡 “ 丸之内 道 路 整 備 ,, 市

113 I/ 下友生字奥小波田ほか 上野新都市整備事業 ,, ” 内遺跡

114 糸川橋遺跡 名張市夏見字下出地先 名張川改良事業 儡胃裏 建設省
115 ~(3次） ,, 丸之内 史 跡 整 備 ” 市
116 東 町 遺 跡 ，' 東町 店 舗 建 設 I/ 事業者

117 杉田氏城跡 阿山郡阿山町槙山字門出 町導水ポンプ設置 閾聾署 町
118 霊山地区遺跡 ,, 伊賀町大字下柘植字道山 遺跡範囲確認調査 町教委 ,, 

119 鵜 殿 遺 跡 南牟婁郡鵜殿村字山根 学 術 研 究 村教委 村
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※ 
•県担当分
0市町村担当分

。
10 20 30 40 km 

図1 平成元年度三重県内発掘調査遺跡位置図
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2 主要発掘調査遺跡概要

No. 1 2 

所在地

調査原因

事業主体

調査機関

調査期間IH 1.5.10 ...... 7.29 
堀田隆長、服部久士、山岡裕

出に所在し、伊勢湾にそそぐ雲出川の支流で

ある長野川の左岸、標高 98m程の河岸段丘

I .• 出遺麟 2. •11:1鯛遺疇 3. 三●^遺” ‘• 三● B遺.. 5. 足蠣古噴
6. 今竃嶋.. 7. 中ノ遍内遺● 8 . ●谷遺● 9. 裏滋遺a 10. 神ノ宅遣”
＂．直 Ill遭● 12. 白遭遁● 13. 上ノ●遺疇 I亀．量Ill遺麟

上に位置する。本遺跡は、 7,000m2にわたり 第 1図遺跡位置図 (1 :50.000) 

遺物の散布がみられるが、今回県営圃場整備事業に先立ち、削平をうける部分約 1,000rri勺こついて調査

が行なわれた。村内では、これまで東出前遺跡 (2)、中ノ垣内遺跡 (7)、高添遺跡 (9)、神ノ宅

遺跡 (10)、白樫遺跡 (12)などが調査されている。

2 調査の結果

今回の調査では、縄文時代早期と鎌倉時代前期頃の遺構や遺物が確認された。

まず耕作土直下に鎌倉時代の生活面があり、掘立柱建物 2 棟と、土師器鍋• 皿、山茶椀、瓦器、陶器

類が出土した。

その下には、縄文時代早期の遺物包含層である黒色砂質土が30-50cmの厚さで堆積していた。当該期

の遺構としては、竪穴住居址、焼土坑などが検出され、遺物としては、押型文土器を中心とする縄文土

器、石器が出土している。

① 縄文時代の遺構 今回検出できた2晩誅東の竪穴住居は、いずれも直径 3m前後の円形または長円形を

呈し、残存最深部は10"'30an程である。床面は、中央部〈向ってゆる＜深くなるレンズ状であり、壁

面の傾斜はゆるい。 10"'20an程の主柱穴をもつものが大半であるが、なかには主柱穴を持つかと思わ

れる例もある。焼土坑は 3ケ所で確認された。焼土の周囲を小ヒ° ットがとりかこむものや、焼けた石

が中に認められるものもある。

② 縄文時代の遺物 当該期の出土土器片の大部分が押型文土器であり、とくわずかに、撚糸文を施す

例や沈線を施す例もある。押型文土器片は、総数6,000点以上であり、大部分のものに、ネガティプ

な文様が施文されており、早期の中でも前半期に位置付けられる大鼻式 (4、8)、大川式 (2、5

-7、9-13、16、17 24)、神宮寺式 (14、15、18、19、21-23、25"'27)にそれぞれが分類、比

定できると思われる。また、ポジティブな楕円文が施された例 (20)は高山寺式に比定できると思

われる。その他、石鏃、たた差石などもみつかっているが、非常に少量である。石材は、サヌカイト

が中心であり、一部チャートも見られる。

③ 鎌倉時代の遺構と遺物 掘立柱建物 2は、東西llm(推定）、南北 8mの総柱建物であり、東南隅

に約 4X2m、深さ30an程の土坑を持っている。掘立柱建物 lも同じ構造であると思われ、方向も似

かよっている。また山茶椀と瓦器が同一遺構から見つかっており、興味ある真実と言えよう。
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3 まとめ

今回の調査により、西出の地に人々が生活を営み始めたのは、縄文時代早期までさかのぽり、長い空

白期間の後、再び人々が生活を営んだのは鎌倉時代になってからであることが確認された。

また、今回の調査で検出された多数の遺構の重複関係の再検討や、多量の遺物の出土状況の検討、押

塑文土器の検討を通じて、縄文時代早期の集落のあり方の解明や、各型式の前後関係の検討が必要であ

ろう。

竪穴住居7.、
ヽ

.'*・。-#・.. ~; 忘,"、
p -.、..、 0

。（竪穴住居 6

1・ ~· 

、 掘立柱建物 1
、-蝙-

qJ 

゜竪穴住居 20 

゜竪穴住居 19 

O
I
 

101m 

第 2図遺構略測図
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第 3図 押型文土器実測図と拓影
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No. 4 8 遺跡名Iもりわき
森脇遺跡

所在地 上野市市部字森脇

調査原因 県営圃場整備事業

事業主体 上野農林事務所

調査機関 三重県教育委員会

調査期間 H 1. 6. 20 ,..._, 12. 27 

調査担当 森川常厚、穂積裕昌、山岡裕

調査面積 7,000 m2 

1 はじめに

うつせみのか hの此世にすみながら

なくねそうす合あはれその森

西行法師

あはれその杜のしつくを君かぬる

神のしつくにかるよしもかな

後鳥羽院
第 4図遺跡位置図 (1:so, 000) 

など、古来から数多く歌に詠まれている「あわれその森」（哀園森、哀其森）や、ぬか塚古墳の周囲の

水田は、以前から土器の散布地として知られており、森脇遺跡と呼ばれてきた。この遺跡は、近鉄伊賀

線市部駅の北方 400mの丘陵の裾野にあり、南側遠くを木津川が南東から北西へ流れている。その丘陵

上には、うま塚古墳や大井氏城跡などの遺跡があり、南へ 400mの所には、同じように歌に詠まれてき

た垂園森がある。

調査は昨年度から行っており、本年度は、昨年度調査区の東隣に調査区を設定した。また、北隣の都

市計画道路予定地では、上野市教育委員会が調査を行っている。

※ 中野銀郎 「新編伊賀地誌J

2 調査の概要

(1) 遺構 調査の結果、弥生時代中期から江戸時代にかけての自然流路、溝、掘立柱建物、土坑や、ぬ

か塚の周溝を検出した。

①ぬか塚 ぬか塚は、後世の開墾や、江戸時代の瓦粘土の採集により、その大部分を壊されてしまい

現在はその一部が残っているにすぎない。しかし調査の結果、周溝の一部が残っていることがわかっ

た。そして、その形から帆立貝形前方後円墳であることがわかった。墳長は約37m、後円部は直径約25

-28mで、やや楕円形をしている。周溝を含めた全長は約48mであったと推定できる。時期は、周溝

からの良好な遺物出土がないため断定できないが、 5世紀後半と推定している。

②井堰 井堰は古墳時代の川跡 2で検出した。川が比較的狭い場所を選び、まず土をダム状に積み上

げ、その側面を矢板、頂上を丸太で保護し、さらに約30叩間隔で杭を打ちこんで補強している。杭は

地山下50cmほどの深さまでしっかりと打ちこんであった。また、これらの材料の多くは、建築部材を

転用している。

③掘立柱建物 掘立柱建物は、主なもので45棟確認した。飛烏時代、奈良時代、平安時代後期の 3時

期に分かれ、その大部分は、飛鳥～奈良時代である。飛鳥時代のものは、 6X 2間の長細いもの 2棟が

特徴的である。奈良時代のものは、昨年度調査結果とあわせると、約10棟ほどのまとまりをもつものが
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あり、当地方の有力者の屋敷跡の可能性がある。柱穴には、柱のまわりを石で固定したもの、根石や

礎板をもつものも数多くあり、また柱がそのまま残っているものも数例あった。

(2) 遺物 川跡 3からは、弥生時代中期～後期の壷、甕が出土し、川跡 2・1からは、古墳時代・飛鳥

時代の土師器、須恵器が大量に出土した。鎌倉時代の遺物は瓦器椀がほとんどで、小土坑から 1個ず

つ完形で出土した。墓への埋納品である可能性が考えられる。墨書土器は数点出土しており、 「小納

奴」？「田中」と読めるものもある。木製品は、川跡 2から大量に出土し、その大部分は扉状土製品

をはじめとする建築部材で、一部焼けているものもある。また、川跡 3からは、槽の出土があった。

石製品では、石包丁、磨製石斧、石匙などが出土した。

3 まとめ

昨年度の調査や上野市教育委員会の調査を合わせると、約 15,000m2ほどになり、森脇遺跡の大部分を

調査したことになった。当地では、縄文時代から人々が生活を始め、飛鳥～奈良時代には、当地方の有

力者の屋敷となったが、鎌倉時代には、一般住民の生活の場となった。しかし、一部は「あわれその森」

と呼ばれるようになり、和歌の名所として今日まで伝えられている。

I 

(::! ェ瓦,,
石包T(弥生時代）
::-=---~ ー•=-=--.---------.

高杯•須恵繕（古墳時代）

--一--・--------・-一●遣用土鑓？•土師繕（奈良時代）

-----・- ·-——-
--, ―ヤ

口（納） 1
小 ―――邑昂~
奴 杯•土緬醤（飛鳥時代）

jごれ 董•須恵醤（飛鳥峙代）

:、ご 8

董•須恵彗｛飛鳥時代）

二，
董•須恵謡（飛鳥時代）

こNJ
杯•須憲鑓（飛鳥峙代）

叩‘
5
 

ゞ）ヽ•ぐ--~—- ,' 
・.、・......---

・-・・,-・ 

11 

帽・瓦繕（鎌倉峙代）

0 IOca 

1はJII躊 3出土.2、3はJII躊 2出土.4、5は土坑出土.6、1、8、9、10はJI(論1出土

11は土坑出土。 12は焼土坑出土

図6図遺物実測図 (1: 4) 
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伊賀国府推定地

ふ 4 7 遺跡名 く国にま町ち 遺 跡

所在地 上野市一之宮、千オ、坂之下

調査原因 県営圃場整備事業

事業主体 上野農林事務所

調査機関 三重県教育委員会

調査期間 H 1.10. 2 ,_, 12. 22 

調査担当 服部久士、三枝義久

調査面積 2,600 m2 

1 はじめに

伊賀国府は、これまで柘植川南岸の印代地

区 (2・3)が有力な推定地でした。三重県

教育委員会では、県営圃場整備事業がこの地

域で実施されるのに先立ち、昭和 63年から

範囲確認調査を進めています。昨年度は印代

地区で約5,000m2、今年度は一之宮・千オ地

区(4)と国町地区(1)で巾 3mのトレンチを入れ

ました。その結果、柘植川南岸の印代、一之

宮・千オ地区では奈良• 平安時代の遺構・遺

物とも非常に希薄であったのに対し、柘植川

第7図遺跡位置図 (1: 50, 000) 

北岸の国町地区からは奈良• 平安時代の遺構・遺物が大量に発見されました。

2 国町遺跡の調査の概要

(1) 遺構

調査区のほとんどで、奈良～平安時代の大形の柱穴や区画溝が検出されました。柱穴は 0.5 ,..._, 1. 3 m 

の方形の掘形をもち、ほぽ真北に近い方向で並んでいます。柱間は l.8-2.4mであり、庇付の建物

もあります。掘立柱 7の西側の柱穴からは、直径30cmで面をもち筏穴をもつヒノキの柱根が出土しま

した。溝 1・2は巾 3m弱で深さ 0.7 ,..._, 1 mあります。平安時代後期の遺構や包含層には多量の炭が

混っていました。

(2) 遺物

古墳時代の土器が少量ありますが、大部分が奈良～平安時代のものです。中でも溝 lの上面から完

形の須恵器双耳壷が 2個出土したり、近江産・京都産・猿投産の緑釉陶器片が 100点近くあるのが注

目されます。その他、漆の付着した土器や円面硯、墨書土器、平瓦、馬歯および須恵器杯•長頸壷、

灰釉陶器、土師器杯•皿• 高杯・ 台付皿、ロクロ製土師器、黒色土器、砥石があり、食器類が多いの

が特徴です。

(3) まとめ

「国町」を地元の人は「こくっちょ」と俗称すると言います。瓦や文字資料が少なく、建物の配置や規

模が明らかでない現段階では、国町遺跡を伊賀国府と断定することはできませんが、可能性は高いと思

われます。一方、従来の推定地である柘植川南岸の印代地区や一之宮・千オ地区は確認調査の結果、

国府跡の可能性はほとんど無くなったと言えるでしょう。
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ふ 2 6 遺跡名I翌名遺跡
所在地 一志郡臼山町南家城字家野

調査原因 県営圃場整備事業

事業主体 津農林水産事務所

調査機関 三重県教育委員会

調査期間 H 1. 7. 17 ,..__ 9. 29 

調査担当 服部久士、山岡裕、三枝義久

調査面積 2,200 m2 

1 はじめに

家野遺跡は、雲出川中流域右岸の標高65m

前後の河岸段丘上に位骰します。遺跡面積は

25,000 m2あり、昨年度は、今回の調査区の東

~~,,-,~.: 

饂四渭誓も、
第 10図遺跡位置図 C1 : 50, 0000) 

方約 200mの排水路部分の調査が行なわれました。なお、調査区の南側部分は町道改良事業が予定され

ており、白山町教育委員会が調査主体となって同時に調査が実施されました。

2 調査の概要

(1) 遺構

今回の調査では、弥生時代中期と室町時代を中心とした遺構が検出されました。弥生時代の遺構は

1-2mの楕円形で、深さ数十cmを測る土坑が 7基あります。土坑 6からは完全な形の甕が出土して

います。室町時代の遺構は、 15-16世紀が中心であり、南側を除く三方向を溝で囲んだ屋敷地が三区

画分検出されました。溝は巾 0.3 ,..__ 1 mで、深さ 0.2,._, 0. 7 mあり、何回かつけかえられています。柱

穴は、径数十cmの円形で深さ 0.3,..__ 0.5 mあり、中には根石をもつものがありますが、屋敷地内の北

側部分に多数集中しています。また、人頭大以上の石を円形に組み、深さ 1.5 mと比較的浅い石組井

戸が 2基と、径 1- 3 mと大きな土坑や水溜施設と考えられる石の並んだ土坑などが検出されていま

す。土坑13は深さ lm程で40-60cm大の石が入っており、多数の土師器鍋、羽釜などが出土しました。

(2) 遺物

縄文時代前期の羽状縄文をもつ土器片や中期の土器片が数点とサヌカイト製の石匙や石錐、石鏃、

石錘が出土しています。弥生土器は中期の甕や壷がほとんどであり、完形の甕もあります。鎌倉～室

町時代の遺物には、山茶椀•山皿、土師器鍋、瓦器が若干ありますが、大部分は15-16世紀のもので

土師器鍋• 羽釜• 茶釜•小皿、常滑産や設楽産の甕や播鉢・捏鉢、天目茶椀、灰釉皿、志野小皿、鉄

釉小皿などの陶器類や土錘、石臼、茶臼が出土しています。

3 まとめ

今回の調査区は遺跡の西端部分にあたり、弥生時代中期の土坑があるものの、室町時代後半の集落跡

と言えます。浅い溝で区画された 3つの屋敷地が想定され、敷地の北側部分に柱穴が集中し、何度も掘

立柱建物の建替えがうかがえます。建物の南側には作業場としての庭のような空間があり、共同井戸も

見られます。 15世紀後半-16世紀前半の遺物が量的には多く、当時の農民層の集落や生活を考える上で

貴重な資料と言えます。

-19-
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3. 緊急発掘調査概要＜埋蔵文化財センター・市町村〉

ふ I1 I遺跡名I中尾山遺肛 I所在地 四日市市山田町中尾山
調査原因 県営圃場整備事業 事業主体 四日市農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 H 1. 7. 31 ,__, H 8. 11 調査面積 7 0 0 m2 担当者 繋品吋t~ 割嬰紐ヽ
遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

今回台の跡地調と査は、 圃場H整l備年において掘削平を
••• 室室室町町町時時後石ト期代代組、土ののの集溝石坑1 組墓石1土条七坑坑

2基

••• 奈鎌室良倉町須天山時時茶時恵目茶代椀代器代椀杯杯蓋身片片

うける の上で、 5月の試範 にお l基
いて遺 確認された約700m2の囲で行

なわれの結た果。 ・不ピ明

そまれた石、と考土奈良坑え時ら代れか、室ら室町時代時代の後石組期土ま
. -;; 

坑で営2基、集 l基が検町出された。

土羽贔師釜
釜

• そ
器片多数

関連文献

ふ lz I遺跡名I濯晋遺跡 I所在地 鈴鹿市徳居町字敷田
調査原因 県営圃場整備事業 事業主体 四日市農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 H 1. 5. 8,...., 7. 3 調査面積 l,900m2 担当者 服部芳人、三枝義久

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

穴大代基す三立溝角柱初調、をまる査黒検溝形建めたl色条物区、の頃出も北検部上調のしとl方分器査棟、出たも北が。区のにでしも西検重おのたと2方。思いな間出ほて、 平安後埋納期の土坑3 

••• 平鎌鎌安倉倉後前前期半半—――ー--=I―—噸大(こ虹坑溝立2 柱間32基条建物 l 棟） 
• • ・黒常〖土山色滑i茶師土椀器の器大甕甕・鍋るように された小

ぽ中央を東西大西には溝方囲に` 鎌流向にま倉れ合れの掘時流たる

X4間
向からこの

これら大温溝
X4間
した。
われる。

関連文献

ふ I3 I 遺跡名 I 甘l閤誡lil~ I所在地 鈴鹿市徳居町字口北台
調査原因 県営圃場整備事業 事業主体 四日市農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 H 1. 7. 4 調査面積 1 3 0 m2 担当者 服部芳人、渡辺尚登

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

調査m2区が 排も水少路部分に限遺られ、検また、 な し 山茶椀の細片数点
130 と面積ヽi ないため、 構を 出す
ることはで 椀なかつた。

また、中山 の細今思片が数調点査出区土しただけ
で遺跡の心は、 回の の南にひろ
がつているものと われる。

関連文献

No. I 4 I遺跡名I醤峯箪跡 I所在地 鈴鹿市名町西条
調査原因 県営圃場整備事業 事業主体 四日市農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 H 1. 7. 11 ,.._, 7. 18 調査面積 2 9 0 m2 担当者 服部芳人、渡辺尚登

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

居址調査出1棟区し南、室西町隅時で代、、縄の小文土中坑期1後基十半数、井個の戸検竪穴2柱基 • • 土井竪（穴縄坑戸柱文居中1址 1 棟） ・・縄文茶き土石椀器

を検 たまた 穴猛群も 出し

• . 暗顔ともに2悶基室後町半時代

．開羽茶
たが、建、て物調遺址゚となるか 明自である。 • 釜、鍋、皿
また 査構区北皆約無半で 然の落ち込み
によつ は ある。

近世

関連文献
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11  

関連文献

二調査原因
調査期間 IH 1. 4. 17 ,_, 1. 7. 26 5 0 0 m2 

遺跡の概 主な遺

標高50m程の丘陵上に位置し、推定南北径 墓琺掘形は 2.2mX6.4mの
22m (現況17m)、東西径18m、高さ 3.4 隅丸長方形、粘土椰は幅 1.1 m 
mの円墳で、築造時期は 4世紀末と考えら 長さ 5.4 mで割竹形木棺が据え
れる。 られていたと思われる。外部施

関連文献

設としては、墳丘北斜面に二段
の葺石が認められた。

主な遺物

舶載四神鏡(1)
碧玉製石釧(1)
葉蟻石製小型丸底壼(1)
翡翠製丁字頭勾玉(1)
琥珀製勾玉(1)
嗚瑞製勾玉(3)
碧玉、滑石・緑色凝灰岩製管玉

囮
ガラス製小玉岡
鉄斧(1)

こ 所在地亀山市川合町字上椎ノ木

~I三重県教育委員会調査原因

調査期間 jH 1. 4. 17 "" 7. 26 

遺跡の概

「勢陽五鈴遺響J・「三国地志」にこの
地区の城館跡に「別所城」・「和田堡」・
「川合堡」の記載があり、この上椎ノ木館
跡がこれらに該当する可能性もあります。
調査は、舌状の丘陵地を区画した堀及び
上椎ノ木古墳を郭にとり囲んだと考えられ
る平坦地で実施したが建物等は、検出され
なかった。

関連文献

て亡：
調査原因

調査期間 jH 1.10. 23,...., 2. 2. 8 

遺跡の概要

飛鳥時代～奈良時代にかけてと平安時代
末期～鎌倉時代中期にかけて営まれた集落
中心の遺跡である。
特に平安時代末期の掘立柱建物は 3間X
5間等大型のものが多い。

関連文献

2, 0 0 0吋打

主な遺構

堀

主な遺物

山茶椀

所在地亀山市羽若町字大薮

~I• !':!! 委り合
主な遺構

掘立柱建物 16棟
竪穴住居 4棟
土坑 7基
中世墓 l基
火葬墓 1基
溝 4条

-22-

主な遺物

飛鳥時代
須恵器、土師器、土錘
奈良時代
須恵器、土師器
平安時代
灰紬陶器、山茶椀、山皿、
土師器
鎌倉時代
山茶椀、山皿、白磁、
土師器、刀子



fo 

調査期間lH 1 7. 17 ,..., 10. 26 
遺跡の概

大薮遺跡は鈴鹿川の支流・椋川左岸の標
高75m前後の台地上に位醤しており、推定
遺跡総面積は、約45,000m2に及ぶものと思
われる。 B、C地区はA地区の東方にあた
り、この辺りは洪積台地を侵食する開折谷
がよく発達しており、 A,_,C地区の各間に
も細かい谷が入り込んでおり、遺跡の様相
も各地区で異なるものと思われたため、分
断調査を行った。
B・C地区は現在、県道・亀山一石水渓
線によって分断されてはいるものの、以前
は同一台地上にあったものと思われる。調
査前の状況はB地区が住宅地、 C地区が畑
地であり、 C地区は遺物の散布が見られた
が、 B地区は住宅地という状況で分布調査
を困難にせしめた。にもかかわらず、結果
的には良好な遺構を検出できたことは、今
後の分布調査のあり方に、問題を残したと
言えよう。

亀山市羽若町字大薮

-面「玉育委員会
担当者 B地区一浅尾悟、 C地区—平子弘

構

基

棟

条

基

基

条

棟

基

条

棟

基

棟

条

墓

基

棟

1

8

2

1

2

3

4

1

2

5

3

1

3

l

l

l

 

主な遺物

(B地区）
土器類一土師器小1IIl、土師器
鍋、土師器羽釜、ロクロ土
師器皿・椀、瓦器椀、山茶
椀、山皿、白磁椀、常滑甕、
須恵器杯、須恵器甕、灰釉
椀、縁釉椀、渥美産壼、古
顛戸壼
その他一雁股鉄鏃、砥石、
(C地区）
土器類一土師器小皿、土師器
鍋、土師器羽釜、ロクロ土
師器、山茶椀、山皿、白磁
椀青磁椀、常滑甕、須恵
器隻、古顛戸壺、黒色土器
椀、常滑擢鉢、瀬戸天目茶
椀、伊万里染付鉢
その他一砥石、鉄滓

関連文献Io 「大薮遺跡(B、C地区）発掘調査現地説明会資料」（国一パイパスだより21号） 1989年
o 「一般国道 1号亀山バイパス埋蔵文化財発掘調査概要"」 1990年

ふ I ~I 竺竺色！？鍔籍事業主体 1 建投省中疇=」：:::i::::: 委員会
調査期間IH2.l.8-2.8 I調査面積
遺跡の概要

樹枝状に開析された標高51m前後の独立
丘陵上に営まれた飛鳥•奈良時代の集落跡
である。
飛烏時代では、竪穴住居、土坑で構成さ
れ、奈良時代は 3間X2間の掘立柱建物に
2 間 X2 間の倉庫•土坑をともなう小規模
な集落跡である。

~~;~ 土~~~!器

関連文献
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No. I 9 I遺跡名i雫jjf遺跡 l所在地 安芸郡芸濃町雲林院字宗下
調査原因I県営圃場整備事業 事業主体 津農林水産事務所 調査機関 三重県教育委員会
調査期間IH 1. 7. 30 ,.._, 12. 22 調査面積 ゃ？餅開令界衷調杏 担当者 宮田勝功、渡辺尚登、東成志
遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

平でま同る安遺、た時時遺跡、代代古跡でに墳かのあ存す時るら続室代。ぐし町西の時方て代にお位をり中置、心と雲す林想る集定院城落さ
録古平墳安掘柵倉竪時穴時立～代代柱室住居建町物時 1 棟 平鎌古墳須安緑倉恵釉時時～器代代室陶杯器町、甕址と す関連るが

れ 竪穴住居も検出されて
3棟 、土師器杯
1条 •鎌倉 時、代鍋

いる。

倉掘井他立戸柱建物時代62基棟
土師器茶イ皿碗コ、 、羽釜、
他出土天に目フイ 、羽瀬口戸、小鉄Jlll滓や和鏡

に溝、土坑などがある。 も している。

関連文献 1

ふ I1 o I遺跡名l光明寺潰ii.(本調杏 l所在地 安芸郡安濃町光明寺東戸部
調査原因I県営圃場整備事業 事業主体 津農林水産事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間IH 1. 12. 11 ,.._, 12. 15 調査面積 1 7 5 m:i 担当者 堀田隆長

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

••溝土坑うち弥2l 生条条時は代弥生時代 • • 高弥杯生土―器--2 

・台壼須古付—恵墳杯杯---器蓋甕時身--—-代片片—--- 1 
. 1 など

ぐ北昨た年。の度田のか試ら掘土時坑め今にと多回は量、今の調査回弥生結の土果調査器と片区がの確す

認考されているた の 共に、
えていく必要があると思われる。

関連文献 I

No. !101遺跡名 l光明寺i貴恥（寸合調:j: ) l所在地 安芸郡安濃町光明寺東戸部
調査原因 I県営圃場整備事業 事業主体 津農林水産事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 IHl.11.2 調査面積 3 0 0面 担当者 堀田隆長、福田哲也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

事業地内遺跡面積6,000m~ のうち、削平 な し な し

され果跡る300rrlに遺調つ物査き、 立合確り認調西査で側を行ずった。
結遺 、遺中構心、 とも き 、よっ
て の は 区よ にあるもの
と考えられる。

関連文献 l
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r-1~- I 1 1 I遺跡名竹酎'Jjま遺跡 I所在地 安芸郡安濃町今徳字迎山
調査原因I県営圃場整備事業 I事業主体 津農林水産事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間IH 1.11.1 ,..,__, 11.14 I調査面積 3 3 0 m2 担当者 堀田隆長、福田哲也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

B 区———ヒ° ット群

・・ 一土埴．―-輪形師羽円筒人器釜片象盾物埴埴片輪輪？ ？ など

•土坑条（室町時時期代不 ） 
• 溝 1 (明）

関連文献I
No.!131 遺跡名 I 竺蘭~遺跡 I所在地 安芸郡美里村北穴倉字三垣内
調査原因I県営圃場整備事業 l事業主体 津農林水産事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 jH 1. 10. 19 ,...._, 10. 2 6 j調査面積 6 0 0 m2 担当者 堀田隆長、福田哲也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

れAな事地調るり業部査、区地分棚区～内遺跡面積立面て区~合2のい分0調高る0け面査たさをのがめをし行、そうて便れっち調宜削たぞ査平的。れさ • 閉山茶椀
600 m2で、田

石長形長で組辺辺のあ土石Zり3組坑m、m —程強そをー持鎌、の、倉短短中つ辺時。辺に代I 1I. mZOonの程方 • Jill. 
となった 異 m強 • 師器皿
田状地となっ に

認士坑 5m程の

など
区 F 区まで を

行区結のな果みっ程、たで出遺。のあさ構士れり・遺鎌内物倉にが時代みのmら方石れ組形た土のの坑石は組(A2）地01 
など

X l m 坑ヽ 、1 な
どが検 た。

関連文献l
ふ I i 4 I遺跡名I大垣内遺跡 I所在地 安芸郡美里村北穴倉字大垣内
調査原因 l県営圃場整備事業 l事業主体 津農林水産事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 IH 1.10.19 l調査面積 1 5 0 m2 担当者 堀田隆長、倉田直純

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

地事そう業のけ山結地でる果内部あ分遺、り跡耕、15作面遺0土積物m'1, 800 m'査褐のも色みをうち、 削平

な し な し

を の立下合構が黄調と 行なった。
直 レキ混り

の 、遺 られなか
った。

関連文献 l
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Nil1sl遺跡名 1西田遺跡 I所在地 安芸郡美里村家所字西田

調査原因 I県営圃場整備事業 事業主体 津農林水産事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 IH 1.11.13 -11.17 調査面積 LOO Om~ 担当者 小林秀、福田哲也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

調査新をたな検遺はいし物い出と2溝考ケでも所小えときにわかれ小穴て行のった。 結立果は 溝小穴時鎌期a1土条不-近明坑等世
鎌中倉世山時茶の代椀鍋とく 若干のI」 みで目った

遺構 なかった。
ま 片が多いので、遺跡の中心
では られる。

関連文献I
ふ I1 6 I遺跡名 I冒 Uき遺跡 I所在地 津市大里睦合町字河崎
調査原因 I県営圃場整備事業 事業主体 津農林水産事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 IHl.11.8 調査面積 6 0 m2 担当者 倉田直純

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

志に登位茂置Ill左岸の標高の小7排溝m前水が後路1条の部分検河岸段丘
•溝鎌倉時代後半 鎌倉•土時代師器後半鍋•小JIIl ・山茶椀上 する。幅中2m  の調査

であったため、 世の 出され
たにとどまる。

関連文献I
ふ I1 1 I遺跡名 I松ノ木遺跡 I所在地 津市安東町字樫ノ木
調査原因 l―,,.,国迫 2_3. 弓-・

中令垣 争芙
事業主体 建設省中部地方建設屁 調査機関 ―重県教育委員会

調査期間 IH l 4. 20 -2. 16 調査面積 7, 8 0 0 m~ 担当者 村木一弥、竹内英昭

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

方松にノ木置調至地遺査はし跡部少、のる現結遺はでな安況果構縄く文、濃は、を標微検注川晩蘇高期の出目地左のにし7値岸-上竪た穴納。すでS所縄住mる遺文居。の跡水晩が期確の田認西かで
O 縄方溝竪弥古旧穴文河生形墳道住中周時晩な期居期溝代ど墓及 O 縄弥古生壷墳土文浅帆鉢中、立時師晩期期木貝代器、

ある竺 ｝塁 深鉢、打製石斧

特さら中れに世、た低例に地至は
0゚ び中4基世以降 ゜゚ 製型、鋤須木恵製器品、有孔円板

関連文献1

ふ I i s I遺跡名 IW閤矯醤跡 l所在地 津市長岡町字宮ノ前

調査原因 l―印国直 2且弓
甲尋追 ＾ 事業主体 建設省中部地方建設屁 調査機関 ―重県教育委員会

調査期間 IH 1. 4. 15 ,..., 6. 24 調査面積 LOOOm2 担当者 増田安生

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

小区悶画水田 中弥期生～時後代期前の期高壼杯・壷底部上 58面
下約65面

関連文献 I
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1 ：： :: 
見当山丘陵部の南斜面で、旧地形が舌状
になっていた所に厚い包含層が堆積して
おり、 5層にわたって遺構が検出された。
縄文時代の土坑、弥生時代住居跡、古墳時
代住居跡、掘立柱建物跡、遺物も厚い堆積
層の中から各時代のものが多量に出土。な
かに埴輪馬や円面硯も出土している。

門~:11;日二:~;~:~遺安；
縄文時代土坑l
弥生時代、住居跡 4
古墳時代、任居跡 6
掘立柱建物数棟
井戸跡 3 
溝

縄文時代中期～後期
深鉢、石鏃、石斧
弥生時代
壼、甕、土錘、刃器
古墳時代
須恵器杯、土師器甕、壼
奈良～平安時代
土師器、杯、皿、円面硯 3、
灰釉陶器
中世～
山茶椀、五輪塔 ほか

事業主体

調査面積

要

丘陵尾根を大きく掘り割って作られた円墳
で、径約18mの墳丘をもつ。墳丘裾部には
密に円筒埴輪が並べられ、特に墳丘の西半
分において原位置を保つものが良好に認め
られた。

所在地
-

建設省中部地方建設

1,100m2 

主 な 遺

津市河辺町字門脇

調査機関 三重県教育委員会

担当者村木一弥、竹内英昭

構 主な遺物

主体部は墳丘の中央に 1基の
みで、規模は全長3.9m、幅
2.0 mである。木棺直葬と考え
られるが、盗掘をうけており、
棺痕跡は原形を留めていない。

0主体部
円筒埴輪（混入したもの）
若干の鉄製品
O墳丘
円筒埴輪
形象埴輪
（人物・鶏・家・冑.'又）
須恵器
（杯身・杯蓋）
0周溝
円筒埴輪
形象埴輪
須恵器
（杯身、杯蓋、朧、甕）

遺跡

事業主体

調査面積

要
一

見当山丘陵部内の谷水田の入り組んだ斜
面にあり、弥生時代中期の竪穴住居跡8が
検出された。
住居跡は 5.0 m前後で、深さ 0.5 mと深
い。主柱穴があり、中央に炉跡をもつ。
等扁線に沿う形で、ならんで位置する。
弥生土器の他、多種類の石器類が出土し
ており、土坑は小工房跡の可能性も考えら
れる。

門~~亨聾詈；
竪穴住居跡
土坑

8

1

 

弥生時代中期以降
甕・壼•台付鉢など
土錘
石器類、石包T、蛤刃石斧、
扁平片刃石斧、石鏃、刃器

関連文献
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No.1231遺跡名 I噌位訥遺柿 I所在地津市大里窪田町字橋垣内
調査原因に古悶ゼI2 _3. 弓ニ 事業主体建設省中部地方建設局調査機関 ―重県教育委員会

調査期間 jH 1 4. 27 -2. 3. 1 7調査面積 6,5 4 0吋 担当者森川守雄、油田秀紀

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

持出弥たさ生れれ時、る代。当中時ま期のた墓の、方域古形墳の周成時溝代立墓後の期様と土子か坑にら墓興平安品が味検時が o 0 平安時代

代平伎城郡にか京久菩跡け多て出土里の住」の居木と跡簡の関がに5係見4にら棟れも以注る上目「検伊さ世出れる。

゜

関連文献I

跡52 上， 
1 、瓶、
11 

ふ I2 4 I遺跡名 h岱習城跡 I所在地 津市一身田上津部田字オの坪
調査原因I鴛眉刃胃風歯団工事事業主体津土木事務所 調査機関 三重県教育委員会

円形曲

調査期間jH 1. ~-1-2. 2. 10 調査面積 3, 0 0 0吋 担当者田中喜久雄、田中久生、穂積裕昌

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

佐脇勝久に6戸配、れよると8室置考。がたっ)（検町てなにえと「応織時考出どら伊永代かれ田えさ勢年信れかるらら名長居間れ。た勝ら江住ににる志こ性築1 戸。よと城され、 ・『掘『立柱建物 l : 土天青磁帥目片器茶、椀、白Jlll、磁常、壷羽滑釜唱、山茶椀、

永禄11年 (15 うて滅ば ・ （礎石建） 1 播鉢、捏鉢
されたとされ ） . 5 など

調査Ii > 月初期・にかけ 所の・
第1郭 l郭．

への! の を重視し・登り道

l された 大面え積規ら模れ20なる,0。0も0の面とにい及えびよ、 • 土坑など差約14m、 伊
にあっては う。

関連文献 1

ふ Iz 7 I遺跡名 I井之広遺跡 I所在地 一志郡嬉野町釜生田字井之広
調査原因I県営圃場整備事業 事業主体津農林水産事務所 調査機関三重県教育委員会

調査期間 JH 1. 5. 2 ,_, 6. 26 調査面積 2,7 9 0而 担当者小林 秀、福田哲也

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

際比があ較検昭出にり和位土的出注6謹時遺目し3年代す構てされ度幅のいるな調。中のる査縄せにこ又文縄のま、と釜長時文いも特生代遺時さ早跡代fi記田遺期早で5さcm跡期れをあの西方、 山 屋土竪穴外坑縄炉縄縄住な居文文文と： 早早早1 ： 14棟以上 縄文I 早期中心とした a 土 ：ネガディプの押型文

る。 :j 石鏃、石槍、スリ石
の屋外炉が 後期
のポイント
る。 期～後期

：杯

関連文献I
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~~"- I z s I遺跡名I堀ノ内遺跡 l所在地 一志郡嬉野町堀ノ内

調査原因I県通丹生竺歪線市自 事業主体 久居土木事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 I~ ~ 盗什形に切 調査面積 A x~ 屈 f~ ~ 翠｛ 担当者 田中喜久雄

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

後中、調古と1地村次否墳期がIl調判時～目をl右査実代明中は岸水に広がる広大な沖積地の一角

掘立柱建物塁 須恵器、杯甕、他多量

で 蟹田である 4 以上 土師器、

こ 施の、 闊改、良遺゚跡部分は広約範80に0吋ひにろがついる 大溝 l 

て した

～奈良゚ 時の代遺物の遺を確構が中心で、 縄
文 世まで 認できた。

関連文献I近畿自動車道（久居～勢和）埋文調査概報眉 ・IV・V
ふ Iz 9 I遺跡名I伊勢寺遺跡 l所在地 松阪市伊勢寺町
調査原因I県営圃場整備事業 事業主体 松阪農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間IH 1.5.8-6.9 調査面積 8 0 0 m2 担当者 宮田勝功、東 成志

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

飛鳥時代から平安時代にいたる集落址。 土師器杯、甕、高杯、

飛平掘他安鳥竪穴時立～に奈代柱溝住良居建、物土時代坑5 棟
須特恵器杯土蓋馬 など
に の脚部も出土して

2棟 いる。
などがある。

関連文献I
ふ Iz 9 I遺跡名I伊勢寺廃年 I所在地 松阪市伊勢寺町
調査原因 I県営圃場整備事業 事業主体 松阪農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 jH 1. 6. 14 ,_, 7. 6 調査面積 l,300m2 担当者 宮田勝功、東 成志

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

年伊向す国勢度分るき寺寺大にを廃変検溝を寺の北幅方域の伊ほと一勢調ど査連寺の大廃ので溝寺、も南ののを検北かで出ら東 奈平良大安竪穴溝溝時時代代住居か4l条ら室町時代

・瓦
に える 4m し （土のう袋120ほど）

現昨画 出中した大溝 あり
,_ 5条 •奈良時師代器杯

心とする 限を （土 、甕、須恵器杯）
と考えられる。 l棟

• • • 特平室器土町土安がに時時須師師出代代土器器弥杯鍋山し多多てと量量思わなれるど三彩陶室奈掘町良石合組時時せ立柱代建物 l 棟
み井戸 l基

代口甕棺墓 l基 など いる。

関連文献l
No. l3ol遺跡名 1大坪遺跡 l所在地 松阪市伊勢寺町大坪
調査原因 I県営圃場整備事業 事業主体 松阪農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査機関 IH 1. 9. 18 ,....., 1 0. 12 調査面積 9 4 0 m2 担当者 堀田隆長、倉田直純

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

続た3地結県的）営点果でに生圃、、（場便奈活調整宜良査が備上営時を、行代にまよって削平を うける部分
O排溝馨水路部4分条

奈良～平安時代
排水路、 A区、 B区とし • 奈良～平安 • 須恵器 杯杯身、甕、杯蓋、長頸壼

かったら。平安時が代わにかけて断
oA • 土師器

• 住居雪2棟 奈良時代
れたこと かった。 ．掘立柱

2X 奈良時代
oB地区

． 掘立柱翡XXX建342物間閻問～ 
2 以上!5 2 以上
2 以上

• 溝
平安

I 
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ふ I 3 i I遺跡名I唸翌芹吊遺跡 I所在地 松阪市伊勢寺町字向王子
調査原因 l県営圃場整備事業 I事業主体 松阪農林事務所 調査機関 三董県教育委員会

調査期間 jH 1. 10. 2 "" 10. 12 I調査面積 3 2 0 m2 担当者 小林秀、福田哲也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

排弱ななそし今水のいのても、確路の他回ト室定多なはのレ町掘は調どンく時立のでチで査状掘代柱ビきは建削後のなッ遺物期調かさト跡れの、査をっの遺溝確でるた範構認。、あ3囲2土をしっ01検坑~たた7,等出がにた00が、つめし0幅建いあた~。物てのる3行主。m 内と、
．掘；立柱建物 l棟

0 室町閥質か鉄時師常代器土滑釉後器甕小、期lill椀、菊、
• 列 l 基条 • 土鍋

・ 坑5 5 • 石

すべて条室町時代後期 ・瓦

・陶
花皿、播鉢、

0近世陶器

関連文献I
ふ I 3 2 I遺跡名I大垣内遺跡 I所在地 松阪市伊勢寺町大垣内
調査原因I県営圃場整備事業 I事業主体 松阪農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 IH 1. 9. 18 ,.._, 9. 29 I調査面積 4 7 0面 担当者 服部芳人、小林秀、福田哲也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

当遺跡は排は水国分路寺部分と竜に限泉寺の間に位字形置し、
• • 竪奈練穴良倉溝住時時居代代l 址条 1 棟

• 奈良土師時陶器器代調査区 られコのを呈
する。 • 中世 など

調時代査区がせまいので、 顕鎌著倉時な代遺構の溝は、 奈条
良 の竪穴住居 l棟、 1 

のみであ小る穴。
また、 も10数検出したが、建物にな
るかどうかは不明である。

関連文献 I
i"≪l I 3 3 I遺跡名I芙°夏遺跡 I所在地 松阪市大足町字ハサマ
調査原因I県営圃場整備事業 l事業主体 松阪農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 IH 1. 9. 8 ,_, 9. 22 I調査面積 3 2 0 m2 担当者 小林秀、服部芳人、福田哲也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

排土査遺穿かこ結今オ坑跡区れっ路状果がの回たら）性のの幅遺。遭はや格大構滑調、劃た3査遺石mのだをきさ物性探の製な、はれ落格遺出のをるるト多土有上跡をちレ32込確孔のでンしく0範定重m'含み円チた状す二板要囲んにを検等重つだででる6,溝の3い出ああ口こ0状縁存てる0しっと壼m'行が在。のたたの内、

• ・土溝坑古弥墳2条時時代代前～期古墳時代前期 古墳須石士製時師恵器代器品前期った。
・ 、、 科甕杯、高、台杯有孔付甕、 壼ものや

が、調 ・ 、剣形、 円板
ため、
できな

性や格滑 二板要等重で は（底、部当

関連文献 I
No. 1341遺跡名l筐角遺跡 I所在地 松阪市伊勢寺町鳥戸
調査原因廿骨鼠稀孟厚藷阪線 I事業主体 松阪土木事務所 調査機関 二重県教育委員会

調査期間 IIi 1. 5. 15 -1.14 l調査面積 2. 2 8 0面 担当者 田中久生、穂積裕昌

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

奈良遺、物平安出土時代量の割遺構・遺遺物構密を度中心とす
竪？中穴坑世墓住居 4棟 土縄帥文器土、器甕片、椀:椀、皿るが、 のには は薄いc

l基 須山恵茶器椀、、 甕天、目 、中世陶器

など

関連文献 I
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ふ I3 5 I遺跡名I本郷遺跡 I所在地 多気郡明和町明星字本郷

調査原因I県営圃場整備事業 事業主体 松阪農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間jH 1.7.3-7.14 調査面積 5 1 0面 担当者 倉田直純、東成志

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主な遺物

跡に本営で郷落、まそ集れ面のの積一落西た弥約辺端の北生11部が検方時万に代位、面出標か買にさ及麻しら1中、ぶ3世溝。m前今にに後至回囲ののるま台複調れ地合査た遺地中上
平．·•掘溝安土坑時立代柱6末建条3 物期 1 棟 近平そ•• 土土安世の山他時師茶師代器器椀末皿小土皿期錘、小、、皿鍋石、錘鍋、 鉢、

翡h れた。 近••溝土世坑2条2 
関連文献1

No.1361灯問遺跡（本調者） I所在地 多気郡明和町蓑村字外山
調査原因I県営圃場整備事業 事業主体 松阪農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間IH 1.7.17-8.11 調査面積 l200m3 担当者 小林秀、福田哲也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

調査区はA・Bの2区にわかれる。がA検区

江A••・・ 土戸鉢取施区丸時師手釉瓦、代器土羽陶後錘付器：期小、茶：Jil1羽釜椀形釜、JilI注、茶、口釜土ホ器ウロ、 ク鍋、からは、一辺約4mの土坑2基の遺構

中出心器のBさ土製れ区に注多器作か種所の目らされる。 多がたこと量未遺をこ使想物かに用起出ら・土品遺はさホウロクを
の土器が した。これ

ら ほとんど で、近くに
土 のあるこ せる。

は目立っ 構は認めら
れなかった。 ．•硯銅銭：寛永通宝

関連文献I
ふ I3 6 I遺跡名 I外山遺跡（立合） l所在地 多気郡明和村蓑村字外山
調査原因I県営圃場整備事業 事業主体 松阪農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間IH 1. 9. 4 ,...., 10. 16 調査面積 8 0 0面 担当者 小林 秀、福田哲也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

柱遺瀾ずのる1物査掘次れ。建物立がののを1次柱相調井を1次建戸査、当2物棟か量、区2次検出を2もら土次本出はあ3の調査2期のに安わ区と思～けに近鎌てわ行接倉れったc
21• 次土次士調調師師器査器査、甕、 椀、 皿、 山茶椀い 地して

い わせて平世 時る代掘
頃棟、近 ・ 、鍋、皿、山茶椀

した。
又立 完形を含め平安中～末
の した。

l基

関連文献1

Ni.j31I遺跡名 I西沖遺跡 I所在地 多気郡勢和村丹生字西沖

調査原因I県営圃場整備事業 事業主体 松阪農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間IH 1.10.19 調査面積 1 8 0面 担当者 小林秀、福田哲也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

試査結、れっ掘排果ててを行本水のはい結路遺調たっ果物査でたも確掘定削した遺る跡部範分囲7,500 m'の

な し な し
調内 。 され についてのみ

、遺はと考構同遺えと跡も発見中心できなかっはた＜
ずよ 区 のからやや

の られる。

関連文献I
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ふ I3 s I遺跡名l佐奈水銀伯,,跡 I所在地 多気郡多気町前村字ーノ谷
調査原因I[j蜘~勢）建設事業 事業主体 日本道路公団 調査機関 ＿重県教育委員会

調査期間IHtl6-3.2 0 調査面積 4 0 0面 担当者 田村陽一

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

在施度の5北各各西関のカしも所坑坑浅方連にたと開の坑く細口長がぴ残坑い道小る。谷の東西の丘陵斜面に

な し な し

ロおよ の略測と写真撮影を実

約〇いでと注。も3確kll目さ認にほさ所れどさ在複れる雑すが、なる坑丹古道生い水文で銀献は鉱資な料山く跡、は現深と

ころ ていない。

関連文献I

No. i39~( -唇勢）璽爵事llA遺跡 I所鰭
多気郡多気町成川字定越

調査原因 I 事業主体 日本道路公団 調査機関 三重県教育委員会

調査期間IH 1.1117-2.111 調査面積 1,500m2 担当者 山崎恒哉

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

主に況奈が良、は良耕時地代く化なかのいら中折。の・近削世平にをかけての遺跡
残で存あ状る 受けており 溝柱跡穴の7確条は多認、ま土く検で坑出は2至さ基れらたが、 建

物 なかった

関連文献 I
ふ 1401 遺跡名 I 牛パサマ B~遺業跡主体 1所在地 多気郡多気町成川字ナルコ
調査原因 I<蒼和~房リ婁設事業 日本道路公団 調賓機関 三重県教育委員会

調査期間 IH 1.5.8 ,..._, 1.8.8 調査面積 4, 5 0 0 m2 担当者 江尻 健

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

期高け7宮遺調て～0川査調構鎌m左密倉前区査岸度時後ををの便行代のは山宜希後扇っ塊半状薄上たか地東。でまら。北流する谷筋にある標

東区一弥平生安～期古墳のヒ°ット 東区

前の焼土 土山甕茶錘（椀完•杯形・青.） 磁Jill椀. 製塩土器区・中央区•西区に分 ク ピジト

中央区包一含鎌時（倉総期層後柱不半明） の掘2棟立柱建物あったが、 縄出土文時し代た早

土巾青磁央師器椀区鍋・黄・顛白磁戸椀茶椀
での遺物が た。

の掘立柱建1物棟

西区ー遺縄構文時は代なし
西区

早期の旧河道

※鵜※（（縄早中石ケ文期島期製有ー土台孔品））ト器式小剥山楕寺竹片、円式条管盤（押痕剌二型文突次文文調、整撚有糸）文・

チャ

石製有

関連文献 I

-32-



所在地度会郡玉城町積良字浦ノ内

日本道路公団 調査機関三重県教育委員会

調査面積 2,0 0 0而 担当者江尻 健

の概要 主な遺構 主な遺物

宮川左岸国束山塊から北流する谷筋にあ な し ※包含層出土
り、現況は水田。 ・縄文後期前葉の磨消縄文、無
調査の結果、昭和50年代の圃場整備のた 節縄文、サヌカイト片
め、大規模な攪乱を受けており、遺構は検 •平安以前の土師器皿
出されなかった。しかし包含層出土ながら ・土師器鍋、• 土師器茶釜
遺物はかなり出土しており、以前に人々の • 青磁椀、天目茶椀
営みのあったことは確かなようである。 • 鉄釉小皿、近世陶器
なお、積良は伊勢神宮内宮祢宜の荒木田 ・北宋銭、明銭
氏の旧地とされる。 ・寛永通宝、木製品（牛の鼻輪）

の

調査面積

要

丘陵裾に形成された主に中世の遺跡群で
ある。平安時代末から室町時代後期に至る
長に形成されたもので、 A地区の建物の
重複関係からは、屋敷地としての可能性が
考えられる。
また、縄文時代早期末に相当する遺物が
ちるものの、当該期の遺構としては確認で
さなか"":)七6ただ、その存在の可能性は大
きい。

• 木製櫛

所在地 度会郡玉城町勝田字楠ノ木他

日本道路公団 調査機関三重県教育委員会

6, 8 9 0而 担当者伊藤裕偉

主な遺構 主な遺物

掘立柱建物 14棟以上 中世土師器
井戸、区画溝 ，，陶器
中世土拡墓 ，, 磁器
鉄滓を多量に含んだ土坑など 小刀、毛抜き火打ち鎌などの

鉄製品輔の羽口
縄文早期高崎式および条痕文土
器

関連戸献I'.巴塁盟占~麿:~:::~~~:::::::i ;;;;;~;;;;:;: 査：：」＂
の

調査面積

要

古墳時代と鎌倉時代の 2時期の遺跡で、
古墳時代に群集墳が形成され、それが削平
された後、錬倉時代に集落あるいは墓域と
なったものと考えられる。
鎌倉時代の庶民の生活を窺うことのでき
る土師器皿•小皿• 鍋などが大量に出土
した。

関連文献

14.ooom2 I担当名
主な遺構

〈古墳時代〉
・周溝 18基
•横穴式石室 l基
•石室抜き取り痕 1基
〈鎌倉時代〉
．掘g柱建物
• 井戸 i盟
• 溝 38条
・方形土坑 27基
• 円形小土坑 4基

：腔土坑 贔羹
・集石遺構 l基

-33-

主な遺物

〈古墳時代〉
須恵器甕•高杯・杯身・杯蓋
広口壼・ 腺・提瓶、士師器台
付甕• 椀・ 小型壼• 壼
〈鎌倉時代〉
土師器皿•小皿• 鍋、山茶椀
青磁椀、白磁片、常滑焼甕、
土製品（土錘・フィゴの羽口、
土製支脚）
鉄製品（刀子・小刀・釘）、
石鍋•石硯、宋銭



ふ I4 4 I遺跡名 I喰涌i遺跡 I所在地 度会郡玉城町字塚名・所リ垣

調査原因 I'嶼炉伊勢）-事業 事業主体 日本道路公団 調査機関 一重県教育委員会

調査期間 IH 1. 5. 22 ,._, 9. 21 調査面積 2,600m2 担当者 稲本賢治、山崎恒哉

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

集鎌器二層あ平落倉時時るまを安及時期代。調た代時査び出に、の代墓分土前中チし中域遺業世けたャ物頃が後のーとら繰鎌かかれ遺にト倉構剥、るらりら返時時可片下、を期代能検室が層し町形的後性出出調成時葉土査にがす代考平～にるさし安れ室に町か時た遺代時け末跡代ての～ ので

掘墓溝石配及組立石柱遺遺び建土構構物坑 2247l95棟墓条基基 〈上層師師椀器器〉• 皿鍋椀、、• 
土磁土 白lil1山磁茶・椀小椀、llll•山円・皿形ロ、加ク青工ロ

えられる

〈陶核下削磁層器製、〉品RF、UF、剥片、 石段階で旧石゚

器層 移たため、上
った。

関連文献I
ふ I4 5 I遺跡名げ詑閲‘外遺跡 I所在地 伊勢市佐八町字中ノ垣外

調査原因 l灯-w醗 ¥1<目動J甲酒い=~J:11 事業主体 日本道路公団 調査機関 ―重県教育委員会

調査期間 IH 111. 13 ,_, 12. 23 調査面積 2,100m2 担当者 前川嘉宏

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

土攪乱調し杏たを受遺区物のけ大て部お分りが検、少鑽出場なさ整備事遺業構による
・． 掘溝平立平柱安安2建時条時代物代末？ 3 棟 平平安土安土時師時師代代器器末中、・製とと塩ろろ上器、 t錘など、 れた や、出

はきわめて い。
山茶椀など

関連文献I
ふ I4 6 I遺跡名l等巖B遺i亦 I所在地 伊勢市佐八町字寺原

調査原因 I~可綿巴悶）建.... 事業主体 日本道路公団 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 IHl.11.13-12.28 調査面積 5 0 0而 担当者 角谷泰弘

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

基建平物散安在時I棟す代をる末確。か認ら、鎌中倉世時墓代と前思期わと推定される5 れる土坑が
上坑碍5甚

掘溝 2 石建条物士坑11 埜棟 ） 

土師器皿器、鉢小皿蓋、鍋、山茶椀、
山皿、陶 、

関連文献 I
ふ I4 9 I遺跡名 I樟面遺跡 l所在地 上野市市部字澤田
調査原因 I県営圃場整備事業 事業主体 上野農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 IH 1. 12. 11 ,.._, 12. 26 調査面積 5 0 0面 担当者 山岡 裕

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

など

. 9基

I 
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ふ Is o I遺跡名Iざ炉り貞う遺跡 I所在地 上野市オ良
調査原因I県営圃場整備 I事業主体 上野農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間IH 1.11. 15 ,..._, 12. 8 l調査面積 5 8 0 m2 担当者 山岡 裕

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

・・ 溝奈鎌掘土弥建竪生良物穴砿倉立時時住柱墓～6 代代室居建条7 後町棟物期時代42 5 l1 条条条

. 6= 基

など

検か出りを得た。

関連文献l
ふ Is i I遺跡名I浮田遺跡 I所在地 上野市上神戸字浮田
調査原因I県営圃場整備事業 I事業主体 上野農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間IH 1. 5. 29 ,_, 8. 11 I調査面積 2,200m2 担当者 中嶋千年、荒木昌俊

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

幅3,_,4m、長さ 200,_, 300 mのトレン
A土竪ト穴坑レ任ン（チ

Aトレンチ
チを 3ケ所調査設定しして（北からA、B、Cト 居平安時2代棟後（半古墳）な）ど 小師型器丸杯底、壼皿、土師器裔杯、 土
レンチ） た など

Bトレンチ Bトレンチ

安時B代ト後半の土坑 掘喝立柱建物｝平安ー時鎌代倉後時半代～ 鍋蓋瓦器、、青高磁線杯椀、皿、須、士恵器師器、杯、Dil、、杯レンチでは

墳時代時C前代ト半の掘坑立な柱
ミ など 、 など

の土 ど 土坑（古墳） Cトレンチ
レンチでは Cトレンチ 信楽焼、摺鉢、瓦器、椀皿

遺代に本跡かの集遺のけ跡中落て心跡のは土坑、
ミゾ｝

など
Bトレ 土柱列坑 鎌倉時代～室町時代
であり 平考
である

関連文献I
ふ Is z I遺跡名 I研甜ト遺跡 l所在地 上野市下神戸字朝神
調査原因I県営圃場整備事業 l事業主体 上野農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間IH 1.5.8-6.2 l調査面積 4 0 0 m2 担当者 翡枇盈晏む序古孟
遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

周部分知は調布調遺査跡家により、土塁載が確認されたが、
土塁（幅約5m、 信楽焼のカメ、摺鉢、火舎など

の と堀塀が、し土確てにを検の転塁認記用出はさ はなく、 土塁の一

麻さ約1.8 ID) 
、民の されていた 堀（深さ約1.3 m) 

沓により 幅約、士5m、南゚の、科き側北今なさ側かに回1.8 mであること れ塁の 深
さ 1.3 mの した。土塁 に

城調約館の外建物でがあったと思、確われるが は
査区 あったため 認はで っ
た。
なお、本遺跡の約100ID北東に磯田氏館
跡がある。

関連文献I
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No.j53I遺跡名 I屈唱椒遺跡 I所在地 上野市印代字麻羽根

調査原因l県営圃場整備事業 I事業主体 上野農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 JH 1.10.26 l調査面積 2 0 0 m2 担当者 服部芳人

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

定部地分印代のの集範み落囲でのに西含南ま部れ分てでい、た従。・来遺調物査伊賀はと排国も水希府推路薄
自然流路 1条

• •土試掘師器時 小土符片 「子年」
ぁったが、遺構

であった。

関連文献I
ふ Is 4 I遺跡名 I僻導A・B遺跡 I所在地 上野市服部町字新寺

調査原因 I県営圃場整備事業 I事業主体 上野農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 jH 1.12. 18 ,.._, 12. 21 I調査面積 2 5 0 m2 担当者 三枝義久、中嶋千年、荒木昌俊

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

新寺地区路。は弥今部生回を発時、代県掘営調の査遺圃場跡す整ると備こして周知環の
新寺溝A地区l 弥壼生時、杯代後、期高杯、 甕、 器台、 鉢ものであ水る の一と

して、排 ととなっ ,, 2 
I/ 3 

坑出た。新一がさ寺方れ1 B地区では遺構らしいものは何も検
,, 4 

なかった ,, 5 

、産新検寺出Aさ地゚れ区たで。は、 溝が5条、 小土 小土坑 l基

関連文献 I
No.j55j遺跡名I西沖 (J::之段）遺跡 l所在地 阿山郡伊賀町柏野字西沖
調査原因 l県営圃場整備事業 I事業主体 上野農林事務所 調査機関 三重県教育委員会

調査期間 jH 1. 10. 3 ,..,, 12. 16 I調査面積 3, 4 4 0吋 担当者 中嶋千年、荒木昌俊

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

見半的なき場本柘のかつい集遺植遺かっこil落跡跡たとりl東跡か、のがな河で岸あ段る丘。上周に辺位に置同す時る期平の安集時代落後跡

掘立柱建物 4棟平
土瓦生器師土椀器器杯、、lill須、緑恵、黒釉器色椀杯土、・杯器臼磁A蓋類椀椀、弥、（ 安時代後半）

南更あどらは隅に、る建。、興le物的土味場規坑深模遺いを跡。ももか的つ場掘ら立遺は検跡柱建出よ物さり大れが

自然流（弥路生
時代末～古墳時代）

関連文献 l「的場遺跡発掘調査報告」伊賀町教育委員会
Ni I s 1 I遺跡名I禁頑臼墳群 1号墳.1:: →、ど首う婢ばた濯ぼ l所在地 四日市市鹿間町字穴塚
調査原因 I個人住宅建築 l事業主体 加藤晴行 調査機関 四日市市教育委員会

調査期間 IH 1. 3. 20 ,...,, 3. 31 l調査面積 3 1 m2 担当者 春日井恒

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

場が墳大所個にる人道弥隣で端生接住あ遺時代跡は、 跡内部Ill群南集岸墳の台も地在上に広
な し な し

の遺で、 点する
る

宅゚建築大調道予査定端を地は、範し穴た囲塚が内、占に墳遺群 1号
物るため 試でし掘、き 遺実跡施 構もあ・た遺
は検ヽ 出 なかった。

関連文献 I
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No. jsa j遺跡名 I櫓祇場睾・生惰雀酎 I所在地 四日市市智積町
調査原因 水道管埋設工事 事業主体 四日市市水道局 調査機関 四日市市教育委員会

調査期間 H 1. 7. 26 ,.._, l:I, H: }『調査面積 3 6 0 m2 担当者 春日井 恒

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

三 と矢平合坦Ill文田と地時に挟まれた標属奈に3良か0時mけ程代て
な し

の な に広がる
及び、縄 代から中世ヽ

に土伴地い改、良発事掘建物業調及び東
奈平良他安・••• 瓦土時土時灰に代釉代師師時器期器陶器不（墨明書土器あ り） 

に 査跡され
とわれる と縄 の木製品あり。

ている。

回の 、幅 Imの水構時道代を管確か埋設部分
について であり 認るこ
とは遺で物きなかったが、奈、遺良 ら平す安時
代の を検出した。

関連文献
小玉四直日明市明J他市日「教智本「道積四育委路廃日市員寺公市会J団埋r1・9蔵三三68文重重化財調査報告3 智積廃寺発掘調査報告書」
小玉道告 県県教埋蔵育委文員化財会調査報告5 日本道路公団 東名阪道路埋蔵文化財調査
報 1970

No. lsg I遺跡名 I曾炉蓉泌！ I所在地 四日市市東坂部町字西ケ谷
調査原因 宅地造成 事業主体 鉄建建設株式会社 調査機関 四日市市教育委員会

調査期間 H 1. 8. 22 ,._, 9. 18 調査面積 3 2 0 m2 担当者 春日井 恒

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

部古田墳Il跡をl北時挟で代岸みあにある丘時跡協陵陵代上議のが所南ににに向き斜面遺時に代広跡 古占•• 墳土墳溝坑時時跡代代～2l基奈条良時代 古墳時璽代
がる か岸貝ら奈の良丘 かけての • 土 、須恵器、砥石
で落川 南 は、奈良 奈•良土 、須恵器
の籐今遺 る野開発遺 在する。
の調査は、 おいて、遺跡

の 存回状況を把握するために行った試掘調
査である。

関連文献

No. l6o I遺跡名 II,雀遺跡 I所在地 四日市市久保田町2丁目 30 1 -4 
調査原因 共同住宅建設 事業主体 丸美産業株式会社 調査機関 四日市市教育委員会

調査期間 H 1.10.17 調査面積 約32 m2 担当者 上垣幸徳

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

在掘以川砂おい三遺前今礫調てのり滝跡、査氾層には回川遺等不濫弥はのと宅生跡行の明調にな右地土査のわなよっ岸の低地に立地しており、現

今回の調査では確認されなか 今回の調査では確認されなか

器存、在水片田として利片用されている。 った。 った。

、七師弓器、さ が採集されて位炉は確 れていたが、発れて 遺跡の性格につ
点が 。

では 考遺田耕作ら土の下は、河
る堆 えれるシルト・
てお 構・遺物は確認さ

れなかった。

関連文献 「四日市市史』第2巻史料編考古 l 四日市市 1988 
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ふ I6 i I遺跡名I若面遺跡 l所在地 四日市市釆女町字杉本 1182-1外11等
調査原因I砂利採取 I事業主体 三四興業株式会社 調査機関 四日市市教育委員会

調査期間IH 11115 ,_, 16 I調査面積 約28 8 m2 担当者 上垣幸徳

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

り内、現部Il在l遺の右跡須作がははさら岸恵不土確のれ、れ器発大明認にてのる掘広部片お下なシさ分が、調点れはルり土倉が、が、なるト等低水師遺多河か•l地器跡川砂田;Jfflいっ片の礫に。のたとオ存立今氾屑。、しに地在濫灰回てと利釉がおのになし用確て陶調よらり器認ず査お、るさ
今回の調査では確認されなか 今回の調査では、確認されな
った。 かった。

れてい採る集。
片等が
されている

遺跡水のと・考性遺田格物耕え

品遺構

関連文献I
ふ I6 z I遺跡名I精箭遺跡 l所在地 四日市市西松本町525番外2筆
調査原因I商業施設建設 I事業主体 フレックス株式会社 調査機関 四日市市教育委員会
調査期間 IH2.1.8 l調査面積 約56 m2 担当者 上垣幸徳

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

今回の調査では確認されなか 今回の調査では確認されなか
った。 った。

かった。

関連文献 1『四日市市史」第2巻史料編考古 I 四日市市 1988 

ふ I6 4 I遺跡名廿給面箭笛、 l所在地 四日市市小牧町字真造寺
調査原因 I区画整理事業 I事業主体 小牧南 <>Y準~醐I田l組匹合呻 調査機関 四日市市遺跡調査会

調査期間 IH 13. 23 ,.., 4. 1 I調査面積 9 6 m2 担当者 春日井恒

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

朝古今遺墳存明回状Il時のl南代調況岸遺の台鰤地で上に広がる弥生時代か 古•土墳坑時代 l基 古•土墳時師代器、 須恵器ら のある

査把は握、開す発協゚議におい調て査、遺で跡あ
の を るための試掘
る。

関連文献l
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ふ I6 s I 遺跡名 I~ 倍泣冨 I所在地 四日市市大字西阿倉川字上野
調査原因I宅地造成 l事業主体 株式会社中村不動産 調査機関 四日市市遺跡調査会
調査期間IH 1. 12. 1 ,_, 2. 3. 3 I調査面積 約 4.0 0 0吋 担当者 春日井 恒

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

宅調地査造に成よ計っ画て跡に、に伴遺よ・物遺うり埋物散弥蔵生布が検文時が代化確出財認包さ蔵室れ地町た分遺時 土坑、溝跡
で、試掘調 から町時
代発布跡にかけての査遺 されたため 奈？土 恵器
掘調調査をおこな落時っ代がた営。中査では、 期から室町時代に 恵器
かけて断続的弥に生集 まれていたことが

平予り 恵陶品器器（（墨墨書書土土器器ああ判明した。

なお建、物平跡安は時、代寺か院ら四室蜘町墾時す代る施にかけての
掘性立柱 設の可能

室町土り時師）代器、、器製山茶、椀木、瓦製（墨書（櫛土器あ
がある。

物近り）・杭、陶） 、 品 ・曲

世染以付降け椀、 陶器

関連文献I
ふ I s s I 遺跡名,~・w1し事菫業主 I所在地 四日市市城東町 25 7 -2外 2筆
調査原因I事務所建設 体尾西商事有限会社 調査機関 四日市市遺跡調査会

調査期間IH 1. 2. 1 ,..._, 4. 15 I調査面積 1, 2 9 6吋 担当者 上垣幸徳

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

立囲地し
芦溝旧河l川条流5基 ｝ 時期不確定内は

いる。
よって 近世以降

2『中に
の査
出され
えられ
れる。

自然遺

関連文献 1「「三四重日の市中市埋世城蔵館文化J三財重調県査教報告育委16員赤会堀城跡19J76四日市市教育委員会 1986 

ふ I6 7 I遺跡名I津賀平遺跡 I所在地 鈴鹿市津賀町字五反田
調査原因 I カントリーエ ~mil 事業主体 鈴鹿市農業協同組合 調査機関 鈴鹿市遺跡調査会

調査期間 IH 1. 9. 8 ---9. 30 I調査面積 7 0 0 m2 担当者 藤原秀樹、新田 剛

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

時70鈴代0Rf前鹿Il～とl左狭鎌中岸期いのの時が台集代7地軒落の遺竪緑の穴竪辺跡穴部状で住土にあ坑位居る置調跡査柱すを検穴はる列約出占墳し
柱竪竪穴貯穴穴ペ（状列住蔵古ッ土居穴墳ト状時を坑段持代71 をつ5( 持鎌もC倉前つのも6） ） のl 

土師（壼器、甕、 高杯、 鉢）

砥粘山茶石土塊椀た。出他に倉 、 を
検している。

関連文献1
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ふ I6 s I 遺跡名 I;;~ごパ跡 I所在地 鈴鹿市国分寺町字堂跡、西谷、西高木
調査原因l重要遺跡範囲確認調査 事業主体 鈴鹿市 調査機関 鈴鹿市教育委員会

調査期間IH 1.10. 2 --12.19 調査面積 約47 0 m~ 担当者 中森成行、藤原秀樹、新田 剛

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

に1指昭塀今の出922和年定のまさ6痕度れまさ(3現年大跡れはた正た11が、)年寺、域約、伽37藍.0配00置nfとが国もに剋不怖 打子菓製、蓮石灰華丸釉文瓦斧軒、皿、石瓦、鏃段瓦、均、皿、埼須、正、唐椀恵押草器、印壼文素瓦軒、弁瓶平八

明 在に至寺立域柱る確建。物認
検地 やよ掘り 調、査竪穴を開住始居。な西ど築が

瓦、平

るため、 7゚か幅、北所3、（東堂跡、南2の-境6、を明西氏らかにす、

西耕谷作て士遺3 )に -4mのトレンチを木設面定上l し
構を0.2-0.s m除去した地山 面

に 検出を行なった。

関連文献I
No.1101遺跡名 I整t盟、!...:3 j~5五ふげ号項 I所在地 鈴鹿市国府町字保子里井口北一色
調査原因 I ホ~~:戸孟盃貨スモー 事業主体 蛉ホンダエクスプレス 調査機関 鈴鹿市遺跡調査会
調査期間IH 1. 5. 22 ,.., 6. 7 調査面積 約35 0 m2 担当者 藤原秀樹、新田 剛

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

竪土58913穴砿号号号号幅号墳墳仕墳墳墳墓0.II周周居周周周8 基( S X I -11 ) 

横石師刀器鏃瓶子高、、、杯土鉄縄、鏃文師須土器恵壼器器、、杯弥須、生恵土広質器紡口壼錘、士、車となる ,._, 1. 5 m 
ため、

i 溝(6（世方紀墳後？半） ） 一間面、と65北世古が的、を抜紀一墳わに8色時か調後、け遺代査半っる9舗たを）装行。が道検っ路出た

された。

関連文献I
ふ I1 1 I遺跡名 I中尾山遺跡 I所在地 鈴鹿市国分町字中尾山
調査原因I不燃物処理場建設 事業主体 鈴鹿市 調査機関 鈴鹿市遺跡調査会

調査期間 112.21-3.31 調査面積 約3,000m2 担当者 新田 剛

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

掘方竪穴形立（住周中柱溝期居建墓後物31莞66士棟基以坑降 ） 
石玉弥生包土T、器石、製石鏃紡錘、車石錐、砥、石石、斧管、

累出平さ成2年度る。もひきつづき調査を行なう。

関連文献 I
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ふ I7 z I遺跡名 I梅田古墳 I所在地 鈴鹿市国府町梅田
調査原因Iモータープール建設I事業主体 諒光明 調査機関 鈴鹿市遺跡調査会

調査期間IH 1. 2.15 ,..._, 3. 4 I調査面積 2 5 0 m2 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

開発に考先直径立え約つ分IO布調査により新たに発筒前半見埴 円墳 部径 10.5m 

須剥円醤弥恵生筒片器埴土、輪、周朝溝顔墳形）埴輪、
された。 mの円で、 6 紀 主体 木棺直葬
の築造と られる。小墳古墳なが世ら円 2. 6 X 0. 65 m .1  
輪列を有する。 身各 l

石組士坑（中世？）
器石鏃片、縄文土器片、加工

関連文献1
No.1731遺跡名 I土山・乙部遺跡 I所在地 鈴鹿市御菌町
調査原因Iスポーツガーデン造；叫事業主体 三重県 調査機関 鈴鹿市遺跡調査

調査期間 jH 1. 12. 18 ,_, 2. 1. 23 I調査面積 2 5 0面 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

地確埴にのさ形土認土輪れ乙ス結部生ボ山山たとし果判遺遺遺産、、ー、跡跡埴遺明中跡ツ遺輪跡、をででガバ跡発乙はははーとI地I見埴部、流黒みデ図遺域輪旧班ンしら造に跡た成のあ位1るこ大か置か阪を確古る試墳認掘はし新調自査然た

土乙土方部山遺遺形坑跡跡焼J:坑 ( 3 mX  6 m ) 縦加輪士円長詞師小工（姐家器形剥剥輪壼片片、（ サ ヌカイ ト） 楯、（朝チ？顔ャ）形ー埴ト輪）、形象埴

石で器鍔゚はる時初。代。両墳遺遺物の散布を 、高杯、台付甕

片 土跡窯坑導は保が入確存前認を の
れさ

れる。

関連文献I
N:i. j74j遺跡名I小谷、新林、北野遺跡 I所在地 鈴鹿市高塚町小谷他
調査原因Iフラワーパーク造成l事業主体 鈴鹿市 調査機関 鈴鹿市遺跡調査会

調査期間IH 2. 3.15 ,_, 3. 31 I調査面積 1,000m2 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

フラワーパ遺、部でーレ構土クをンき造拡師チはな成確器張調かに先立行つ試掘調新雀林で、

ビット、溝、風倒木痕 土師器（高杯、小形鉢壼）

北紅小野谷0遺遺ケ所跡跡の卜 査認を った。では できなかった。
では を含むヒ° ットを出

したため確、ー して調査したが検新た
な遺構は認 った。

関連文献

N:i.1751遺跡名I岡田遺跡 I所在地 鈴鹿市岡田町字吉原
調査原因I巾立牧出幼應麿律恐 I事業主体 鈴鹿市 調査機関 鈴鹿市遺跡調査会

調査期間IH 1. 8. 21 ,..., 9. 16 I調査面積 約40 0 m2 担当者 藤原秀樹、新田剛

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

鈴鹿はに立/I弥I右生田遺岸土の低位須も段呼恵丘縁れの散辺「牧布に位が田村報置考告する
土坑、柱穴

器椀弥生、、土須灰器釉恵器皿、太塑蛤刃緑石な釉斧どrJ 、土師古く」 跡と ば 古誌゚ 、土馬茶椀、 皿ヽ、
考 器、器 され 、山な
ている。

すでに耕が地悪整く理遺物が行もわれているため、遺
構の残り 殆んど砕片となって
しヽた。

関連文献I
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ふ I7 6 I遺跡名I金附古墳 I所在地 亀山市山下町金附
調査原因Iゴルフ場造成 事業主体 株式会社タートルエ—ス 調査機関 亀山市教育委員会

調査期間jH 1. 6. 9 --7. 7 調査面積 2 5 0 m2 担当者 亀山 隆

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

碍然贔地摺形謬と思餞われ骨る且。こ位骰し、頂部に
な し な し

関連文献 「山下地区文化財調査報告書J亀山市文化財調査報告5 1990. 3 亀山市教委
ふ I1 s I遺跡名I小野城跡 I所在地 亀山市小野町殿内
調査原因I市道拡幅 事業主体 亀山市 調査機関 亀山市教育委員会

調査期間jH 1. 12. 2 -12. 20 調査面積 1,400m2 担当者 亀山 隆

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

乱應が耀小澁発の野見お城瓢認さり、れは和元た久菜製。元五年郎品'.J'玉I1IE2猜0が拿4籠)城議の三誓し雌た日平城氏眉で』の、

堀跡跡（近、土世塁）跡、掘立柱建物、炉 向付、山茶椀、羽釜、摺鉢

関連文献I亀山市文化財調査速報7 1990. 3 亀山市教育委員会
ふ I7 9 I遺跡名Iit函靡心~ ~.、 I所在地 亀山市羽若町糀屋垣内
調査原因I国道1号バイパス建設 事業主体 中部地方建設局 調査機関 亀山市教育委員会

調査期間IH2.2.l-3.31 調査面積 3,000m2 担当者 亀山 隆

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

調 査 中

関連文献1
ふ Is o I遺跡名I沢遺跡 I所在地 亀山市山下町沢
調査原因I宅地造成 事業主体 中部開発株式会社 調査機関 亀山市教育委員会

調査期間IH 1119 ,_, 7.1 調査面積 6,800m2 担当者 亀山 隆

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

支靡情炉贔門近開凪戸胃闊周冒 贋石t製讀模造品翡（臼！、嗜土）贔、直罪刀陶

古 墳 名 墳 形 規模佃 主 体 部 出土遺物 時 期 備 考

沢 1 号墳 円 18m 

須土須直石製恵師恵ク器器器模蓋壼造甕腺刀杯品

6 C前 周溝のみ

，， 

2534 号号号号 墳墳墳墳

,, 2 2 m •一• 一
,, 

,, 18m 
周周溝溝内内 22 “ ,, 1 8 m ，, 

，， 1 6 ID ，, 

関連文献I「沢遺跡I」亀山市文化財調査報告6 1990. 3 亀山市教育委員会
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ふ Is 1 I遺跡名I恰留しtんと 跡あと I所在地 津市大里窪田町大垣内
調査原因l団体営圃場整備 事業主体 南窪田土地改良区 調査機関 安養院跡発掘調査団 I 
調査期間IH 1. 7. 11 ,..., 8. 16 調査面積 1. 0 0 0面 担当者 池端清行、米山浩之

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

続豊古古墳的墳富時時にな代営代遺中期から江跡平か安戸でら時あ代る後期にかけて
掘溝上竪柵穴立柱任列居建址物 114395棟棟条条基基 須釉陰目刻恵陶茶花器器椀文、、、、土肥山緑師茶前椀釉器産磁耳、、常器灰Dll釉滑、、陶産青円磁器甕面硯、、緑天、断 まれた遺 。

の 後構期・遺か物ら 郡時代街末の存の在時期の、可能そ

性室がか考町ら良時え代好られる。
坑戸 1 7 

後期 のーを検出し、井 井 l
戸 な一括の集資料落が出土部している。

関連文献I
ふ Is z I遺跡名 I望贔品窟砿泣 l所在地 津市一身田上津部田字ヌノ坪、ルノ坪
調査原因I部面釦IJふr':'1/同 I早 置 事業主体 津市 調査機関 上津部田城址発掘調査団

調査期間IH 1. 3. 8 ,_, 4. 6 調査面積 l,000m2 担当者 萱室康光、池端清行、米山浩之

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

敷調け集蒼三てr伊落営ケの所結勢東ま」果一のれ標1国のた5 旧城跡附」に見考丘える 「御城屋 柵門掘土立列坑礎掘柱石立建柱式物式 2344l 棟棟棟条基
士師器皿

世城贔う紀10館ちの一つ低と 世陵え北紀られる。 常平椀滑焼、揺（羽鉢甕釜、、 捏古鉢銭な）、ど灰釉皿、
後跡m程半でのから16 端前判半明にあにかり
あることが したc

土塁
堀、溝など

関連文献1

ふ Is 3 I遺跡名I頃寛 5i~ で l所在地 津市渋見町字城
調査原因I学術調査 事業主体 津市教育委員会 調査機関 渋見砦発掘調査団

調査期間Iti 1. 11. lj (紺袷閃 調査面積 8,000m2 担当者 萱室康光、池端清行、米山浩之

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

か干田囲るさ信検時乙主ましさと部長永期れ出郭るも禄敗伝的、の部とし進1考南中れにえた3川攻年原に（の城主永乙のる繊部禄と年兵田も庫中信、包頭専に築修藤の城軍寺政が織 掘空方方弥（形形集生掘汀．柱土竪石時（穴建坑代井土状物戸坑溝、遺1構基土橋2） 21） 棟基
土瀬常中弥滑戸生師国器産産時美代、甕濃青皿産磁、高多控婉杯鉢数天、目茶鍋椀、、羽擢釜鉢、

対して 。し
1570) に包
て、自殺す に入 4基

はら1れ5世る紀、9 後半から16世紀代にお 条

えられ弥る生。
半では 時代の下層遺構を若

゜
関連文献I
ふ Is 4 I遺跡名Iメクサ 3号墳 l所在地 津市大字分部小字前田
調査原因I学校建設 事業主体 津市教育委員会 調査期間 津市教育委員会

調査期間IH 1. 4. 13 ,.._, 4. 27 調査面積 2 0 0面 担当者 萱室康光、池端清行、米山浩之

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

東世紀西llm、南築北造15m、高らさ15mの方墳で ば主体部゚ は木棺直葬で東西方向に
6 前半の と考えれる。

0第ら1第主体1・ 深全幅U2主長さm体、約約。約幅6.2 1 0 m 
4m 
2m 

の墓木第岐棺2主にを体長直さ 0.7 m の葬。

0 全幅長 約約約7.2 m 
2.8 m 

墓0.絋8mのの長木さ棺深5を2 さ 12m の m
幅 直葬。

関連文献l
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r.. I s s I遺跡名I筐籍給輯「事ー業 I所在地一志郡一謎U小山烏居本
調査原因Iエ湯造成 主体日本硝子繊維蛉 調査機関一志町教育委員会

調査期間 jH 2. 3. 5 ......, 3. 23 j調査面積 4 5 0 m2 担当者伊勢野久好

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

調査区は昭和63年度、近畿道建設に伴い奈良土坑時代 奈良時代

査調土と査の坑、結さこ1果れ基れ、がたに範近付確随認囲畿道のすさすでれる確小たぐ溝西認。側がされに、位たま溝置た不す2整のる形。続調のき 平溝安時代4条1基 士師器、 甕、 須恵器、 横瓶なと

関連文献I近畿自動車道埋蔵文化財発掘調査概報V 1989 
II,. I s 6 I遺跡名圃場整爵備経事撞業＼八太廃寺） I所在地 一志郡一志町八太字中野
調査原因I団体営 事業主体一志町役場環境改善課調査機関一志町教育委員会

調査期間IH 1.10. 3゚ -2.1.6 I調査面積 1,6 0 0吋 担当者山口格、伊勢野久好

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

大形掘立柱建物多数 平瓦・丸瓦（土のう袋50)

土小竪区穴形画坑溝住居. ,, 須恵器、 土師器、 陶磁器など

関連文献I吉村利男「原始・古代の一志町」「一志町史」上巻 一志町役場 1981 
ふ Is 1 I遺跡名Iヒジリ谷古墳群他 l所在地一志郡一志町小山
調査原因 Iゴルフ場造成 l事業主体 翰丸二 調査機関一志町教育委員会

調査期間 IH 1. 12. 20 ,..._, 2. 3継続I調査面積 1.6 0 0面 担当者伊勢野久好

遺 跡の概要

に の 差は約 150mを測る。 北側が方、南が円形を 則的なものであるが、岩
計
材のあ露抜画り地、出き取内沖な積にどり等地地は6形でと0 基の; 墳と 3ケ所の石切場が所墳。在形埋葬はしている この~ 石ちヒジリ 谷里た2横す6号変穴墳は、 標高 170mの山頂
盤 をけたためであ 施設は夭型の材を用い 式石室であるが、すでに
石 基的比制底 を受残すのみとなな外ろ周うから出土した遺物によれば、築造時期は 6世紀中頃のものと考
えられる。

古墳名墳 形規模(m) 主体部出土遺物時 期備 考

ヒジリ谷26号墳 円 墳 直径約20m 横穴式石室 管金甕須勾（杯玉玉環恵な器身ど（（水碧）・短玉晶頬製製壷）） ・ 6 C 中

ヒジリ谷28号墳 継続調査
薬師谷古墳群

関連文献 I
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No.Jssl遺跡名 I上野廃寺 I所在地 嬉野町下之庄上野
調査原因I大谷川河川改修 I事業主体 三重県河川課 調査機関 嬉野町教育委員会

調査期間 jH 1. 5. 1 7 ,..., 7. 1 0 I調査面積 8 0 0 m2 担当者 和気清章

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

溝2 条南

複須品土弁恵師たJ（盤器器杯と7棄書のや、）等軒土墨中か丸瓦、 重円弧面絞硯軒、平木瓦製
1 北に流れ幅1.5 mで深さ

家れ 師書れに器のはた須墨、「仁書恵器な」どと「線高が刻〇あ乃るさに散れと考隣布た接が、えする地られ帯たの。

認他られにめ掘る、立土柱

貫れきの柱の穴溝（径がり5確ト0 、こよ
実 ラス貝）など

認された。

関連文献I
l'tl.lsgl遺跡名 l中尾東遺跡 I所在地 嬉野町薬王寺中尾
調査原因I大谷川河川改修 I事業主体 三重県河川課 調査機関 嬉野町教育委員会

調査期間IH 1.10 ,.._ 11. 25 I調査面積 1,400m2 担当者 和気清章

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

中村）II右岸の洪積は遺すに台跡属る向地でもす山ののある占北でるナ辺。あ噴イ縁る群フ辺。型地分•原石布に調器立田
今平群柱回がので1行条南穴のがで1確北群調条確はす査認認にはなとる流建にそささく形物おれれれれ、で柵いにたてると東平溝。列ていし西行等がはてるこに、す。れまと2発流条考にること掘

山茶椀、伊勢型鍋、土師器皿、

地山す古墳る群。等このが旧所丘石在陵

溝柱区るうら溝形穴がのに 小伴れまれと

査部中が確近が心にH認調畿よとl査年自さしり動度、れたさI 器
ている遺t 。
車道に う調査でこ奈のれ良遺て跡時代の一
おこのときは を
であると確認さ いる。 るも え

1年度品には北道路部隣接におい部て分調査を行なっ られるものであろ模う。
た調査区と に する である。

これら4溝の0溝cmは程、の規度幅 は幅25 rn でさは である東西
に深流れる の広い。もので
幅2.5 IDで深さ 1.4 ID である。
この断面形は2段の掘形となる。

関連文献Ir近畿自動車道発掘調査概報JW
No.j9oj遺跡名 I中尾東遺跡 I所在地 嬉野町薬王寺中尾
調査原因 I 県逼丹生寺如~~ 早 l事業主体 三重県道路建設課 調査機関 嬉野町教育委員会

調査期間IH 1. 7. 1 7 ,_, 9. 2 9 I調査面積 l,350m2 担当者 和気清章

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

地査部時が山い羅近代中す古がにる村川右岸の丘の器洪陵在積す遺は伴遺にり台跡跡、る属向う地調ででこもす山査のののあある古北ででるるとナ辺。あ墳こきとイ確縁のはる群フ遺奈認辺。型分良地跡•さ原布平のに石れ調一安立田器て
鳥山鏡茶椀）、伊勢型鍋、鏡（山吹双

墳る。群等こが所石

認調畿よを査中自さり動、れ心さ旧
ている
車道に
れてお
とした

゜ のである。

さ貪いとら唇悶占各~;~蔭扉料
が各相 l基ず けられるような
様を示す である。

関連文献l「近畿自動車道発掘調査概報JIV 
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ふ 191品I遺跡名I清水谷・天花寺城他 I所在地 嬉野町天花寺清水谷他
調査原因 小山•宮古線新設工事 l 事業主体 嬉野町土木課 調査機関 嬉野町教育委員会

調査期間 H 1. 1125 ,...., 12. 20 I調査面積 40,000 m2 担当者 和気清章

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

遺跡群を東西に分 翫清小水谷谷古墳）須群恵）器須、恵土器師、器弥皿生式J::
墳゚の群平坦地に立地す
が所在するこ 寺城遺跡）弥生須式恵土器
ある。 小埴輪谷A ) 器、 土師器、
丘陵の丘陵部れに所る
甚から構成さ る

陵の東の丘

小遺谷跡A遺跡 天花寺丘陵の西端に所存す
る である。

関連文献

ふ I 9 4 I遺跡名I新田遺跡 I所在地 嬉野町中川新田
調査原因 新田地区土地改良 I事業主体 嬉野町産業課 調査機関 嬉野町教育委員会

調査期間 H 110. 5 - 10. 14 l調査面積 25,000 m2 担当者 和気清章

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

然J:する堤中。部る村土中防のIl村l右岸の低村地Ill水部。に表田によ所地面っ在帯J:て形すにとる遺跡であ
一部の試掘坑に焼伴石が認め遺ら 土師器片

川と た自

れた確ががかたとう認存遺、に自も然在物骨なそさ堤片のれのしう石に う形での

にはさ中まれる 成は自然中さ堤世れ防の 物は かった。

調師区を査器域行片でなをあった に属
地ま 防な上には、かつて

している 墓 てお h、それにと
開調発雀 が個散々 2布0m間隔に。試掘坑を設定

もな 遺が出物上出土がは存考しえられたし った。 がず、 在せず、
わ 骨 たのみで
ある。

関連文献 「三重県文化財年報 16」昭和60年度

ふ I 9 s I遺跡名I笙平松益跡 l所在地 松阪市御麻生園町王子広
調査原因 工場建設 I事業主体 三重金属工業蛉 調査機関 松阪市教育委員会

調査期間 H 1. 4. 2 ,..., 7. 2 O I調査面積 3,000rrf 担当者 榎本義譲

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

竪穴住居 l棟

縄文土器～整部ん出、理土打巾ど箱期製はし6後及石て0箱期斧びい分前後葉期掘立柱建物 l間～～縄縄X文文4後後間期期初前頭葉
そのほと 初の頭も
ので、一
のも る

落し穴 6基 石器斧、～石石の鏃錘も、ス製ク石レー、パ白ー製、石石

野外炉 ～～縄縄文文中中期期前前半半 皿

関連文献 奥義次「王子広遺跡」「松阪市史 第 2巻考古」松阪市 1978
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ふ I9 9 I遺跡名I松阪城跡 I所在地 松阪市殿町
調査原因I学術調査 事業主体 松阪市 調査機関 松阪市

調査期間IH 1. 8. 1 ,_, 12. 20 調査面積 9 3 0 m2 担当者 榎本義譲、西田尚史

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

溺建よ松設手り阪城。在は、た本平本、も蒲山丸生城、氏繹によ北り、 大四丸い手石五、百森南が丸等築にを
O瓦・文っ「様天た軒部正分七平年瓦に」漆地の年号が入され である。を

とし 二の丸、三の • に金が施

かれ、な現る 丸威厳、二をのと丸どめにはて高いる。 垣泊

00 金釘備銅前•焼製そさ及等六れのぷ他菓瓦のた士金平陶具磁の瓦器うl袋釘片隠500）余IC
0 など

関連文献I00松松阪阪城市跡史発第掘6調巻査史概科報篇文(化19財90. 3) 0松阪殿町～伝統的建造物群保存計画策定調査報告書
Ni I 101 I遺跡名I芦沿？古墳群 I所在地 明和町大字池村字戸峯
調査原因I山土採取 事業主体 国庫補助事業 調査機関 明和町斎宮跡保存対策室

調査期間IH 1. 7.11 ,_, 2. 3. 30 調査面積 3,000m2 担当者 中野敦夫

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

丘調り査調陵、査北東対地OO池象村地中は央集、域県落部に道のはに

（（ 土溝弥溝飛竪竪土生穴穴器烏坑焼時住～住l代居奈居成22 良坑） 6 l ） 石須士弥土腺鏃生師恵馬、土器器、裔杯器石（（杯杯製）（ 扇紡、、杯壼甕錘、、車） 甕甕、） カマド、

認されていたが、

基域のを新測たに確査度認とし2 
11 

った。本量年調 は3

土調器査焼を成お坑こ等なった

全面調査することにした。

古 墳 名 墳 形 規模 (ID) 主 体 部 出土遺物 時 期 備 考

戸峯 3号墳 円 墳 1 8 X 1 8 木棺直葬 l 杯管身玉（・杯須蓋恵器•甕、 6 C 前 中央に盗掘抗

4号墳 ,, 1 9 X 1 9 ,, 2 土管恵器玉師器、（鉄身、蓋託刀杯、） 須、 6 C 後 ，， 

6号墳 ,, 1 4 X 1 8 

7号墳 ,, 7X 7 ’’ "' 墳丘削平

8号墳 方 墳 1 5 X 1 4 ’’ 墳丘削平

関連文献I
~1102 I 遺跡名 l 督磁屈苔〗『臨 I所在地 明和町大字坂本字東垣外
調査原因I町立総合体育館建設 事業主体 明和町教育委員会 調査機関 明和町斎宮跡保存対策室

調査期間 IH 1.9.1-1.9.4 調査面積 1 8 0 m2 担当者 中野敦夫

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

6本分る62基年年当を「坂度度撤の古本墳痕去は（跡群百試工し八掘事はたと塚昔区あ2）域墓、よとI昭の内調にり査和t含に地6坑あま元し3c'at墓年れたっ度が。たる検仮のfut.も発設の出掘事でさられ務調れ、て所査昭たい和。部で

東円垣墳外 28号墳

ほとん％どのがみ削周平溝、攪を検乱出を受し規け
ており、
模等は不明。

関連文献I,-上御糸考古誌考」 「明和町遺跡地図」
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ふ I103 I遺跡名l外山遺跡 I所在地 明和町蓑村字外山
調査原因I駐車場造成 I事業主体 万代興産諒 調査機関 明和町斎宮跡保存対策室

調査期間IH 2. 2. 27 - 2. 28 I調査面積 6 0 m2 担当者 中野敦夫

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

士録査に馬伴今昭をさ和等れい回お6調、たをこ2年表査事なも業度採のっさ地分れでたし布。、、たに本場調平5査安年所m度時でにX代県隣、2営接須のm遺す恵圃の器跡場るト整、。とレ土備ンし事師てチ器登業調
柱溝士穴坑2 

土師器、杯、甕

関連文献I
ふ I104 I遺跡名I東垣外B遺跡 I所在地 明和町大字坂本字東垣外
調査原因I地D改 - I早 I事業主体 明和町 調査機関 明和町斎宮跡保存対策室

調査期間 jH 1. 7. 4 ,..,,, 7. 10 I調査面積 1 2 0 m~ 担当者 中野敦夫

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

今古回調出墳事査業時の地結代果以に降、6北ケと考所端のでえ試奈ら掘良れ時て坑代いを設のる定遣住居跡し跡でた。、を
土竪穴坑住居 2 l 土師器、杯、甕

溝 1 
検した。

関連文献I
ふ I105 I遺跡名ド悶閉計5遺跡 I所在地 伊勢市宇治今在家町深土
調査原因I敷地造成事業 I事業主体 條手芥乙鍔：ョナル 調査機関 伊勢市教育委員会
調査期間IH 1. 6. 20 ......, 6. 21 I調査面積 4 0面 担当者 岩中淳之

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

柱穴（中世以降）

• 押後石島山鏃塑期茶～椀文縄高．土文剥、山近器寺土片併器世（ ポジテ ィブ ・黄行期）

・ 陶磁器

関連文献I岡田登「五十鈴川上流域の遺跡と遺物」「皇学館大学紀要」第25輯S62.1 
ふ I106 I遺跡名I縫叩吋遺跡 I所在地 伊勢市東大淀町字東山
調査原因 I砂利採集 I事業主体 小俣産業節 調査機関 伊勢市教育委員会

調査期間 jH 1.12.12 l調査面積 1 5 0面 担当者 岩中淳之

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

先土遺標物→だ託黄はち試灰未3掘砂検m前質謁出後査土。の一を砂実青堆施灰砂。に立質調地土査。地と砂のな利層り採序遺集構は表に・
な し な し

関連文献 I
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← の -

前面に沖積地を控える標高20m前後の舌
状に伸びる丘陵端部に立地。分布調査で弥
生・古墳•平安～鎌倉時代の土器が表採さ
れ試掘調査を実施。
ほぽ全体に昭和3年離宮敷地造成や高射
砲陳地整理のため、遺構は破壊されたもの
と推定され、遺物も少片ですべて整地土か
ら出土したものであった。
なお、代替地造成は予定どおり行なわれ
ることとなっている。

関連文献

戸
調査原因
一••ー・,__  ,,_  

調査期間 jH 2. 7. 26 ,__ 10. 13 
遺跡の概

調査面積

要

縄文時代から鎌倉時代に至る複合遺跡で
あり、昨年度調査で縄文時代晩期の貯蔵穴
群、奈良時代の掘立柱建物・溝等が検出さ
れ、円面硯・墨書土器等が出土した。
今回の調査では、旧河道の河底で貯蔵穴
1基が検出され、底部でトチの実が多量に
出土した。掘立柱建物には、桁行5間（約

伊勢市中村町字樋子

対策室 I調査機関l伊勢市教育委員会
担当者I岩中淳之

な遺構

なし

主な遺物

弥生土器片（後期）

上野市

須恵器（腺、甕片など）
山茶椀、伊勢型鍋

所在地 l上野市部字森脇
調査機関 1上野市遺跡調査会

l,500m2 担当者前川依久雄、豊岡 勇

主な遺構 主な遺物

・旧河道：縄文時代～古墳時代 ・弥生時代壼
•土坑：縄文時代の貯蔵穴 1 基 •古墳時代須恵器（杯蓋）土
古墳時代後期の土坑 1 師器（壼）、勾玉
基他 •奈良時代須恵器（杯身・杯

．掘立柱建物 3棟 蓋）土師器
柱列 1条 •平安時代黒色土器（椀·皿）
平安時代～鎌倉時代 ・緑釉土器

11m)X梁行4間（約10m)の総柱建物と 1 ・溝
考えられるものもある。また建物周囲の溝

6条 I . 鎌倉時代瓦器

は雨落ち溝であろう。
遺物は黒色土器の出土が多く、奈良時代
の須恵器墨書土器 (3点）や緑釉陶器片の
出土も注目される。

関連文献． 
No. 所在地 l上野市佐那具町字喜春

五洋紙工諒 調査機関上野市遺跡調査会

調査期間 H1. 10. 23 ,.._, 10. 31 調査面積 44 9吋 担当者前川依久雄、豊岡勇

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

御墓山古墳の西、丘陵端部に西面して営 断ち割り部分の土塁は上面幅摺鉢片、甕片、瓦器片、士師器
まれた城館で、東西約70m、南北約80mの 約45m、下面幅約10m、比高37 片など
範囲に幅約6mの堀を四方にめぐらし、更 mの台形状を呈し、盛土は東か
に内側に口の字型に土塁を囲続させるもの ら西の郭内に向かい急な勾配を
と想定される。土星は北側（最大長40m) もって堆積している。地山土が
と東側（最大長47m)が残存し、 L字状を その盛土中に見られるため、堀
呈する。今回は東側土塁の断ち割り調査を を掘削した土を盛ったと推察さ
実施した。 れる。

関連文献 山本雅靖「喜春遺跡群発掘調査報告」 1982年 上野市教育委員会・上野市遺跡調査会他
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ふ Iu1 I遺跡名 I藷ま紐遺跡 I所在地 上野市猪田横枕

調査原因 I工場造成 I事業主体 清和工業諒 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間 IH 1.1115 ,..., 12.13 I調査面積 500rn2 担当者 前川依久雄、豊岡 勇

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

発査跡m木見弥のでと溝生津考方の形Il遺、時えl跡代のピをら支里ッかれで流トあるしら等奈、。、るが砂良。排な検川時平水お出代成溝の竪さ穴右元にれを年岸本か住有調居すにけ7位査月てはる質。のにの1至す試複辺掘合約るっ新調遺た4 

溝溝柱竪穴列4l条条住居弥1生墓時代飛烏時代 弥須木製生恵器t品器、（杯木、壼槌身、、）土杯、蓋師青磁器、、椀、 皿

1条J飛烏～奈良時代
土坑、ヒ勺ト

関連文献I
,.,. I 112 I遺跡名 11日磁伝伍跡T（国指定史跡外） I所在地 上野市丸之内78番地の 6

調査原因l遺跡整備 事業主体上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間 IH 2.116,..., 3.14 I調査面積 3 8 0 m2 担当者 豊岡 勇、前川依久雄

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

〈旧崇広大。の間をm(堂検和東台隔幅19所長の出西で07. cm遺部屋し583 構分ケmmたと)所兵間。のの〉学根根逆隔寮石石でL群字を5 

•江戸時言代

・母［
0土瓦師、 器器、樋受け、八双金l ケ所

．悶 具など

しlた 検が南出

北!4 型にした。
〈 崇出〉広堂以前の武家屋敷の遺

18 m突は大出した部屋が部多あ3屋数つり備検、だそこに 礎きなカメを
えていた。 石はこの
けであったが、根石を
出した。

関連文献 I

ふ 1113 I遺跡名l上野新都市開発整備事業地内遺跡群I所在地 上野市下友生・中友生・依那具地内
調査原因 I上野新都市整備事業 I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間 IHL:i.1- l調査面積 10,249 m2 担当者曲器嬰目言安貝会・上野巾填酬

遺 跡 の 概 要

占識向19上をさく89野れよも年新つなり3何都いこ月地市とら以開がか点来発判のも、整土有明発地備掘しり利事つ、調用業つ調査地の査あを実後内ある施遺。にっ跡群は、 が窺命上は`名野、わ分従すれ市来街布るる地古調ここの南と東に位把と握置もする低平な丘遺発査こ掘地陵跡の対点部の調多象査のに所地く在がす古墳いてびる概遺ず遺と跡跡要れな群である。
してきた 墳して されてきた が らない傾も

このこと 査の条件 関遺わ名るが、調は発査こ掘地の 域 にして
たことが ととなった。 跡称各 査の位によっ として認
一括して とを検討している。 置及 は次のと

りである。

関連文献

ふ l I 遺跡名 I~4 3地点 I所在地 上野市下友生奥小波田

調査原因l上野新都市整備事業 I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間 IH 13. l ,.._, 3. 31 l調査面積 4 0 0 m2 担当者 境 宏

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

置標し高160北。mに前調半北査後でに続区はを測の約く2南。る0半an幅広はの表包の尾根下上即地残に位山る
な し 弥生式土器・寛永通宝

ている 土
となるが、 含層が
包含層は更

関連文献I
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第13図 上野新都市開発整備事業区域内発掘調査地点位置図
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ふ I l遺跡名 Iふ 69地点 I所在地 上野市中友生西場谷

調査原因I上野新都市整備事業 I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間 IH 1.10,..., 1.11 l調査面積 3 0 0 m2 担当者 野原宏司

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

分のの規贔布模調ま査につよ自然古る墳堆と直積が径想に定約よ!るさOmれ自然、た地高が形、さ約墳1丘2 
な し な し

状m をりはも であ

った。

関連文献I
ふ l l遺跡名 Iふ 70地点 I所在地 上野市中友生西場谷

調査原因I上野新都市整備事業 I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間 IHl.10.16-11.6 I調査面積 1 8 8 m2 担当者 田中秀和

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

れつびずれ当る小初、て尾古、ま根墳主た体遺とと推部物判定断、の周出ささ涅れ上れ等てたもい外。なた部くが施主調尾設査根力も漣確かむ認らにのさ

な し な し

関連文献I
ふ I I遺跡名 INo.11地点 l所在地 上野市中友生西場谷
調査原因 IJ: 野新都市整備事業l事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間 jH2.1-2.2 I調査面積 2 7 0面 担当者 野原宏司

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

分の、は墳埋考布丘葬調え査規主ら模体れに及なよをる と直古澄径墳も確約と認し7m想れ、定す高さ約0.8
な し 石製品（砥石）

m もつ て された

がと かぴ周った。 さ 、古墳

関連文献l
No. I I遺跡名 lふ 76地点 l所在地 上野市中友生西場谷
調査原因 I上野新都市整備事業 I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間 jH 1. 10. 16 --11. 2 7 I調査面積 1 2 0 m2 担当者 田中秀和

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

当初古墳と推主主定体尾部根さがれ、突周ていたのがた外箇、所部調施査と設判が断進も
な し な し

確むにつれて、 涅き等出
認されず、
された。

関連文献l
ふ I I遺跡名 lふ 77地点 I所在地 上野市中友生西場谷

調査原因 I上野新都市整備事業 I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調負期間 jH 1.10.16 ,_, 認.1 I調査面積 3 7 1面 担当者 田中秀和

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

墓層出摺土か鉢しら状はたの瓦器谷さに、ら包土含師層器土が片坑、二銅、は枚木製サ確棺品ヌ認カイされト士埋片師、駄上士がllll 
ぜット、土拡墓 l基 サヌカイ ト片師器、男片根状銅製自然品石片、

瓦器片、土 、

と考思男にし根包わたえ状含れ。られる石流にも入が、ので 片鎌直時葬期倉、± 時のは片、 然 出土した。
上前層と 層る自が。 しており、 時代以

関連文献l
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叫 l遺跡名 jNo.78地点 I所在地 上野市中友生西場谷
調査原因IJ:: 野新都市整備事業 I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間jH2.l-2.2 I調査面積 5 0 0 m2 担当者 野原宏司

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

埋墳mの葬の分墳形主布田体状調魏及査を該呈びに周すよも涅るつる等占自と然墳は直検地径と形出約してさとS想考れm定ずえ、、託さられ疑れさた似約るが古。0.、6 

な し な し

関連文献I
Ni I I遺跡名 INo.8O-B地点 I所在地 上野市下友生奥小波田
調査原因 I上野新都市整備事業 I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間IH 1. 11. 1 ,.,_, 2. 2. 22 I調査面積 6 0 0面 担当者 山本雅靖

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

溝る標。な高主ど要が16部残0がmる前削。後平遺古跡墳をさ測れ時で代あるる丘等かる陵にら奈山よ腹良り遺時に位存代買せにすずか 溝方形2土坑、柱穴群
古奈良墳時時代代土土師師器器・・須須恵恵器器

けて形成された る。

関連文献I
No. I l遺跡名 !No.s2地点 I所在地 上野市中友生樋之谷

調査原因 I上野新都市整備事業 I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間 IH 1. 12. 8 ,_, 2. 3. 3 I調査面積 1,350m2 担当者 田中秀和

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

用石期かピト土緩器さらッ1斜土器片れつト片面師、をたで器検上黒が、と色焼思片出に出包土土、土わし坑石器れ含たし層鏃。片たはる縄が。平。、、 地文安三中下枚層層中時山代確面期かか認上の前らら土縄遺期でさ焼以師文構れ土前器時、は坑片代l..にビ屑使、中、ッl 

焼土坑、ピット 土キ器セ片ル、、 土黒色師器土片器片、石鏃、 縄文

関連文献I
ふ l l遺跡名 jt-≪i.90地点 l所在地 上野市佐那具羽根川
調査原因 I上野新都市整備事業 I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間 IH 1. 11 ,...., 1. 12 I調査面積 5 0 0面 担当者 野原宏司

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

溝旧状山道遺構部2条（時期不明）
土師器片、須恵器甕片

関連文献 l
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No. I I遺跡名 Iふ 91地点 I所在地 上野市佐那具片原山
調査原因I上野新都市整備事業 I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間IH 1. 7. 1 0 ,..._, 1. 19 l調査面積 8 9 0而 担当者 田中秀和

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

平不ピ摺安明ッ鉢時。ト状代、士の～坑谷鎌倉斜、溝時面等代に包がで含検層出の堆積が性見時期格られ
土坑 3基、溝2条、ヒ°ット 土師器皿

された。 は
ある。遺跡の は

関連文献I
ふ I I遺跡名 INo.93地点 I所在地 上野市佐那具片原山

調査原因IJ: 野新都市整備事業l事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間IHl.8--19 I調査面積 l,000m2 担当者 野原宏司

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

埋焼土破南m土分葬へ師襲の続器布主跡墳に丘体伴調が片く尾査規及検がい模根確にび出墳認丘周斜よをさ面外涅れるさも等かへつれたと直古。流はたら径検裾墳が出2 約が出!想さO定れm 、高さ約2 

焼土跡（時期不明） 須恵器甕片、土師器片
されたが、
なかった。

mX  4 主mのは体須のと範考恵部器等囲えで部か墳ら 片
、古の
したも ら

れる。

関連文献I
ふ I I遺跡名 Iふ 93地点 I所在地 上野市佐那具片原山

調査原因I上野新都市整備事業I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間IH 1. 3. 1 ,...., 3. 31 I調査面積 5 0 0面 担当者 山本雅靖

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

す期標にる形贔。成古19墳さ0時れm代前た後以遺降跡を測奈と良考る丘時え代陵ら尾れに根かる上。けにて位短置時 柱遺階段穴構状、横遺穴構状、焼遺土構、 ブロック状、
須恵器甕破片、土師器甕・椀

、落とし穴

関連文献l
ふ I l遺跡名 Iふ 95地点 I所在地 上野市佐那具片原山

調査原因I上野新都市整備事業I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間IH 1. 8. 21 ,_, 1. 10. 3 0 I調査面積 3 6 0而 担当者 野中 仁

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

1 mX  0. 5 m程度ヒ°の土坑4 2 X 3cm程度の土師器片5点の
径30cm~50mのット 6 み

関連文献l
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叫 I 遺跡名 I~9 9地点 I所在地 上野市佐那具片原山

調査原因I上野新都市整備事業I事業主体 上野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間IHl.7-1.8 I調査面積 5 0 0 m2 担当者 野原宏司
今・..

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

分布体調墳をり丘及想査の結定規にび模周果すよ涅れ、なる等遺明ばも物、つはら包古検か直径含墳出な約層遺とさ8 m、底さ約

な し 土師器甕片
2mの 考えられたが

埋集立葬落ち割等主 れなかった。
構を検は発出したが
見され

なかった。

関連文献I
叫 I遺跡名 I片原山古墳群No.9 2地点 I所在地 上野市佐那具片原山

調査原因 I上野新都市整備事業I事業主体 上野市 調査機関 l::野市遺跡調査会

調査期間 IH 1. 7. 11 ,..._, 9. 13 I調査面積 6 0 0 m2 担当者 山本雅靖

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

円墳 直径 12m 
土t体坑（部中用不世水以明施降設周）涅 加鉄器工片亜炭・瓦器片

関連文献 I
叫 I遺跡名I奥小波田古墳群 I所在地 上野市下友生奥小波田
調査原因 I上野新都市整備事業 I事業主体 1:野市 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間I廿l:d: l ::: 2.½. 枯 I調査面積 1.800m2 担当者 山本雅靖

遺 跡 の 概 要

占 墳 名 墳 形 規模(ID) 主 体 部 出土遺物 時 期 備 考

~7 9地点 楕円形 長短径径1l8m 木周棺直葬浬

認盛品（土杯t内・短―頸贔縄霜壼文土） 
6世紀中槃

主破中体攘央主部か体は？複部数は既でlm 

No.79-B地点 円墳？ 直径10m 木周棺直葬湮 主墳（体丘杯部裾）一士須師恵器器
6世紀中葉

ふ 80 -A地点 円墳 直径20m
横周土穴式石澄坑室？

6世紀後半
横路よ穴取り式付既滋石け翡室工舅事は道に

土師器（高杯）

関連文献I
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J¥h 114 遺跡名芍T,塩：跡
調査原因名張川改修事業 事業主体

調査期間 Hlll23-2.130 調査面積

遺跡の概要

調査地は、名張川と青蓮寺川とが合流す
る地点の左岸に位置し、昭和30年代に築か
れたコンクリート堤防によって川と隔てら
れている。現河道水面の標高は約196.5 m 
調査地の標高は約200mで、 3.5mの比高
がある。地目は宅地と水田であった。
調査の結果、現河道に向かって落ち込む
時代毎の良好な遺物包含層を確認できた。
最下層の粗砂層からは、古墳時代前期 (5
世紀）の土器と古墳時代後期 (6世紀初頭
の土器が出土した。砂層上層の暗茶色土か
らは、飛鳥•奈良時代 (7 世紀後半-8 世
紀）の土器が出土した。その上層には、所
によって lm程にもなる細砂の堆積がみら
れ、鎌倉時代(12世紀末-13世紀）の土器
が多量に出土した。

関連文献

No. 115 遺跡名 3 

調査原因史跡整備 事業主体

調査期間 H 1. 8. 21 ,_, 1. 10. 7 調査面積

遺跡の概要

天正13年(1585)筒井定次が伊賀国守に
成ったとき、家臣松倉右近勝重が8000石
を領して初めて此に城を築く。慶長13年
(1608)藤堂高虎が伊予から伊勢伊賀に封
ぜられたとき、家臣梅原勝右衛門武政がこ
の城を守っている。のち、高虎の養子藤堂
高吉が、寛永13年(1636)伊予今治より国
替えでこの古城に館を造営する。宝永 7年
(1710) 4月14日に起こった名張の大火に
より屋敷は焼失する。焼失後直ちに再建が
始まり、現存する幕末期作成と考えられて
いる屋敷図は、大名屋敷の規模を伝えてい
る。明治初年に大部分の建物が取り壊され
たが、奥向き住居のみ残り、数少ない上級
武家屋敷を知る資料として県指定史跡とな
っている。現在、老朽化により保存修理が
行われている。

所在地 名張市夏見字下出地先

建設’ 調査機関 名張市遺跡調査会

1, 9 0 0而 担当者門田了三

主な遺構 主な遺物

奈良時代竪穴住居 l棟 古墳時代前期
カマドが良好に遺存している 高杯、壼
鎌倉時代掘立柱建物 l棟 古墳時代後期
その他士坑多数 腺、埴輪片

飛鳥•奈良時代
土馬や土器
鎌倉時代
瓦器の皿や椀
土師器の羽釜や鍋
中国•南宋製
青磁貼付双魚文鉢
白磁破片

所在地 名張市丸之内54番地

名張市 調査機関名張市遺跡調査会

6 4 5面 担当者門田了三

主な遺構 主な遺物

地表下約40-50cmの深さに赤 焼土中より伊万里系、唐津系
褐色の焼けた壁土などの焼土層が 京焼き風、信楽系の陶磁器およ
あり、焼土層の下には褐色に焼 ぴ素焼の灯明皿が出土し、一部
けた焼土面および建物礎石や束 の遺物には火災痕跡がみられる
石、はざま石など、宝永7年4 また、建物礎石には釦が溶けて
月に焼失した建物の基礎や当時接している。瓦は、整地土には
の地面がそのまま良好な形で検 多量に含まれるが、焼土中から
出できた。 は殆ど出土しなかった。
検出した遺構を列挙すると、
①幅5.2m、長さ 6m以上 (15
畳以上）の礎石建物〔幅2間（
1間約2m)と長さ 2間以上〕
で、半間の縁が付いている。
Rこの建物の西に接して幅 l間
弱(1.65 m)の廊下がある。
③中央部、廊下に平行する石列
④下層から検出した、幅lm間
隔で礎石（束石も含む）を配す
る建物〔 2間(1間2m以上）
X5間以上〕

関連文献I福井健二「三重の近世城郭」三重県教育委員会1984
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ふ

調査期間IH 1. 5. 29 ,..._, 6.13 I調査面積

所在地 1阿山郡阿州町槙山字門出

阿山町水道課 調査機関阿山町遺跡調査会

662.sm2 I担当者 雄―
センクー

遺跡の概要 主な遺構

溝 l条

主な遺物

槙山字門出の集落裏山の低丘陵には連続
して築かれる中世城郭の遺構が残る。杉田
氏城跡は、その北西端に位置し、丘陵端を
段状に切り込み、削平した主要な 2つの大
きな曲輪と小曲輪からなる。
主曲輪には土塁が巡り、土塁の南東部す
みには、掘切が残る。調査範囲が北端
の小曲輪を中心とした僅かな部分であった
ため、右記の遺構検出にとどまった。
出土遺物としては、 15世紀後半から16世
紀前半が考えられる播鉢を中心に大窯に 1
期が考えられる天目茶椀や青磁の破片、宋
銭などが出土している。

階段状の道
土坑 l 

播鉢（伊賀・信楽窯）
土師器皿、小形天目茶椀
青磁（椀、香炉） 小型の硯
鉄製品（小柄•鉄鏃、その他）
古銭（宋銭・寛永通宝）

関連文献 「古城雑記」調査日誌第 131号、 132号（伊賀中世城館調査会発行）

ふ 118 遺跡名 霊地区遺跡 所在地阿山郡伊賀町大字下柘植字道山

調査原因霊山地区遺跡発掘調査事業主体国庫補助事業 調査機関伊賀町教育委員会

調査期間 H1. 7. 2 0 ,_, 8. 12 調査面積 14 0吋 担当者森川桜男

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

霊峰、霊山は伊賀町の南部に位置し、古 五輪塔の地輪を数多く転用し 襦鉢片、壷片、瓶壷片、仏具
くから霊山（りょうぜん）と地元から呼ば た中世から近世初めにわたる寺 陶器片、寛永通宝、カワラケ片
れ、町内外の山岳信仰の山として拝山され 院跡である。地輪の転用は、本 天目茶椀片、清水焼片、木片、
ていた。 堂、庫裡外廊の基礎石、須禰壇 炭、墓石、日本製陶器片、瓦片
昭和60年霊山山頂（標高765.8 m)に関 への使用に留まらず、南側土塁 瓦器片、鉄片
わる文化財遺跡の概要を踏査することにな の基礎石や暗渠排水にまで転用
り、結果、山頂奥之院、約iom下方中腹の されている。
十数ケ所の整地画を有する寺院跡、数千墓 又、西側土塁は大きな石を幾
の墓石があったと推定される中世墳墓が確 重にも積んでおり、工事の大き
認された。 さを知ることができる。
又、昭和27年7月奥之院周辺から 3基の
経塚が発見されている。
昭和63年度の発掘調査は寺院跡の中心的
位醤の整地部を実施した。土星で囲まれた
この整地面からは、平安末期鎌倉時代～安
土桃山時代にかけて 2回の大きな整地が行
なわれ、土塁の完成により、終わりを迎え
たことがうかがえた。

岡村健三「伊賀町地誌要領」 1963 伊賀町教育委員会
関連文献 I 「郷土誌」 伊賀町史編墓室

「霊山山頂跡予察調査報告書」 1986 伊賀町教育委員会
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圃 埋蔵文化財保護体制の強化

1 三重県埋蔵文化財担当者会議

県及び市町村の教育委員会に配置されている埋蔵文化財担当者に対する研修会を 3ケ月毎に開催地を

順次交替し、開催した。

この研修会は、市町村教育委員会の担当者全員と県埋蔵文化財センター・斎宮歴史博物館調査課•学

芸課の職員が参加し、埋蔵文化財における行政上の諸問題、調査方法等や県及び市町村で実施される調

査について情報交換や討議を行い、埋蔵文化財の研究を推進し、調査の充実を図るために実施した。主

な研修内容は、埋蔵文化財保護実務にかかる行政J::の諸問題の討議、研究発表（事例研究）、講演会、

調査の方法、結果の検討、遺跡見学等である。

なお、この会議は昨年度まで行われていたものを、さらに埋蔵文化財調査研修に重点をおき開催した

ものである。

開 催 日 開催場所 内 容 見学先など

第 1回 1・4・28 斎宮歴史博物館
゜
今年度事業計画ほか

第 2回 1・7・27 津市役所
゜事例研革究製「楯畿内楯中形埴輪の検討J 

関中勢係道遺路跡
ー のを心として一

上野市遺跡調査会 田中秀和氏 西出遺跡

゜
発掘調査遺跡発表

上椎ノ木古墳、伊勢寺遺跡

第 3回 1・10・27 明和町公民館
゜
講演会「古墳時代の須恵器」

大谷女子大学助教授 中村 浩氏

第 4回 2・2・6 
松本居宣長阪記念市館 ゜講演会「斎宮をめぐる伊勢伊の計国画府周古道及び

松阪城跡
賀 辺の古道」

京都大学教授足利健亮氏

゜
発掘調査遺跡発表

松阪城跡、蚊山遺跡、森脇遺跡、国町遺跡

2 埋蔵文化財発掘技術者研修

埋蔵文化財発掘調査に関する専門的知識と技術の向上を目的とした研修事業は、昭和 42年度以来

学校教員を対象として夏期に県外の研究機関へ派遣して実施してきた。しかし夏期休業中の短期研修で

は不十分であるため、昭和 54年度からは研修事業を拡大し、県外 1,_, 2か月、県内 11 -1 0か月の

1カ年研修に改め実施してきた。昭和 54年度から平成元年度までに 46名が研修を終了した。

平成元年度研修員

渡辺尚登

＿枝義久

志

也

裕

俊

成

哲

昌
田

岡

木

東

福

山

荒

県立桑名西高等学校教諭

，，四日市西高等学校教諭

海山町立三船中学校教諭

松阪市立鎌田中学校教諭

上野市立長田小学校教諭

楠町立楠小学校教諭
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〔平成元年度研修内容〕

-
月 県 内 研 修 県外研修

4 O 研修ガイダンス 0 室内講義 Io遺物実測実習 0分布調査実習

5 0 発掘調査実習（西出遺跡・伊勢寺遺跡・敷田遺跡ほか）

6 
゜
,, （ ,, ，, ・家野遺跡ほか）

7 
゜
,, （ ，， ，, I/ ） 平飛城鳥宮•跡藤原発掘宮跡調発査掘部調査部

8 
゜ " 

（下川遺跡・外山遺跡・家野遺跡ほか） ,, 

， 
゜

，' （ ,, ・森脇遺跡•本郷遺跡ほか） ,, 

1 0 
゜
,, （ ，, ，, • 伊賀国府推定地遺跡ほか） ，， 

1 1 
゜

I/ （ ，， ,, ,, ） ，， 

1 2 
゜

，' （ ，， ,, ，, ） 

1 
゜
,, （西沖南遺跡• 森脇遺跡ほか）

2 0 報告書作成実習

3 
゜ " 

0 室内講義I

〔研修ガイダンス及び室内講義 I〕

月 日 内 容 担 当 者 場 所

4・10 • 国道 1号パイパス事業にかかる遺跡調査概要 調査 2課駒第 2係田長利 治 亀山整理所

4・17 ・埋蔵文化財法と保護の理論 調査 l課長伊
藤克幸

埋文センター

• 発掘調査の計画と実務 調査 l課第 2係中長
田 喜久雄

,, 

・遺物実測の理論と方法 主 事

“ 倉田直純

4・18 • 三重県の主要遺跡と遺物 管理指導課吉長
水康夫

，, 

4・19 ・近畿自動車道路事業にかかる遺跡調査の概要 主 査
玉城整理所

新田 洋

• 中勢道路事業にかかる遺跡調査の概要 調査 2課第浅 3係生長悦 生 中勢整理所

4・20 ・遺物実測研修 主 事
埋文センター

倉田直純

4・21 • 斎宮跡概説 斎宮調歴課史博物事館
査主 田阪仁

斎博宮物歴館史

・測量機器と写真機材と取り扱い方実務 ,, ,, 
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〔室内講義I〕

月・日 内 容 担 当 者 場 所

• 三重県の水田遺構 主事
増田安生 中勢整理所3・5 

，, 
•北勢地方の古墳 浅尾 悟 亀山整理所

,, ,, の竪穴住居 平子 弘 ,, 
,, 

，, の須恵器 近藤 健 ” ，, の埴輪 調査 2課第駒 2係長
田利治 I/ 

• 石器の見方• 造り方
主事
山崎恒哉 玉城整理所3・6 

,, 
• 三重県の縄文時代 田村陽一 ” 

” ・瓦の生産と流通 河北秀実 // 

3・7 • 斎王制度の発生と展開 斎課宮歴史主博物事館
査課 田阪仁 埋文センター

• 斎宮出土の遺物と遺構 技師泉 雄二 // 

• 伊勢湾沿岸の弥生時代 主事
鈴木克彦3・9 ,, 
,, 

• 杉垣内遺跡出土の斎串と祭祀
河顛信幸 ，' 

• 伊賀地方の遺跡と遺物～最近の事例を中心として～
,, 

3・12 服部久士 I/ 

” 森川常厚 ” 
" • 三重県の中世墳墓
宮田勝功 I/ 

3 埋蔵文化財発掘調査技術町村職員研修

各種開発事業に伴う緊急調査件数が増大し、埋蔵文化財専門担当職員未設置の各町村においても発掘

調査体制の確立が急務となつている。そのため、昭和 58年度から文化財保護行政の強化と埋蔵文化財

関係の専門的技術の習得を目的として研修を実施している。本年度は下記職員が別添要項の講座 I(発

掘調査Bコース）を履修した。

平成元年度研修生

藤井尚登 （阿山町教育委員会）

月 研 修 内 容 研修場所

6 0文化財行政について 埋蔵文化財センター

0発掘調査研修

0機材搬入、写真撮影ほか 杉田氏城跡

0発掘実習（試掘坑設定・遺構検出・調査カード記入） ,, 

7 0発掘実習（遺構検出、実測準備、遺構実測） ,, 

8 0発掘実習 0出土品整理 森脇遺跡ほか
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平成元年度埋蔵文化財発掘調査技術町村職員研修実施要項

l 目的

近年、各種開発事業に伴う埋蔵文化財の緊急発掘調査件数は増大し、各町村においても調査体制の確

立が急務となっている。そのため、遺跡の現地確認調査、発掘調査、出土品整理、報告書作成等に関す

る専門的な調査技術の研修を実施し、埋蔵文化財行政の強化に資する。

2 主催

三重県教育委員会

3 対象

町村教育委員会文化財担当職員

4 場所

(1) 三重県埋蔵文化財センター（明和町竹川）

(2) 県内埋蔵文化財発掘調査現場

5 期間及び実施時期

平成元年度

(1) 各講座 (l・l・I)は 2カ月間とする。

(2) 研修年度は、単年度が望ましいが、数年度にまたがつてもよい。

(3) 研修実施期間は、研修者派遣機関の希望を考慮する。

受講例
期間

氏名
-— 
A 

B 

C 
L,___ 

研修内容 • 講
座

I 
一

＇ 
＇ 

月

4 I s I 6 I 1 I s I 9 110 111 112 I 1 I 2 I 3 
講座 l

講座 I 講座 I

講座 I 講座I 講座I

名 称 期 間

発掘コース A 2ヶ月

発掘コース B 発掘調査実習 2ケ月

発掘コース C 報遺物告整書理作成実実習習 2ヶ月

(1) 文化財保護‘去の概要 (5) 発掘調査の立案と実習

(2) 埋蔵文化財の判定 (6) 遺構の実測技術と写真撮影技術

(3) 埋蔵文化財の確認調査の立案と実習 (7) 遺物の整理実習

(4) 試掘調査の立案と実習 (8) 製図・レイアウト等報告書作成実習

7 終了証書の交付

全研修講座終了者には、終了証書を交付する。

8 研修の経費

(1) 研修実施場所への旅費は、研修者派遣機関において負担するものとする。

(2) 研修に必要な資料等の経費は、研修者派遣機関の実費負担を求める場合がある。
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4 文化財バトロール

平成元年度の文化財パトロールは、小中高の教員及び民間有職者 50名を三重県文化財調査員として

委嘱し、実施した。

(1) 開発計画と文化財パトロール

総パトロール件数81 9件で、その内埋蔵文化財関係は 72 7件である。通常の文化財確認調査に

加えて県の開発事業にかかる埋蔵文化財の分布調査を依頼しており、今後とも公共事業地内のパトロ

ールを強化していく予定である。

民間開発事業については、市町村が独自に予定地内の分布調査を実施しており、埋文担当者のいな

い市町村でも保護措猶書の提出が増えている。

(2) 文化財の実態確認

文化財パトロールによる新発見遺跡は 17件あつた。特にJ:::野管内での新発見が目立ち遺物散布地

• 中世城館の発見例が多い。これらについては、すでに遺跡カードヘの記入がなされているものもあ

るが、未整理のものについては早急に台帳等へ記入し、整理するとともに、遺跡地図の整備を進めた

ぃ。指定文化財に対する巡視件数は 92件あつた。

平成元年度文化財パトロール実施件数

建造物 美術工芸品 史跡名勝 天然記念物 埋蔵文化財 計

4 

゜ ゜ ゜ ゜
1 1 

5 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜6 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜7 

゜ ゜ ゜
3 1 6 1 9 

8 1 

゜ ゜
1 0 4 9 6 0 

， 
゜

2 2 1 8 1 0 2 1 2 4 

1 0 

゜
2 1 8 5 5 6 6 

1 1 

゜
2 2 3 7 0 7 7 

1 2 2 

゜
3 3 1 4 9 1 5 7 

1 2 3 8 7 1 4 9 1 6 9 

2 

゜ ゜
3 1 1 3 0 1 3 4 

3 

゜
2 3 1 6 1 2 

計 5 1 1 2 2 5 4 7 2 7 8 1 9 
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IV 調査結果の公開

1 三重県埋蔵文化財展

三重県埋蔵文化財展は三重県教育委員会が主催し、昭和 56年度から各市町村を会場に毎年実施して

おり、三重県教育委員会が実施した発掘調査の成果を中心に市町村が主体となって実施した発掘調沓の成

果をも合わせて展示して、広く県民に公開し社会教育の一環として埋蔵文化財保護思想の普及啓蒙に努

めている。本年度は新たに三重県埋蔵文化財センターが発足し、同じく本年度開館した斎宮歴史博物館

に併設されたのを機会に、第 9回は三重県埋蔵文化財センターと斎宮歴史博物館が共催し、斎宮歴史博

物館で開催した。

今回は、「緑釉陶器の流れ」を主なテーマとし、出土量としては全国屈指の出土量をもつ斎宮跡を中

心とした県内各遺跡出土の緑釉陶器をはじめ、広く全国の主な生産地及び消費地出土の緑釉陶器をも各

関係機関の協力を得て展示・紹介した。期間中の入場者数は約 6,600名であった。

第 9回 三重県埋蔵文化財展開催要項

l 目的

県内で実施した埋蔵文化財発掘調査により出土した遺物と関連資料を公開展示し、県民に埋蔵文化財

に対する啓発と普及をはかり、文化財保護意識の翡揚をはかる。

2 主催

斎宮歴史博物館・三重県埋蔵文化財センター

3 期間

平成 2年 1月30日（火） ,_, 3月4日（日） 9:30,..,,16:30 

4 場所

斎宮歴史博物館特別展示室

多気郡明和町竹川 50 3番地

5 展示テーマ

「緑釉陶器の流れ」

6 記念シンポジウム

日 時 平成元年 2月18日（日） 10:00-16:00 

場所 斎宮歴史博物館講堂

主催 斎宮歴史博物館

共催 三重県埋蔵文化財センター

テーマ 「緑釉陶器の生産と消費」

シンポジウム出席者

斎藤孝正（名古屋大学文学部）

水谷寿克（京都府教育庁）

日 永 伊久男（滋賀県日野町教育委員会）

平尾政幸（京都市埋蔵文化財研究所）

泉 雄二（斎宮歴史博物館）

巽 淳一郎（奈良国立文化財研究所）

谷本鋭次（斎宮歴史博物館）
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展示品一覧

県内

資料名

ぃ出土品I斎宮歴史博物館

晶拌遺跡出土品 I伊

窟裔遺跡出土品 I三重県埋蔵文化財センター

保 管 者

東

釘溢ら遺跡出土品

こみどうまえ

小御堂前遺跡出土品

おぎのわ

大木ノ輪遺跡出士品

だいぜんじあと

大膳寺跡出土品

“
 

春

伊勢市教育委員会

資料名

萎貨潅督出土品

にしの

夫 l西野遺跡出土品
こおどう

光於堂遺跡出土品

さわ

沢遺跡出土品

しものしょうとうほう

下之庄東方遺跡出土品

くにまち

国町遺跡出士品三重県埋蔵文化財センター

四日市市教育委員会

保管者

津市教育委員会

一志町教育委員会

亀山市教育委員会

I/ 

嬉野町教育委員会
三重県埋蔵文化財センター

三重県埋蔵文化財センター

資料名

総歴古窯跡群出土品

らくせい

洛西古窯跡群出土品

しの

篠古窯跡群出土品

みねみち

峰道古窯出土品

かすがやま かみ

春日山の神古窯出土品

つくりや

作谷古窯出土品

つくりや

作谷古窯採取品

くまのまえ

熊ノ前古窯出土品 I増
カ邊がほら

亀ケ洞古窯出土品

保 管 者

京都市考古資料館

”
 京都府教育委員会

滋賀県教育委員会

ク

日野町教育委員会

,, 
くろささ

黒笹 89号窯出土品
くろささ

黒僚 90号窯出土品

しO):tdか

篠岡 5号窯出土品
しのおか

篠岡 81号窯出土品
Lのおか

篠岡 48号窯出土品
みの

美濃古窯跡群出土品

子
”
 康

だざいふあと

大宰府跡出土品

すおうこく ムあと

周防国府跡出土品

やましろこく ふあと

山城国府跡出土品

かも

真 I鴨遺跡出土
し そく

四 足名古屋市博物館

愛知県陶磁資料館

ク

”・
 

小牧市教育委員会

”' 

”' 
多治見市教育委貝会

資料名

箪鴻？討愴と出士品

ながおかき● うあと

長岡宮跡出土品

へいあんきょうあと

平安京跡出土品

品
こ

壷
とうす

伝滋賀県浅井町出土合子

りょくさいか もんさんそくばん

緑彩花文三足盤

すぎ きだいら

杉ノ木平遺跡出土品

Cんが

恒川遺跡出土品
ひらいで

平出遺跡出土品
はやし

林 B遺跡他出土品
むさしこくぶんじあと

武蔵国分寺跡出土品

たがじょうあと

多賀城跡出土品

保管者

奈良国立文化財研究所

京都府埋蔵文化財
調査研究センター

京都市考古資料館

閲京都市埋蔵文化財研究所

九州歴史資料館

防府市教育委員会

大山崎町教育委員会

滋賀県教育委員会

名古屋市博物館

愛知県陶磁資料館

”・
 

長野県教育委員会

飯田市教育委員会

平出考古博物館

平塚市教育委員会

国分寺市教育委員会

東北歴史資料館
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2 発掘遺跡現地説明会

発掘調査の途中、あるいは終了時には地域の人々に対し、文化財保護に理解を深めるため、現地説明

会を開催し、調査結果について報告を行っている。県埋蔵文化財センターが調査主体となった発掘調査

に係る現地説明会は下表のとおりである。

現地説明会遺跡一覧

遺跡名 所 在 地 主 催 者 開催日 参加人数 備 考

上椎ノ木古墳 1. 6. 17 2 0 0名

亀山市川合町字上椎ノ木 県埋蔵文化財センター

上推ノ木館跡

森(山E 地東遺区跡） 津市長岡町字宮ノ前 ，， 1. 6. 24 1 3 0名

西出遺跡 安芸郡美里村大字三郷‘子西出 ，， 1. 7. 2 9 8 0名 美里村公報 8号で紹介。

斎宮跡第 82次 多気郡明和町斎宮 斎宮歴史博物館 l. 8. 6 5 0名 8,-13 日に第 2次現地説明2会0。名

宮地遺跡 度会郡玉城町岩出字塚名はか 県埋蔵文化財センター 1. 8. 31 6 0名

下川遺跡 安芸郡芸濃町雲林院字宗下 // 1 9. 29 7 0名 雲林院小学校 5・6年現
地見学。

宮ノ前遺跡 津市長岡町字宮ノ前 ,, 1 9. 30 2 4 0名

家野遺跡 一志郡白山町字南家城字家野
” 1. 10. 5 8 0名 家白城山町／」洋「校古里4探-訪6年講座(1」20で名講）演。

現地見学。

楠ノ木遺跡 度会郡玉城町勝田字楠ノ木ほか 1, 1. I 0. 7 7 0名

斎宮跡第 83次 多気郡明和町斎宮 斎宮歴史博物館 1 11 3 1 9 0名 NHK・ETVS取材。

橋垣内遺跡(1) 津市大里窪田町字橋垣内 県埋蔵文化財センター 1 11. 4 2 0 0名

大(B薮・C遺地区跡） 亀山市羽若町字大薮 ” 1. 11. 18 8 0名

才良遺跡 上野市オ良 ，, 1. 11. 30 l 2 0名 丸山中学校現地見学。

伊国賀町国府推遺定地跡 ，， 一之宮・千オ・坂之下 ,, 1. 12. I 6 1 5 0名

森脇遺跡第 2次 II 市部字森脇 ，, 1 12. 16 I O 0名

西沖遺跡 阿山郡伊賀町柏野字西沖 ,, L I 2. 16 5 0名

蚊山遺跡 度会郡玉城町岩出字蚊山ほか ,, l 12. 16 1 5 0名

橋垣内遺跡(2) 津市大里窪田町字橋垣内 I/ 2. 3. 3 

門脇北古墳 ,, 河辺町字門脇
’’ 

2. 3. 3 7 0名

山籠遺跡 ,, '' 字山籠
,, 2. 3. 3 

大(A薮地遺区跡） 亀山市羽若町字大薮 ,, 2. J l 7 8 0名
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3 保管遺物等の貸出し・写真等の掲載許可

東申京：出者叶ぶ大辞典］

写真掲載

遺跡名 貸

深長古墳壷形埴輪 l

近代古墳航空写真 l
井田川
茶臼山古墳

直刀銀象嵌 l

東山古墳副葬品 3

伊勢新聞社 1「グラフ三重5月1神戸城航空写真 l

号」写真掲載

秋山 町「日本の鴎エ具JI下郡遺跡 I木葉型鋸 2
鹿島出版会写真

掲載

中部建設協会 1中部建設協会刊 I森山東遺跡I水田跡 3
「会報」誌への写太田遺跡銅鐸形土製品 l

真掲載

県立川越高等学校校内社会科教育に 大岡寺古墳須恵器杯・蓋・有蓋高杯各 l

利用 大鼻遺跡須恵器腺 l

大阪市教育委員会大阪市制 100周年北堀池遺跡船形木製品 2

側大阪市文化財協会側大阪市文化財協 I,写真
会設立10周年記念
展覧会「よみがえ
る古代船と 5世紀
の大阪」に出品、
及びリーフレット

写真掲載

亀山市立神辺小学校I6年生授業資料 I谷山古墳I円筒埴輪 l
大岡寺古墳 須恵器 4、土師器 l、勾玉 l

御 薗 村 I村勢要覧
写真掲載

御 薗

裔向A遺跡 Iスライド l

ク B ク
ク ー

出

6
 

7
しL
 

_
 

7

1

1

 

t

1

~

9

 

．

．

 

l

l

1

 

亀山市教育委員会 I夏休み郷土資料展 上推ノ木古墳 石製小到壷 l、石釧 l、勾玉 5
ホ会にて展示 1 管玉 40、ガラス小玉 37 

写真パネル 3(四神鏡ほか）

大鼻遺跡押型文土器 2、土偶 l、写真パ

ネル l

正知浦遺跡 1金環 2、須恵器 10、写真パネ

ル 1

松阪市教育委員会 I「親子ふれあい学 I薮の下遺跡 縄文士器 l
闘は冨靡堀之内遺跡I~ I 

造・嬉闘町遺跡凋査会 I「「一之郡」の考 I天花寺廃寺 I墳仏複写写真 l
古学」に掲載

品

村 I村制 100周年記念高向遺跡飛烏時代須恵器 2

==斎糧」「翡I I奈良時代 土師器 2、須恵器 3

期間 1許可日

1. 4.27 

" ,, 
,, 
,, 

1.10.24 

1. 5 6 

I. 5.2 0 

0

7

 

2

2

 

6

6

 

l

l

 

ー

1

9

0

5

0

 

1

3

2

3

 

6
~
6
8
~
8
 

．

．

．

．

 

l

l

l

l

 

1. 7. l I 1. 6.2 9 

1. 7.20 I 1. 7.12 

～ 
1. 9. 1 

1. 8. 5 I 1. 7.2 o 
～ 
1. 8. 7 

1. 9.19 

1.1 0.21 I 1.1 0.2 O 

その他 2

平安時代土師器13、須恵器 2

緑釉陶器 2、灰釉陶

器 3、その他 2
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申請者 目 的 l遺跡名 貸 出 品 期間 I許可日

鎌倉時代土師器 3、山茶椀 3

写真ネガ 6

嬉野町教育委員会 I第 7回町文化祭展 I天華寺廃寺l軒平・丸瓦、埠仏各 l
堀田遺跡硯 l

平生遺跡青磁椀 l

呻辱念I大学祭展示発表 1天保遺跡石器 3

ホ

「嬉野町の遺跡JI焼野遺跡石器 l
天保古墳群
1 号墳 須恵器 3 写真 3

天華寺廃寺 軒丸瓦• 平瓦各 2、墳仏

帥元興寺文化財研究所 l特別展「復元され
る文化財」の説明
パネル用

講

平

談

凡

松 阪市

社 I「古代史復元第 7
巻」に写真掲載

社 1日本陶磁大係第 5
巻「三彩緑釉• 灰
釉」に写真掲載

長 l大河内城跡観光案
内看板用

堀田遺跡

蛇亀橋遺跡
下之庄東方
遺跡
午前坊遺跡

前山占墳

土師器 2、須恵器 l

合口甕棺 2、石器 4、写真 3

弥生土器 5、土師器 4、須恵器 3

,, 4、石器類

円頭把頭X線写真 l

朝日新聞社l「アサヒグラフ」西出遺跡写真 2
に写真掲載

京都国立博物館 I図録「畿内と東国 天華寺廃寺複弁蓮華文軒丸瓦写真 l
の古代瓦Jに写真
掲載

栂団歴赳暉資料館 I平成元年度第 4回納所遺跡木製農具 4
企画展展示 I北堀池遺跡 ，， 2 

森山東遺跡 水田遺構カラーパネル l

白山町中央公民館町内文化祭展示 I家野遺路茶臼 l

講 談 社 1「古代史復元第 7
巻」に写真掲載

亀 山 市 長 I「亀山市広報」に上椎木占墳写真 2
写真掲載 I 

名古屋大学文学部考古 ソフト X線撮影に 納所遺跡杓子形土製品 l
学研究室渡辺誠Iよる形態調査
山川出版社 「三董県の歴史散御墓山古墳 Iカラー写真 l

歩」（新版）に写
真掲載

井田川
茶臼山古墳

鉄刀象嵌部分展開写真 l

柚井遺跡緑釉花文手付瓶写真 l

大河内城跡 I航空写真 l

1.1 0.3 o I 11 0.2 5 
～ 
1.11.10 

1.11. 2 I 1.1 0.2 5 
～ 
1.11. 6 

1.10.29 
～ 
1.11.11 

1.12.2 0 

2. 3. 1 
～ 
2. 3.15 

1.10.27 

1.11. 7 

1.11. 7 

11 12 4 I 1112 4 
～ 
2. 3.31 

1.11.24 I 1.11.24 
～ 
1.112 8 I 1.12. 8 

1.12.15 I 1.12.16 

2. 1.20 

2. 130 

2. 2. 8 

2. 3. 7 

2. 3. 1 
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4 斎宮歴史博物館展示品協力遺物一覧

大*; :-:  -1蔵骨器:Ca)、 物器蓋(2)、名五輪塔
ー式

丹生川上城跡蔵骨器(1)

東庄内 A 遺跡縄文土器、深鉢(1)

東庄内 B遺跡壼棺墓壼(1) 甕(1)

方形周溝墓出土壼(1)

石器石包T(l)

西ノ広遺跡異形硯(1)

上箕田遺跡直柄鋤(2)

神大寺遺跡石器石斧(1)

川原井瓦窯伊勢国分寺式軒丸瓦(1)、軒丸瓦(1)

柴崎遺跡土製勾玉(1)、朱(1)、土師器壼(1)

大鼻遺跡土偶叫、子持勾玉(1)

井田川茶臼山古墳須恵器器台(6)、台付壼(3)、壼

(6)、甕(1)、高杯(2)、高

杯蓋(1)、装飾台付壼(1)

腺(1)、有蓋高杯(1)、

有蓋高杯蓋(1)

土師器壼(1)

馬具 杏葉(4)、鏡板(2)

辻金具(2)、銅鈴(1)

上椎木古墳 1四神鏡(1)、石製壼(1)、石釧(1)

勾玉 5点(1)、管玉 34点(1)

柳垣内遺跡蔵骨器(1)

大塚 古 墳水晶切子玉 11点(1)、碧玉管玉

4点(1)

浄土寺南遺跡I円面硯(I)
納所遺跡琴(1)、箆状木製品(2)、木鐸(1)

彩文壼(1)、黒色壼(1)、手焙型土

器(1)、パイプ型土器(1)、壼(1)、

片口鉢(1)、櫛(1)

木製品斧の柄(2)、鋤(4)

鍬(2)、直柄鋤(1)

石器 石斧(6)、石包丁(4)、

石小刀(3)

亀井遺跡双脚壼(1)

太田遺跡銅鐸型土製品(1)

西出遺跡土板(1)

鳥居本遺跡方形周溝墓出土壼(1)

午前坊遺跡瓢壼(1)

掘ノ内遺跡縄文土器深鉢(1)

天：：：寺I塑像:!)、埠こ 名

軒丸瓦(2)、ヘラ描き軒丸瓦(1)

東野遺跡線刻礫(1)

中ノ庄遺跡馬型埴輪(1)、朝顔形埴輪(1)

人物埴輪(1)

杉垣内遺跡石器石包丁

木製品人形(2)、櫛(1)、斎串⑬

土製品土馬(4)

土師器壼(7)

伊勢寺廃寺軒丸瓦(2)

深長古墳土師器壼(1)

横尾墳墓群経筒容器(2)、経筒容器蓋(1)

五輪塔(1)、石仏(1)

養徳寺遺跡柿経ー式

崎谷遺跡五輪塔(1)、石仏(1)

東裏遺跡土師器杯(1)

青磁椀(1)

カウジデン遺跡 1土馬(1)

土師器杯(2)

灰釉陶器杯(1)、黒色土器杯(1)

牧 瓦 窯軒丸丹(2)

河田古墳群土師器高杯(3)、甕(1)

須恵器杯蓋(2)、杯身(2)、高杯

(2)、壼(3)

神前山古墳円筒埴輪(1)、須恵器腺(2)

堀田遺跡円面硯(1)

寺垣内遺跡独鈷石(1)

大薮 遺跡方形周溝墓出土壼(1)

樋ノ谷遺跡扶入耳飾(1)

東畑中世墓蔵骨器(2)

辻垣内遺跡石仏(1)、縄文土器深鉢(1)

東山古墳土師器高杯(1)、器台(1)

四獣鏡(1)、銅鏃(3)、鉄斧(2)

鉄剣(1)

北掘池遺跡l木製品槌(1)、鍬(3)、
剣型木製品(1)、舟型木製品(2)

円面硯

北 切 遺 跡方形周溝墓出土壼(1)

前山古墳銀象嵌力装(2)

西谷遺跡土製勾玉(1)
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〈付 1〉 平成元年度受領図書一覧表

書 名 発行機関

北海道

材木町5遺跡調査報告書 釧路市埋蔵文化財調査センター

調査年報I 昭和63年度 側北海道埋蔵文化財センター

青森県

埋文あおもり 青森県埋蔵文化財調査センター

青森県遺跡詳細分布調査報告書l 青森県教育委員会

青森県埋蔵文化財調査報告書第 122集 鶴ケ鼻遺跡 I/ 

ニッ石遺跡発掘調査報告書 I/ 

富ノ沢(1X2)遺跡 I/ 

館野遺跡 I/ 

表館(1)遺跡発掘調査報告書. I/ 

発茶沢(1)遺跡発掘調査報告書IV ,, 

表館(1)遺跡発掘調査報告書 ク

岩手県

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

第 125集平沢I遺跡発掘調査報告書

第 127集毛越寺跡発掘調査報告書

第 128集野口 1遺跡発掘調査報告書

第 129集 琶角子久保VI遺跡発掘調査報告書

第 130集石田I. 寺領•西光田 I 遺跡発掘調査報告書

第 131 集打越•東角地遺跡・古館跡発掘調査報告書

第 132集米沢遺跡発掘調査報告書

第 133集駒焼場遺跡発掘調査報告書

第 134集夏本遺跡発掘調査報告書

第 135集岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

考古遺物資料集第9集 岩手町、葛巻町昭和63年度

宮城県

宮城県古川市文化財調査報告書第 7集名生館遺跡VI

,, 第 117集

，, 第118集

" 第 119集

" 第 120集
,, 第 120集

“ 
第 121集

”
 

第 8集名生館遺跡JX

宮城県文化財調査報告書第 131集亘理町三十三間堂遺跡ほか

資料集23 馬場壇A遺跡Iー前期旧石器時代の研究一

多賀城関係遺跡発掘調査報告書第13冊 東山遺跡I
，, 第14冊東山遺跡I

宮城県多賀城跡調査研究所年報1987 多賀城跡

，, 1988 ,, 

，, 要覧平成元年度

多賀城と古代東北

東北歴史資料館資料集25 宮城県の貝塚

秋田県

秋田県埋蔵文化財センター研究紀要 第4号

秋田県埋蔵文化財センター年報7(昭和63年度）

秋田城跡 昭和63年度秋田城跡発掘調査概報

秋田県秋田市遺跡詳細分布調査報告書

秋田城跡昭和63年度秋田城跡発掘調査概報
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測埋岩蔵手文県化文財化振セ興ン事タ業団ー

,, 
I/ 

,, 
I/ 

I/ 

” 
I/ 

I/ 

,, 
I/ 

" 

古川市教育委員会

” 
宮城県教育委員会

東 北 歴 史 資 料 館

宮城県多賀城跡調査研究所

,, 
，, 

,, 
,, 

宮城県文化財保護協会

東 北 歴 史 資 料 館

秋田県埋蔵文化財センター

I/ 

秋 田 市



秋田県文化財調査報告書

山形県

山形県埋蔵文化財調査報告書

第 119集分布調査報告書⑮

第 120集吹浦遺跡第 3・4次緊急発掘調査

第 121集大楯遺跡第 1次発掘調査報告書

第 124集手蔵田10・11遺跡発掘調査報告書

第 125集生石4遺跡第2次発掘調査報告書

第 126集 早稲田遺跡・桜林遺跡・西田遺跡発掘調査報告書

第 127集鶴岡西部地区遺跡群矢馳A遺跡·矢馳B遺跡•清水
新田遺跡発掘調査報告書

大槻新田遺跡発掘調査報告書

下長橋遺跡発掘調査報告書

早房D遺跡発掘調査報告書

原の内A遺跡第3次発掘調査報告書

向山•関沢B遺跡発掘調査報告書

第 185集

第 217集

第 218集

第219集

第220集

払田柵跡

第 129集

第 130集

第 131集

第 132集

第 133集

福島県

福島県文化財調査報告書

第 199集福島県の山岳信仰

第 200集福島県の田植踊

第 201集 国営総合農地開発事業矢吹地区遺跡分布調査報告IX

第 202集母畑地区遺跡分布調査報告13

第 203集ク 26

第 204集

第 205集

第 206集

第 207集

第 208集

第 209集

第 210集

第 211集

第 212集

第213集

第 214集

第215集

第 216集

,, 27 

矢吹地区遺跡分布調査報告3

,, 4 

国営会津農業水利事業関連遺跡調査報告VI

国営請戸川農業水利事業関連遺跡調査報告

関和久上町遺跡VI 史跡指定調査概報

真野ダム関連遺跡発掘調査報告n
国道 113号バイパス遺跡調査報告V

福島空港関連遺跡発掘調査報告I

,,' 
福島空港用内地埋蔵文化財分布調査報告I

相馬開発関連遺跡調査報告I

＝春ダム関連遺跡発掘調査報告l
直跡

三春ダム関連遺跡発掘調査報告2

東北横断自動車道遺跡調査報告4

，， 5 

6 
大作堰上遺跡”. 

茨城県

疾城県教育財団文化財調査報告第47集

第48集

第49集

仲平遺跡・柴原館

中ノ沢A遺跡

天光遺跡

駒板新田横穴群

梨ノ子木久保遺跡・割り塚古墳

神明城跡

南三島遺跡

秋

山

田

形

県

県

教

教

ク
”
~
ク
”
、
“
”

“””・クク・

育

育

委

委

員

員

会

会

福島県教育委員会

福島県教育庁

側福島県文化センター
福島県教育委員会

” 

3・4区 (I)

,, 
,, 
，， 

,, 
,, 
,, 

福島県教

閲福島県文化セ

,, 
，， 

,, 
,, 
，， 

,, 

側 疾 城

”
.
"
“
“
 

県教

,， 
，, 

夕

育

ン

育 財

庁

団
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疾城県教育財団文化財調査報告第50集 奥谷遺跡・小鶴遺跡（上）

ク 第50集,, (下）

，, 第51集結城地区本田遺跡

，, 第52集沢田遺跡

ク 63年度年報8

栃木県

新四号国道と遺跡

栃木県埋蔵文化財調査報第97集 ニノ谷遺跡

栃木県文化振興事業団年報 昭和62年度

“
 

昭和63年度

栃木県埋蔵文化財調査報告

第103集一般国道4号（新4号国道）改築工事に伴う埋蔵文化
財発掘調査の経過

第96集 自治医科大学周辺地区 昭和62年度埋蔵文化財発掘調査
概報

第 104集 自治医科大学周辺地区 昭和63年度埋蔵文化財発掘調
査概報

群馬県

測癖馬県埋蔵文化財調査事業団発掘調査報告第95集房戸谷遺跡 l
群馬県教育委員会
側群馬県埋蔵文化財調査事業団

，, 第96集師遣師•鎌倉遺跡側）群馬県埋蔵文化財調査事業団

，, 第91集八寸大道上遺跡 ，' 

上越新幹線地域埋蔵文化財発掘調査概報I
西田島遺跡I ー下田島城跡の調査一
西田島遺跡発掘調査報告書

西田島遺跡I ー下田島城跡の調査一

“
 

ク・ 図版編

“
ク
ク
~
"
“

群馬県埋蔵文化財調査事業団発掘調査報告書 第86集 上野国分僧寺
尼寺中間地域(3)
関越自動車道（新潟線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書 第24集 I側）群馬県埋蔵文化財調査事業団
椿谷戸遺跡発掘調査報告書

中ノ原城遺跡

富岡遺跡

埋文群馬ふ5

一般国道17号（上武道路）改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
土植木光仙房遺跡

上越新幹線関係埋蔵文化財発掘調査報告 第11集
下佐野遺跡I地区寺前地区(1)縄文時代古墳時代編①

，， ( 2)R  

，， (3)平安時代編

闘茨城県教育財団

，， 

，, 

,, 
，, 

財団法人栃木県文化振興事業団

，, 

,, 
,, 

，' 

，， 

I/ 

“
 

(4)中世近世編

荒砥天之宮遺跡

側癖馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告第87集
勝保沢中ノ山遺跡I ー関越自動車道（新潟県）地域埋蔵文化財
発掘調査報告書第25集―

（群馬県）吉井町

，， 

，， 

閲群馬県埋蔵文化財調査事業団
,, 

群馬県教育委員会、東日本旅客鉄道
側群馬県埋蔵文化財調査事業団

“”” 
早川河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 I側）群馬県埋蔵文化財調査事業団
西今井遺跡

一般国道17号（上武道路）改築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 I I/ 

西今井遺跡

昭和55年度県営圃場整備事業荒砥南部地区に係る埋蔵文化財発掘調査報 I ク

告書
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第20回企画展弥生文化と日高遺跡

門前橋詰・舛海戸遺跡・高野原遺跡

日篠上平遺跡 後期古墳と奈良平安時代の集落跡の調査

閲群馬県埋蔵文化財調査団発掘調査報告第82集大平台遺跡

ク 研究紀要6

測癖馬県埋蔵文化財調査報告第90集三室坊主林遺跡

ク 第88集上粟須·下大塚•中大塚遺跡

有馬遺跡I 大久保B遺跡
発掘調査報告書第92集舟橋遺跡
上越新幹線関係調査報告第12集

埼玉県

研究紀要第11号

中世寺院跡調査概報(1)

埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書

，， 

ー米づくりが社会を変えた一

ク
”
冒
”
"
＂
"
“
"
"

第73集

第74集

第75集

第76集

第77集

第78集

第79集

第80集

第81集

第81集

第83集

第82集

井沼方馬堤遺跡

赤城遺跡

古井戸 一縄文時代ー

中三谷遺跡

八本木遺跡

本郷前東遺跡

御伊勢原

上組I
北島遺跡（第 1分冊）

,, (第2分冊）

西原遺跡

光屋敷遺跡,, 
研究紀要第5号

，, 第6号

埼玉県埋蔵文化財調査事業団年報 9 

泉水山・下ノ原遺跡 ー1986年度発掘調査報告一

埼玉県立歴史資料館報 第10号（昭和63年度）

千葉県

財団法人君津都市文化財センター発掘調査報告書
第12集一千葉県袖ケ浦町一 永吉台遺跡群写真図版編

,, ,, ,, 本文編

東北新幹線建に伴う発掘調査 赤羽台遺跡 ー赤羽台横穴墓群一

帥君津郡市文化財センター発掘調査報告書第12集永吉台遺跡群

刈谷市史第 1巻本文（原始・ 古代・ 中世）

,, 第5巻資料（自然・考古）

研究連絡誌第25号

君津郡市文化財センター年報 ふ 6 一昭和62年度一

開館10周年記念 シンポジウム堀之内武土器資料集

君津郡市文化財センター年報 ふ 7 一昭和63年度一

千簗県文化財センター調査報告
第 152集 佐倉市南志津地区埋蔵文化財発掘調査報告書 l

第 153集千葉市荒久遺跡 (1)

第 154集千葉市荒久遺跡 (2)

第 155集関宿城跡

群馬県立歴史博物館

群馬県埋蔵文化財調査事業団

側群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県教育委員会

閥群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県教育委員会

，， 

，, 

側群馬県埋蔵文化財調査事業団

埼玉県立歴史資料館

埼玉県教育委員会

測埼玉県埋蔵文化財調査事業団

，, 

" 
，, 

，, 

// 

，, 

，, 

I/ 

，, 

，, 

，, 

，, 

，, 

，, 

朝霞市泉水山・下ノ原遺跡調査会

埼玉県立歴史資料館

閲君津都市文化財センター

東1
東日本旅客鉄道株式会社
帥君津郡市文化財センター
刈 谷市
刈谷市史編さん編集委員会

帥千葉県文化財センター

君津郡市文化財センター

市立市川考古博物館

君津郡市文化財センター

側千槃県文化財センター

“'”冒”
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No. I 4 

研究連絡誌第23号

房総考古学ライブラリー 4 弥生時代

年報 No.6 

,, No. 7 

君津郡市文化財センター発掘調査報告書
第21集岩井作横穴墓群

第40集臼井台北遺跡

第41集打越岱遺跡

第42集境遺跡

第43集星谷上古墳•畑沢遺跡（第 2 次調査）

蔵玉砦跡

三箇遺跡群V

三箇遺跡群＂

財団法人君津郡市文化センター発掘調査報告書
第9集千葉県袖ケ浦町境No.2遺跡

第27集千葉県君津市箕輪富士塚群

第28集千葉県富津市金谷城跡

第33集千葉県木更津市四留作第 1古墳群第 1号墳

第35集千葉県木更津市明石口遺跡 1 中金谷遺跡

第36集千葉県木更津市蓮華寺遺跡

第37集 千葉県木車津市小浜遺跡群 l 俵ケ谷古墳群

第39集千葉県富津市東天王台遺跡
富津市天羽中学校テニスコート造成に伴う埋蔵文化財発
掘調査概要

研究連絡誌第24号

ク第20号

””'” 

第21号

第22号

第23号

側市原市文化財センター調査報告書第30集市原市文作遺跡

市原市永田・不入窯

勁市原市文化財センター調査報告書 第27集 中潤ケ広遺跡・天王台遺跡

，, 第24集皿郷田茂遺跡ー第 2次一

第 3回市原市文化財センター遺跡発表会要旨 一昭和62年度一

,, 
,, 
,, 

勁君津郡市文化財センター

,, 
I/ 

“
~
”
”
”
~
”
・
ク
・
”
冒
ク
”
·

”·”"“

,9~"

”.”, 

千葉県文化財センター

,， 
，， 

,， 
,， 

測市原市文化財センター

第4回
“
 

一昭和63年度一
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歴博第34号

茂原市文化財センター年報 ふ 3 一昭和62年一

国立歴史民俗博物館研究報告第19集

，, 第20集

年報 N>.4 昭和62年度

発掘調査報告書第5集宮台遺跡

国立歴史民俗博物館研究報告第21集
,, 
,, 

“ 
研究連絡誌第24号

東京都

第22集

第23集

第24集

国立歴史民俗博物館

茂原市文化財センター

国立歴史民俗博物館

,, 
側山武郡南部地区文化財センター

,, 
国立歴史民俗博物館

” ,, 

” 
閲千薬県文化財センター

日野市遺跡調査会年報'78 I 廿喜闊屡胃霞且棗
早稲田大学東伏見総合グラウンド遺跡 A地区埋蔵文化財試掘調査報告書早稲田大学校地埋蔵文化財調査室

日野市落川遺跡調査概報 VI 日野市落川遺跡調査会

徳丸森木遺跡 板橋区徳丸森木遺跡調査会

研究論集 V1 東京都埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター調査報告第10集
多摩ニュータウン遺跡 一昭和62年度ー （第 1分冊）

“
ク
~
”
“

（第2分冊）

（第3分冊）

（第4分冊）

（第5分冊）

I/ (第6分冊）

國学院大學文学部考古学実習報告第18集物見処遺跡

“
 

第17集小馬背遺跡

書陵部紀要第40号

國学院大學考古学資料館紀要 乙益重隆先生古稀記念号第5輯

早稲田大学所沢校地内埋蔵文化財調査報告書
文化財調査室お伊勢山遺跡の調査第3部縄文時代

板橋区四葉地区遺跡発掘調査報告I 四葉地区遺跡
調布市下石原遺跡 ー第3地点（第8地域福祉センター）

調布市埋蔵文化財調査報告22 J: 石原遺跡 ー上石原遺跡第 5・6地点

都立野川公園自然観察センター建設に伴う発掘調査報告書 野川遺跡

都立赤塚公園における環濠集落範囲確認調査概要報告 l
,, I 

日本考古学年報 40 (1987年度版）

出土品展示目録埴輪 I

武蔵国分寺跡出土の漆紙文書 一武蔵台遺跡一

1987年度年報

中野田遺跡

滝ケ谷遺跡I

喜多見陣屋遺跡I

木曽森野遺跡 ー歴史時代編一

西新橋二丁目港区ふ19遺跡

港郷土資料館報 ー7- 1988年度版

白金館址遺跡 l 

-74-

”
 
,, 
,, 
,, 
,, 
,, 

國学院大學文学部考占学研究室

,, 
宮内庁書陵部

國学院大學考古学資料館

早稲田大学

板橋区阻葉地区遺跡発掘調査会
東凩都建設局
調布市教育委員会
調布市遺跡調査会,, 
調布市ふ 26遺跡調査会

麿情＼渭濯円切繋羞
,, 

日本考古学協会

宮内庁書陵部

府中病院内遺跡調査会

世田谷区教育委員会
,, 
,, 
,, 

木曽森野地区遺跡調査団

港区西新橋二丁目遺跡調査会

港区教育委員会

白金館址遺跡調査団



白金館址遺跡 白金館址遺跡調査団

“
 

I

I

 

ー研究編一

ク

ク

学芸研究紀要第6集

文化財の保護第21号

発掘調査報告書第6集岩崎横穴群

，, 第 7集本宿横穴群

東京大学遺跡調査室発掘調査書 1 東京大学本郷構内の遺跡

神奈川県

平塚市埋蔵文化財緊急調査報告書2
昭和62年度発掘調査 諏訪前遺跡ほか9ケ所

平塚市埋蔵文化財調査報告書第3集東中原F

ク 三分冊之二（土器観察表）

平塚海岸・伊勢原線新設工事に伴う発掘調査報告書
中原上宿三分冊之ー（本文）

I/ I/ (図版）

,, I/ 

平塚市埋蔵文化財緊急調査報告書l
昭和61年度発掘調査 高林寺遺跡ほか 8カ所

平塚市埋蔵文化財シリーズ l 真土六の域遺跡

,, 2 四之宮高林寺I
真土六の域遺跡I

四之宮山王B遺跡

日向岡遺跡

諏訪前A遺跡

大原遺跡I
中里B遺跡

中里E遺跡

大原遺跡I
中里B遺跡I

中里B遺跡I
ク 13 諏訪前B・大縄橋遺跡他

昭和63年度文化財年報（埋蔵文化財 その 7)

神奈川県立埋蔵文化財センター 年報8

神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告20

I/ 18 

神明久保遺跡 ー第3地区一

称名寺式土器に関する交流研究会資料集

神奈川県立博物館発掘調査報告書第18号

神奈川県埋蔵文化財調査報告 31 

神奈川県埋蔵文化財調査報告 第48集

新潟県

新洞県埋蔵文化財報告書第54集鰐口下遺跡美山遺跡

新新バイパス関係発掘調査報告書 山三賀I遺跡

保内三王山古墳群測量•発掘調査報告書

富山県

埋文とやま

”
 

3
 

”' 
ク

4

5

 

”
 

6
 

第2地区

ク 7
 

“
 “
 

8

9

 

＂ 
10 

”
 ”
 

11 

12 

厚木市山ノ上遺跡I

第26号

砂田台遺跡l

草山遺跡I

大磯丘陵横穴墳墓群(1)

教育

,, 
側山武郡南部地区文化財センター

I/ 

東京大学理学部遺跡調査室

東

平

京

塚

，, 

，, 

中原上宿遺跡調査団

平

平

平

塚

塚

塚

都

市

市

市

市

教

教

ク
・
ク

ク

ク

ク

・

ク

・

“

”

"

ク

ク

ク

遺

教

育

育

跡

育

委

委

委

調

委

員

貝

員

査

員

会

会

会

，
 会

会

I/ 

横浜市教育委員会

神奈川県立埋蔵文化財センター

I/ 

“ 
神明久保遺跡調査団

港北ニュータウン埋文調査団

神奈川県立博物館

神奈川県

I/ 

新溺県教育委員会
新潟県教育委員会
建設省新潟県国道工事事務所
三条市教育委員会

富山県埋蔵文化財センター
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富山県埋蔵文化財センター年報 昭和63年度

三谷遺跡・ーツ山古墳群

小杉流通業務団地内遺跡群

東海北陸自動車道遺跡試掘調査報告 福光町編

北陸自動車道遺跡調査報告朝日町編4 境A遺跡遺構編

石川県

鹿頭上の出遺跡

佐々木アサバタケ遺跡I

末松遺跡

寺家遺跡発掘調査報告I 能登海浜道関係埋蔵文化財調査報告書VI

犀川鉄橋遺跡I

漆町遺跡I

金沢市米泉遺跡

石川県鹿島郡鹿島町水白モンショ遺跡

金大考古第16号

”
 

第17号

福井県

特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡 xx 
朝倉氏遺跡資料館紀要 1988 

福井県埋蔵文化財調査報告第14集下屋敷遺跡•堀江十楽遺跡

清水町埋蔵文化財調査報告第2集杉谷古墳群

福井県埋蔵文化財調査報告第4集六呂顛山古墳群

山梨県

山梨県埋蔵文化財センター調査報告
第50集桜井畑遺跡(B地区）

第34集南堀之内遺跡・大畑遺跡

第37集西川遺跡

ーの沢遺跡調査報告書

花鳥山遺跡•水呑場北遺跡

下長崎遺跡・両の木神社遺跡

八ケ岳東南麓他遺跡分布調査報告書

鍋弦塚•東山南遺跡

螂野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書8
一松本市内 その 5ー北栗遺跡本文編

条里遺構分布調査概報 一塩田地区一

第42集

第45集

第44集

第47集

第49集

長野県

”
 

一染屋台地区一

”
"
 富山県埋蔵文化財センター
,, 

富山県教育委員会

富来町教育委員会

石川県立埋蔵文化財センター
,, 
,, 
,, 
,, 
,, 
,, 

金沢大学文学部考古学研究室
,, 

福井県立朝倉氏遺跡資料館

，， 

福 化財調租Bセンター

福井県清水町教育委員会

福井県教育委員会

山梨県教育委員会

，, 

，， 

，， 

，, 

，， 

，， 

，, 

閲長野県埋蔵文化財センター

上田市教育委員会

，, 

螂野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書1 I側）長野県埋蔵文化財センター
一松本市内 その4ー南栗遺跡本文編

長野県埋蔵文化財センター紀要 2 1988 I ,, 
螂野県埋蔵文化財センタ一発掘調査報告書10 " 
一松本市内 その 7豊科町内一南中遺跡、北中遺跡、北方遺跡、
上手木戸遺跡

神戸遺跡、上二子遺跡、中二子遺跡 ，' 

中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書3 I " 
吉田川西遺跡本文編・図版編

長野県埋蔵文化財センター年報5 -1988 - I/ 
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岐皐県

久々利奥磯山 4号窯発掘調査報告書

熊野古墳

徳山ダム水没地区埋蔵文化財発掘調査報告書 はいづめ遺跡

雨乞塚2号墳発掘調査報告書

椿洞遺跡発掘調査報告書

静岡県

静岡県埋蔵文化財調査研究所 年報V(昭和63年度事業概要）

能島遺跡

原川遺跡l

川合遺跡

楠ケ沢2・3・7号墳発掘調査報告書駿河楠ケ沢古墳群

静岡県文化財調査報告書第40集血松塚古墳発掘調査報告書
一墳丘測量及び範囲確認調査一

静岡県文化財地名表I ー焼津市以西一

'' 地図I ,, 

焼津市歴史民俗資料館年報2

研究紀要I

年報lV(昭和62年度事業概要）

調査報告第13集大谷川I(遺構編）
,, (遺物編）

第14集梅橋北遺跡

発掘調査概報坂尻遺跡

山の神遺跡

愛知県

竪三蔵通遺跡第 8 次•第 9 次調査の概要

ドンドン塚発掘調査の記録

伊勢山中学校遺跡第4次調査概要

年報VI(1986、1987年度事業報告）

熱田神宮内遺跡発掘調査概要報告書

古渡城跡発掘調査の概要

守山区小幡 茶臼山古墳発掘調査の概要

菩薩遺跡 BOSATSU発掘調査概要報告書

緑区嗚海町字赤松所在NN-259号窯跡発掘調査報告書

貴生町遺跡 第 1 次•第 2 次発掘調査概要報告書

若葉通遺跡発掘調査の概要

見晴台教室 '89 

名古屋城三の丸遺跡 ー1、2、3次調査の概要

くらしの中の木 ～木製品にみる弥生人の心～

名古屋市熊ノ前古窯址群

白鳥古墳第二次発掘調査報告書

神ノ倉東部土地区画整備内古窯跡発掘調査報告書

高蔵遺跡第3次発掘調査報告書

竪三蔵通遺跡第7次調査の概要

特別展城と町のデザイン 戦国～江戸の考占学

福谷城跡第3次発掘調査概要報告書
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司児市教育委員会

“ 
水資源開発公団
岐阜県教育委員会

池田町教育委員会

岐阜市教育委員会

閥静岡県埋蔵文化財調査研究所

“ ,, 
,, 

静岡県教育委員会
,, 

，, 

，， 

焼津市歴史民俗資料館

静岡県埋蔵文化財調査研究所
,, 

” 
” 
" ,, 

浜松市教育委員会

名古屋市教育委員会

" ,, 
名古屋市見晴台考古資料館

名古屋市教育委員会
,, 
,, 
,, 
,, 

" ,, 
名古屋市見晴台考古資料館

名古屋市教育委員会

愛知県清洲貝殻山貝塚資料館

名古屋考古学会、増子康真

名 古屋市

" ,, 
,, 

名古屋市見晴台考古資料館

愛知県三好町教育委員会



考古資料‘ノフテックス写真集

中根山遺跡発掘調査報告書

昭和・天白区の考古遺跡

年報昭和63年度

愛知県埋蔵文化財センター調査

,, 

第 4集

“
 

第6集

第7集

第8集

第9集，, 

愛知県埋蔵文化財情報4

麻生田大橋遺跡第4次調査概報

企画展 「北陸やきもの再興九谷」

愛知県陶磁資料館研究紀要7

船山第 1号墳発掘調査報告書

山ノ入遺跡発掘調査報告書

麻生田大橋遺跡第5・6次調査概報

，, 第 4次 1，

第 2・3次

下山古墳

諏訪遺跡・杉山端城跡

加美遺跡

野田遺跡

豊

愛

豊

,, 
山西遺跡

豊橋市埋蔵文化財調査報告書

,, 

“
 第 8集公文遺跡
第9集公文遺跡 (I)

，, 第10集桜遺跡試掘調査報告書

国道23号豊橋東バイパス建設に伴う埋蔵文化財分布調査報告書

西三河の横穴式石室 資料編

三重県

三重県埋蔵文化財調査報告86 東海道遺跡発掘調査報告

桑名郡多度町南小山廃寺発掘調査報告 1986 

三重県三重郡朝日町大字縄生 縄生廃寺跡発掘調査の概要

三厘県の諸職 三重県諸職関係民俗文化財調査

阿山町埋蔵文化財調査報告第 2 集奥弁天 4 号古墳•源六谷 1 号古墳

明和町斎宮跡埋蔵文化財調査報告 3
史跡・斎宮跡 昭和60年度現状変更緊急発掘調査報告

津市埋蔵文化財調査報告4 半田団地 高松弥生墳墓発掘調査報告

，, 9 君ケロ古墳発掘調査報告

，, 15 津市分部西垣内遺跡発掘調査報告

第28回倉陵祭嬉野町の遺跡 ー遺跡詳細分布調査報告書一

三重県名張市遺跡地図付載宇陀川地区地名図

三重県南牟婁郡鵜殿村 鵜殿遺跡発掘調査概要 l

鈴鹿市埋蔵文化財調査報告V 鈴鹿市稲生町 稲生東遺跡発掘調査報告

安濃村文化財調査報告 l 中央毛織清水ケ丘堂山一号墳

，, I， ク 1，

津市埋蔵文化財調査報告5 メクサ 4号墳発掘調査報告

，, 14 津市大里 中鳶遺跡発掘調査報告

,， 15 津市分部西垣内遺跡発掘調査報告

一志町埋蔵文化財調査報告10 三重県一志郡一志町
岩ノ谷遺跡発掘調査報告

嬉野町埋蔵文化財調査報告 l 嬉野町平生

草山遺跡発掘調査月報

平生遺跡発掘調査報告

名古屋大学文学部考古学研究室

愛知県幅豆郡吉良町教育委員会

名古屋市教育委員会

側愛知県埋蔵文化財センター

，, 

，, 

，, 

，, 

豊

津

津

川

知

JI I 

橋

市

市

志

市

県

市

市

県

町

町

県

町

重

度

日

重

山

三

多

朝

三

阿

明

町

教

教

，, 

教育

陶磁

I/ 

教育

，, 

,， 

” 
” ，, 
教育

,， 
，, 

育

育

育

育

育

和

教

教

教

教

敦

育

育

育

ク

教

委

資

委

委

委

委

委

委

委

委

委

委

員

料

員

員

,, 
愛知大学日本史専攻会考古学部会

会

会

会

会

会

町

員

員

員

員

員

員

員

員

会

館

会

会

津市文化財保護協会

津市教育委員会

,, 
皇學館大学考古学研究会

名張市教育委員会

鵜殿村教育委員会

鈴鹿市教育委員会

安芸郡安濃村教育委員会

I/ 

会

会

会

平生遺跡発掘調査団

松阪市教育委員会
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明和町文化財調査報告2 三重県多気郡明和町大字上村
神前山一号墳発掘調査報告書

金剛坂遺跡発掘調査報告

多気町文化財調査報告2 多気郡多気町河田字東谷
河田古墳群発掘調査報告l
,, 

J::箕田

三重県烏羽贄遺跡第2次発掘調査報告書

上野市南部都市開発区地埋蔵文化財第一次調査報告

夏見廃寺 第二次発掘調査概要

，， 第三次発掘調査概要

名張市遺跡調査概要蔵持黒田遺跡前山遺跡群

上野市文化財調査報告6 J:: 野市遺跡地図

阿山町の文化財

伊賀町文化財調査報告書2 刷山郡伊賀町柏野 的場遺跡発掘調査報告

大山田村文化財調査報告3 日本田 5号墳発掘調査報告書
阿山郡大山田村大字中村日本田

青山町文化財調査報告1 塚原古墳発掘調査報告
一三重県名賀郡青山町羽根字塚原所在一

齋王宮趾 一範囲確認調査概要一

齋王宮趾 ー広域市町村圏道路調査一

齋王宮趾 ー広域市町村圏道路調査一

掘り出された三重の城と館

第25回食陵祭土師器とその窯

第24回倉陵祭小俣町の遺跡

明和町の遺跡

高田中学校•高等学校研究紀要

名張市立図書館郷土資料目録

，， 

三重県埋蔵文化財調査報告l

三重県員弁郡東員町大字中止

三重県埋蔵文化財調査報告22
多気郡明和町 古里遺跡発掘調査

三重県埋蔵文化財調査報告52-1

桑名郡多度町 天王平遺跡発掘調査報告I

-1978年版一

,, 

一明和町を中心として一

第 4号

1979 開館10周年記念

鳥羽・志摩地区遺跡地図（磯部町）

西山遺跡・新野遺跡

-D地区一

三重県埋蔵文化財調査報告 64

上野市比自岐 西出中・近世墓跡発掘調査報告

三重県埋蔵文化財調査報告 71

上野市森寺竹ノ下遺跡発掘調査報告

歩跡第 3号皇學館大学考古学研究会機関誌

三重県埋蔵文化財調査報告82
度会郡玉城町勝田 勝田遺跡発掘調査報告

第 9回 三重県埋蔵文化財展 「緑釉陶器の流れ」

一般国道1号亀山バイパス埋蔵文化財発掘調査概要I
北顛古• 山城（二次）・大鼻遺跡

昭和20年代 1万分の 1航空写真標定図（三重県全域）
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明

三

多

,, 
三重県立神戸高等学校郷土研究クラプ

烏羽市教育委員会

上野市

名張市教育委員会
,, 
,, 
，， 

教育

,, 
阿山町教育委員会

伊賀町教育委員会

大山田村教育委員会

上

青

一
明

三

東

三

和

重

気

野

山

教育

教育

,, 
三重県教育委員会

皇學館大學考古学研究会

，， 

重

和

重

員

重

町

県

町

市

町

県

町

県

町

県

教

文

教

教

育

化

育

育

委

財

委

委

委

委

委

委

委

委

員

連

員

員

員

員

員

員

員

員

会

盟

会

会

会

会

会

，， 

高田中学校• 高田高等学校

名張市立図書館

，， 

教育

教育

教育

会

会

会

“
 
”
 ，， 

皇學館大学考古学研究会

三重県教育委員会

三重県埋蔵文化財センター
斎宮歴史博物館
三重県教育委員会



三重県埋蔵文化財年報
,, 昭和46年度

10昭和54年度

14昭和58年度

18昭和62年度

19昭和63年度

，， 7昭和51年度

三重県埋蔵文化財年報 8昭和52年度

，，，，ク

15昭和59年度

16昭和60年度

，，“ 

“”
 

“
 “
 

””
 

“
 
II 

””“ 

,, ,, 
17昭和61年度

I/ ,, 

，, “ 
,, 19昭和63年度

三重県斎宮跡調査事務所年報1984史跡斎宮跡

昭和62年度 環境保全に関する試験成績書

伊勢市立郷土資料館年報第 4号 昭和63年度
,, ,, ,, 

“
 一発掘調査概報一

,, ,, " 
「県民の日」協芦・「地方自治法施行40周年・自治制公布100年」
記念第 7回 二重県埋蔵文化財展考古資料でみる伊賀の歴史

上野市大字大内 北堀池遺跡発掘調査概要 I
三重県中世城館跡一覧表 ー開発集中地域中世城跡分布調査報告一

三重県埋蔵文化財包蔵地一覧表(2)

三重県埋蔵文化財調査報告42
志摩郡阿児町国府 殿畑遺跡発掘調査報告

三重県埋蔵文化財調査報告8

伊賀東部開発地域遺跡地図

図録三重の考古遺物

三重考古図録

郷土の埋蔵文化財展 亀山の縄文文化

津市埋蔵文化財調査報告12 津市大里 墓の谷 1号墳発掘調査報告

嬉野町埋蔵文化財調査報告 4 県道嬉野飯高線改良工事に伴う埋蔵
文化財発掘調査概報
針箱遺跡・下之庄東方遺跡

津市埋蔵文化財調査報告12 津市大里 墓の谷 1号墳発掘調査報告

三重県埋蔵文化財調査報告58 昭和56年度県営圃場整備事業地域
埋蔵文化財発掘調査報告

第28回倉陵祭 嬉野町の遺跡

// 

一志町埋蔵文化財調査報告 l

" 2 

“
 

”
・
ク
“
"

3

4

5

6

 

ー遺跡詳細分布調査報告書一

,, 
上野山遺跡試掘調査報告書

上野遺跡・上野山古墳群発掘調査報告

下名倉古墳群発掘調査報告

上井生 3号墳発掘調査報告

鳥井本遺跡発掘調査報告

高畑古墳発掘調査報告
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津

重

重

I/ 

三重県斎宮調査事務所

三重県農業技術センター

伊勢市立郷土資料館
,, 

“ 
重

県

県

県

育

育
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“
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“
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"
“
ク
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ク
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教

教
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育

委

委

委

員

員

員

会

会

会

，' 

三重県良書出版会

株式会社 三重県教科書供給所

亀山市教育委員会

津市教育委員会

嬉•嬉野町遺跡誦査会

市教育委員

重県教育委員

会

会

皇學館大学考古学研究会

，, 

志 町 教育

，, 

,, 
I/ 

,, 
,, 

委 員 会



一志町埋蔵文化財調査報告

,, 
,, 
，， 

,, 
,, 

「一之郡」の考古学

久居市文化財調査報告 2

久居市文化財調査報告 2

,, 3 

0

1

3

 

l

l

l

 

7

8

9

 

中野山古墳発掘調査報告

片野遺跡発掘調査報告

高畑遺跡発掘調査報告

岩ノ谷遺跡発掘調査報告

西出山古墳群発掘調査報告

片野遺跡第三次発掘調査報告

長持元屋敷発掘調査報告

長持元屋敷発掘調査報告

久居市遺跡分布地図

,, ,, 
坂本山古墳群• 坂本山中世墓群

朝日町文化財調査報告 第 1冊

あすの三重ふ 75

平田古墳群

長遺跡発掘調査報告

,, 
縄生廃寺跡発掘調査報告

，， 

鵜殿遺跡発掘調査概要 l

三重県埋蔵文化財調査報告76

あすの三重 N>. 73 

下之庄東方遺跡（小野、四反田、夜之掘地区）

,, (裔畑地区）

津市民文化第16号

柴戸古墳発掘調査概要

グラフ三重 1989. 5 

三重県多気郡明和町遺跡地図

史跡 斎宮跡 昭和62年度現状変更緊急発掘調査報告

'' 昭和63年度 ，' 

天神遺跡発掘調査報告

津市の文化財

昭和63年度 志摩文化財年報（第 8集）

グラフ三重 1989. 4 

三重県史研究第 5号

蔵書目録第29号

鳳凰寺遺跡発掘調査報告書

東海道古瓦の系図（一）

大山田村の古文書

鈴鹿市遺跡地図

辻垣内瓦窯跡群

高田中学校・高等学校研究紀要• 第 4号

高田学苑研究紀要•創刊号

嬉野町埋蔵文化財調査報告 6 遺跡詳細分布地図

伊勢市文化財調査報告 5 隠岡遺跡発掘調査報告

近畿自動車道（久居～勢和間）埋蔵文化財発掘調査概報 V

縄生廃寺跡発掘調査報告

向山 2・6号墳発掘調査報告

ー伊賀• 伊勢• 志摩一

,, 
一志町・嬉野町遺跡調査会

久居市教育委員会

久居市教育委員会
,, 
I/ 

津 市教育委員会

朝日町教育委員会

勁三重社会経済研究センター

安濃町遺跡調査会

津市教育委易会

,, 
教育

I/ 

教育

教育

I/ 

朝

鵜

嬉

伊

三

志

日

殿

重

野

勢

重

町

町

村

県

教育

，， 

，, 

，, 

，, 

"”~ 

委

委

委

委

員

員

員

員

会

会

会

会

津 市

亀山市

伊勢新聞社グラフ三重編集室

明和町斎宮跡保存対策室

明 和町

，, 

三重県教育委員会

津市教育委員会

志摩文化財調査保護委員協議会

伊勢新聞社

三重煤

三重県立図書館

大山田村教育委員会

皇學館大学

大山田村教育委員会

鈴鹿市教育委員会

嬉野町教育委員会

高田中学校• 高田高等学校
，, 

教育

教育

教育

町

市

県

委

委

委

員

員

員

会

会

会
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一般国道23号 中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報
森山東・太田遺跡

一般国道 1号亀山パイパス 大鼻 (4次）・堀越 (2次）遺跡

平成元年度 第 3回三重県埋蔵文化財担当者会議資料
「歩跡」 第 4号

滋賀県

彦根市埋蔵文化財調査報告
第17集葛籠南遺跡第 2次調査、蛭目遺跡

第18集夷籠南遺跡第 3次調査

昭和51年度 滋賀県文化財調査年報（本文編）

，， （図版編）

日野町埋蔵文化財発掘調査報告書 第 6集作谷窯跡

国道 161 号線バイパス• 湖西道路関係遺跡調査報告I
木戸• 荒川坊遺跡• こうもり穴遺跡

矢倉口遺跡発掘調査報告書
一国道 1号京滋バイパス関連遺跡発掘調査報告書

鴨田遺跡発掘調査報告書 l

一般国道 8号（長浜バイパス）関連遺跡発掘調査報告書＂
ー奥松戸遺跡一

滋賀県中世城郭分布調査 6(旧坂田郡の城）

ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書XVIー3 長寺（横枕古墳群）遺跡

，， XXVIー5 大手前遺跡・金剛寺遺跡

服部遺跡発掘調査報告書I

中多良遺跡発掘調査報告書

1986年度野洲町埋蔵文化財調査年報

昭和63年野洲町遺跡発掘調査概要

信楽町文化財報告書第 3集 宮町遺跡発掘調査報告 I

妙楽寺遺跡I

ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書XVI一5 堂田・市子遺跡(2)

,, XVI — 4 麻生遺跡

,, XVIー2高木（浅小井）遺跡

北陸自動車道関連遺跡発掘調査報告書XI 伊香郡余呉町桜内遺跡

守山市文化財調査報告書第30冊 ニノ畦遺跡

，， 第33冊 一昭和63年度国庫補助事業一

，， 第34冊横枕遺跡

特別史跡彦根城跡表御殿復元工事•発掘調査報告書

滋賀考古学論叢第 3集

守山市文化財調査報告書

，， 

第 3冊一

第29冊 益須寺遺跡発掘調査報告書

第30冊 古裔遺跡発掘調沓報告書

埋蔵文化財発掘調査昭和63年度年報
，，,,  ,, 

実測図集成1 県外出土の信楽焼と窯跡出土遺物
大津市埋蔵文化財調査報告書⑲
穴太遺跡（弥生町地区）発掘調査報告書

一般国道 161号（西大津パイパス）建設に伴う
岡山城跡発掘調査報告書 一近江八幡市所在一

県道大津守山近江線単独道路改良工事に伴う
五条遺跡発掘調査報告書 ー中主町五条所在一

錦織・南滋賀遺跡発掘調査概報I

，, 

皇學館大学考古学研究会

彦

,, 
側滋賀県文化財保護協会

滋賀県教育委員会

滋賀県日野町教育委員会
滋賀県教育委員会
側滋賀県文化財保護協会

滋賀県教育委員会
側滋賀県文化財保護協会

滋賀県教育委員会
側滋賀県文化財保護協会

" 
滋賀県教育委員会
滋賀県教育委員会
側滋賀県文化財保護協会,, 
滋会・守山市教育委員会
側滋賀県文化財保護協会
米原町下多良

野洲町教育委員会

,, 
教育

教育

" 

信

滋

守

大

根

楽

賀

山

市

町

県

市

教

“
 

育

＂ ,, 
，, 

教育

，, 

津

委

委

委

委

員

員

員

員

会

会

会

会

” 
彦根城博物館

滋賀考古学論叢刊行会

守山市教育委員会

，' 

測栗東町文化体育振興事業団

，' 

滋賀県立風土記の丘資料館

市

滋賀県教育委員会
側滋賀県文化財保護協会

ク

ク
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東山古墳群発掘調査報告書 一彦根市古沢町一

栗田城跡発掘調査報告書 一愛知郡奏荘町栗田所在一

ク

”. 
県道高山長浜線緊急地方道整備事業に伴う東野館遺跡発掘

調査報告書（東野古墳群•東野館遺跡）

ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書"VI-4 

”・ク胃““

5

5

5

5

 

―
―
―
―
 

"＂
V
I
X
I
 横江遺跡発掘調査報告書 l

尼子南遺跡発掘調査報告書

ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書JXー 3

“
“
“
 

6

5

4

 

―
―
―
 

V
I
X
I
X
I
 

ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書D-6

“
 

JXー 2

" rn-1 
長沢•西火打遺跡、正恩寺遺跡 一坂田郡近江町所在一
国友遺跡、寺田遺跡 一長浜寺所在一

昭和62年度 滋賀県埋蔵文化財調査年報

大津市坂本本町嶽古墳調査概要

湖南中部流域下水道天橋処理場中間水路浚渫工事予定地内
―滋賀県草津市天橋町所在一

矢橋湖底遺跡試掘調査報告書I

三敷前遺跡発掘調査報告書 一神崎郡能登川町小川一

近江国庁周辺遺跡調査概要I

獅子鼻B遺跡発掘調査報告書 ー神崎郡能登川町きぬがさ所在一

安土十七遺跡発掘調査報告書 一蒲生郡安土町十七所在一

県営かんがい排水事業関連遺跡発掘調査報告書l-3
ーぴわ町早崎遺跡一

源内峠遺跡試掘調査報告書

文化財調査出土遺物仮収納保管業務 昭和63年度発掘調査概要

北陸自動車道関連遺跡発掘調査報告書VI
ー伊香保郡余呉町所在黒田長山古墳郡一

ほ場整備関連遺跡発掘調査報告書rn-3 
東出遺跡 一近江八幡市所在一

柿田遺跡発掘調査報告書 一県道中山東上坂線道路改良事業に
伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一

一般国道 8号（米原バイパス）関連遺跡試掘調査報告書

本願寺遺跡発掘調査報告書

京都府

「史想」 第22号

花園大学構内調査報告I
長岡京市文化財調査報告書 第22冊

長岡京市文化財センタ一年報 昭和62年度

長岡京市埋蔵文化財調査報告書 第 4集
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測滋賀県文化財保護協会
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滋賀県教育委員会
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滋賀県教育委員会
側滋賀県文化財保護協会,, 
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ク
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,, 
能登川町教育委員会
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“
ク
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ク”.

京都教育大学考古学研究会

花 園大学

長岡京市教育委員会

閲長岡京市埋蔵文化財センター

，， 



立命館大学文学部学芸員課程研究報告 第 2冊
鴫谷東 1号墳第 2次発掘調査概報

京都府遺跡調査概報第35冊

''第36冊

亀岡市文化財調査報告 第18集

焼きもののふる里 篠窯躊群

第 4回特別展円山応挙

第 5回 ク 亀岡鉄道物語一汽笛がひびいて90年一

第 8回 企画展宝林寺 一信仰のこころとかたちー

第 7回 ，， 米・豊かな実りを求めて 一大むかしの農具ー

第 6回 ク 刀• 剣～まつりと信仰～

ふるさと亀岡の文化財

亀岡市文化財調査報告書
第 5集 馬場ケ崎遺跡発掘調査報告

第 8集御上人林廃寺第 4次発掘調査報告

第9集 丹波浄法寺城発掘調査報告

第10集 御上人林廃寺第 5次発掘調査報告

第12集 史跡丹波国分寺跡第 1次発掘調査報告書

第13集 史跡丹波国分寺跡第 2次発掘調査松熊遺跡試掘調査

第14集 史跡丹波国分寺跡第 3次発掘調査

第16集 史跡丹波国分寺跡発掘調査

第15集 千代川遺跡第11次発掘調査報告

第17集 北金岐遺跡試掘調査報告

第19集 春日部 1号墳発掘調査報告

第20集観音芝廃寺発掘調査報告

第21集 医王谷 1号.4号墳発掘調査報告

第22集美濃田20号・ 21号墳発掘調査報告

山城郷土資料館報 第 6号

史跡 慈照寺（銀閣寺）旧境内保存整備事業報告書

京都府遺跡調査概報 第32冊

II 第31冊

京都府遺跡調査報告書第11冊

昭和60年度 京都市埋蔵文化財調査概要

向日市埋蔵文化財調査報告書 第25集

史想第19号

II 第20号

II 第21号

城陽市埋蔵文化財調査報告 第19集

京都府埋蔵文化財情報 第31号

京都大学構内遺跡調査研究年報

京都府埋蔵文化財情報 第32号

京都府遺跡地図 第 4分冊

埋蔵文化財発掘調査概報 (1989)

長岡京市埋蔵文化財センター年報

長岡京跡

京都府弥生土器集成

5年のあゆみ 1981 ,.._, 1986 

亀岡市遺跡分布地図

一発掘調査の記録から一

1986年度

一昭和61年度

立命館大学文学部学芸員課程

ー化財調査研究センター
,, 

亀岡市教育委員会

~~ センター

亀岡市文化資料館
,, 
,, 
I/ 

亀

亀

岡

岡

市

市

,, 
教育

“ 
,, 
,, 
,, 
教育
,, 
,, 
,, 
,, 
,, 
,, 
,, 
,, 

委

委

員

員

会

会

,, 
京都府立山城郷土資料館

宗教法人慈照寺

ー化財課愴研究センター
,, 
,, 

側京都市埋蔵文化財研究所
向日市教育委員会
勁向日市埋蔵文化センター
京都教育大学考古学研究会

“ ，, 
城闇市教育委員会

京都府埋蔵文化財調査研究センター

京 都大学

ー化財課猶研究センター

京都府教育委員会

京都府教育委員会

螂岡京市埋蔵文化財センター

乙訓文化事務連絡協議会

~~ センター

I/ 
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京都府遺跡調査概報 第33冊

1/ 第34冊

京都府遺跡調査報告書 第12冊

平安京跡発掘調査概報 昭和63年度

鳥羽離宮跡 ,, ,, 

長岡京跡

大薮遺跡 ,, ,, 

京都市内遺跡試掘立会調査概報

企画展資料10 「発掘成果速報」 昭和63年度調査から

京都府山城町埋蔵文化財調査報告書 第 6集 山城町遺跡地図

綾部市文化財調査報告 第15集

ク 第16集

開館 5周年記念特別展示図録 「乙訓の古墳文化」

考古展第 8回「小さな展覧会」
一昭和63年度発掘調査の成果から一

京都府埋蔵文化財情報 第33号

向日市埋蔵文化財調査報告書 第26集

向日市埋蔵文化財調査報告書 第27集

大阪府

大阪市の文化財

昭和62年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書

枚方市文化財年報1X

大阪府立花閑高等学校地歴部五周年記念河内古代遺跡の研究

富田林市の埋蔵文化財 一埋蔵文化財基本分布図一

関西大学 考古学等資料室紀要第 4号

I/ I/ 第6号

豊中市文化財調査報告 第22集 新免遺跡第11次発掘調査報告書

鬼虎川遺跡第19次発掘調査報告

'' 第29・30次発掘調査報告

邪馬台国から倭の五王ヘ ー東アジア社会からみた古代豊中一

鬼虎川遺跡調査概要 I 遺物編 木製品

神並古墳群遺跡第 3次発掘調査報告

東大阪市文化財協会ニュース VO1 4 ふ 2

大阪市文化財情報 葦火 19号 (VO1 4 NJ. 1) 

東大阪市埋蔵文化財発掘調査概要 一昭和63年度一

堺• 柳之町

祇園精舎遺跡地形測量図

河内長野市埋蔵文化財調査報告書

三日市遺跡発掘調査報告書I

柏原市発掘調査成果展 '86 -'87 

豊中市埋蔵文化財発掘調査概要

神並遺跡第12次発掘調査概報

貝塚市埋蔵文化財調査報告 第18集

水源地遺跡発掘調査報告

大園遺跡他の発掘調査概要 1987-1

,, 1988-1 

高石の遺跡と歴史

”
 
“
 

原始・古代を掘る

貝塚市遺跡群発掘調査概要XI

京 都

,, 
，， 

，， 

市 観

,, 
,, 
,, 

光 局

，， 

都府立山城郷土資料館

城町教育委員会

部市教育委員会

，, 

日市文化資料館

ンター

，' 

側向日市埋蔵文化財センター

闘向日市埋蔵文化財センター

＇ 

閲大阪市文化財協会
大阪市教育委員会
側大阪市文化財協会
側枚方市文化財研究調査会

大阪府立花園高等学校地歴部

富田林市教育委員会

関西大学考古学等資料室

，， 

堅急宝塚線豊中市内連続立体
爺差遺跡調査団

東閃偽阪市市教文祈星貴棗
，， 

豊中市教育委員会

閲東大阪市文化財協会

，, 

側東大阪市文化財協会

大阪市文化財協会

東大阪市教育委員会
堺• 柳之町遺跡調査会
大手前女子学園考古資料室
関西大学日印共同学術調査団

河内長野市教育委員会

三日市遺跡調査会

柏原市歴史資料館

豊中市

勁東大阪市文化財協会

貝塚市教育委員会

高石市水道部

高石市教育委員会

，, 

”・
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雁屋遺跡発掘調査概要

東円寺跡・小垣内遺跡発掘調査概要報告書I
神並•西ノ辻• 鬼虎川遺跡

堺環濠都市遺跡

”
・
ク
I
V
I
 高屋城跡（城山遺跡）発掘調査概要

嶋上郡衛跡他関連遺跡発掘調査概要13

八雲遺跡発掘調査概要 l 

河合遺跡

南河内遺跡群発掘調査概要

石川左岸幹線管渠築造遺跡群発掘調査概要 I 
八ケ岡遺跡発掘調査概要 I 

法蓮坂遺跡発掘調査概要

ツゲノ遺跡発掘調査概報 I 

神山遺跡発掘調査概報 I 

大和川今池遺跡発掘調査概要 lV 

南花田遺跡発掘調査概要 I 

大里遺跡発掘調査概要 V 

淡輪遺跡発掘調査概要 1X 

喜志西遺跡発掘調査概報

大津道遺跡発掘調査概要 I 

田尻•船岡山遺跡発掘調査概要

池尻城跡発掘調査概要 I 

畑遺跡発掘調査概要

大和川今池遺跡発掘調査概要 V 

大水川改修にともなう発掘調査概要 V 

応神陵古墳外堤 l、古室遺跡I

池島遺跡発掘調査概要 I 

寛弘寺遺跡発掘調査概要 VI

柏原市文化財概報 1988-I 柏原市埋蔵文化財発掘調査概報
,, 1988 -I 大県遺跡 1985年度

,, 1988 -I 平尾山古墳群 1986年度
,, 1988 -IV 高井田遺跡I

,, 1988 -V 太平寺遺跡・安堂遺跡 1988年度

,, 1988 -l1 原山遺跡

,, 1988 -VI 平尾山古墳群

昭和63年度国庫補助事業発掘調査報告書
堺環濠都市遺跡•四ツ池遺跡

堺の文化財考古資料編

堺市文化財調査報告 第40集

''第41集

''第42集

''第43集

大阪の埴輪窯

大阪府下埋蔵文化財研究会（第20回）資料

国際シンポジウム 古代船の時代 ー五世紀の大阪と東アジアー

大阪市制 100周年 「よみがえる古代船と 5世紀の大阪」
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大阪府教育委員会

I/ 

,, 
I/ 

,, 
高槻市教育委員会

大阪府教育委員会

，, 

,, 
,, 
,, 
I/ 

,, 

” ，, 
，, 

大阪府教育委員会

,, 
,, 
,, 
，， 

，, 

“ ,, 
,, 
,, 
，, 

I/ 

柏原市教育委員会

,, 
,, 
,, 
，， 

,, 
I/ 

堺 市 教 育 委 員 会

,, 
,, 

" ,, 
,, 

側大阪文化財センター

大阪府立労働センター

側大阪市文化財協会

大阪市教育委員会



古代の美とロマンをもとめて「日本列島発掘展」

難波宮跡・大阪城跡発掘調査中間報告

西ノ辻遺跡・鬼虎川遺跡

堺 一柳之町一

羽曳野市埋蔵文化財調査報告書18

若江遺跡第29次発掘調査報告

縄文早期を考える押型文文化の諸問題

大谷女子大学資料館報告書 第22冊 四天王寺

'' 第18冊牛頸

第23冊牛頸

古市遺跡群X

，， 

収蔵品図録I ー鏡鑑一

側東大阪市文化財協会概報集

企画展 第 2回発掘速報展

兵庫県

西播磨の考古資料展 一新宮•宮内遺跡一

宮山古墳第 2次発掘調査概報

宮山古墳発掘調査概報

姫路の文化財（第 1巻）指定文化財

鴨内・ 稲畑一圃場整備に伴う氷上町の遺跡調査

鴨内・稲畑

神戸市北区長尾町

神戸市西区神出町

奈良県

奈良国立文化財研究所年報 1988 

研究論集 ＂ 奈良国立文化財研究所学報 第47冊
奈良県文化財調査報告書 第48集 沼山古墳•益田池堤

平城京左京八条ー坊三•六坪発掘調査報告書

奈良県遺跡調査概報（第一分冊） 1985年度

（第二分冊） 1985年度

（第一分冊） 1986年度

，， （第二分冊） 1986年度

奈良県文化財調査報告書 第50集西里遺跡

'' 第52集 平城京左京三条四坊十二坪

奈良県史跡名勝天然記念物調査報告 第50冊 小槻遺跡

'' 第52冊下井足遺跡群

斑鳩藤ノ木古墳概報 ー第 1次調査～第 3次調査一

奈良県文化財調査報告書 第39集
飛鳥・磐余地域の後、終末期古墳と寺院跡

奈良県遺跡調査概報 1980年度別刷 明日香村飛烏京跡
ー第74次-80次および嶋宮推定地第17次調査概報一

味間遺跡発掘調査報告書

纏向石塚古墳範囲確認調査（第 4次）概報

桜井市埋蔵文化財センター発掘調査報告書
第 1集 安倍山古墳群発掘調査報告書

第 2集 吉備池遺跡柿地区発掘調査報告書

第 3集 芝遺跡大三輪中学校第 4次調査報告書

第 4集 昭和63年度国庫補助事業にともなう発掘調査概報

1988年度

ー堺市日置荘•福田・小阪遺跡一

宅原遺跡・宮之元地区の調査 (1986年）

神出 1986 

“
 
ク

朝日新聞大阪本社企画部

側大阪市文化財協会

東大阪市教育委員会

大手前女子大学考占資料室

羽曳野町教育委員会

帥東大阪市文化財協会

帝塚山考古学研究所

大谷女子大学資料館

” ,, 
,, 

側東大阪市文化財協会

側大阪文化財センタ

兵庫県立歴史博物館

姫 路市

,, 
姫路市

氷上町教育委員会

芍懃子埓・氷印輯鼈団

妙見山麓遺跡調査会

,, 

奈良国立文化財研究所

，， 

奈良県立橿原考古学研究所

奈良県教育委員会

奈良県立橿原考古学研究所
,, 
，， 

,, 
，， 

,, 
，， 

奈良県教育委員会

奈良県立橿原考古学研究所
,, 

“
 田原本町教育委員会

桜井市教育委員会
桜井市立埋蔵文化財センター
桜井市教育委員会

ク
'
”
・
ク
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奈良県遺跡調査概報 1981年度 別刷
十六面•薬王寺遺跡発掘調査概報

伊勢、東海萬葉旅行

奈良国立文化財研究所史料 第30冊
真福寺貝塚史料 山内清男考古資料 l

仏舎利埋納飛鳥資料館図録第21.冊

神木坂古墳群I
，， 1 

弥生人の四季

埋蔵文化財ニュース
64 1986年度刊行埋蔵文化財発掘調査報告書に関する情報調査

65 遺跡整備の基礎的調査

66 埋蔵文化財発掘届等件数推移図

倭の五王時代の海外交流 一渡来人の足跡一

福田貝塚資料 山内清男考古資料 2

昭和63年度 平城宮跡発掘調査部発掘調査概報

飛烏•藤原宮発掘調査概報 19 

縄文時代早期の発掘調査報告書

平城宮出土墨書土器集成1
昭和63年度 奈良市埋蔵文化財調査概要報告書

第9次発掘調査概報 平城京東市跡推定地の調査＂

奈良県文化財調査報告書 第51集 広瀬地蔵山墓地跡

考古学調査研究中間報告15 平尾山遺跡発掘調査報告

,, 16 布留遺跡 三島•豊田地区発掘調査報告

埋蔵文化財天理教調査団 研究会シリーズ l イスラエルの遺跡

法隆寺金堂壁画飛天

奈良女子大学構内遺跡発掘調査概報IV

天理参考館報第 2号

橿原考古学研究所年報14(昭和62年度）

大和考古資料目録第16集

橿原考古学研究所附属博物館特別展図録 第32冊
弥生•動乱の時代 ー吉野ケ里遺跡の同時代史一

纏向石塚古墳 範囲確認調査（第 4次）概報

和歌山県

木ノ本釜山（木ノ本I)遺跡発掘調査報告書

紀伊風土記の丘年報 第14号

紀伊阿須賀遺跡 第 2次発掘調査

鳥取県

鳥取県教育委員会発掘調査報告書 天神山遺跡発掘調査報告書

発掘調査報告書 内ノ倉山横穴群I
鳥取県佐治村葛谷 4号墳発掘調査報告書

広庭遺跡

岩美町内遺跡発掘調査報告書I
高野坂古墳群発掘調査概報I
栗谷遺跡発掘調査報告書I

鳥取県教育文化財団調査報告書
第24集湖山第一遺跡

東伯町文化財調査報告書

大川遺跡

東森谷、上ミッェ、上太夫谷遺跡

奈良県立橿原考古学研究所

飛鳥古京を守る会

奈良国立文化財研究所

良国立飛鳥資料館

原町

，, 

畔
良国立文化財研究所
蔵文化財センター

，， 

,， 
奈古学研究折付属博物館

奈良国立文化財研究所

,， 
飛鳥• 藤原宮跡発掘調査部

山添村教育委員会

奈良国立文化財研究所

奈良市教育委員会

，， 

奈良県立橿原考古学研究所

埋蔵文化財天理教調査団

,， 
，， 

飛 鳥資料館

奈良女子大学埋蔵文化財発掘調査会

天理大学出版部

奈良県立橿原考古学研究所

奈暉立橿順考古沼冊栢邪付属博物館
,， 

測桜井市文化財協会

和歌山市教育委員会

利鰍山県缶紀伊風土記の丘世埋事粉折

和歌山県新宮市教育委員会

鳥

日

鳥

岩

取県教育委員

南町教育委員

取県佐治

美町教育委員

" 

会

会

村

会

,, 
福部村教育委員会
鳥取県教育委貝会
側鳥取県教育文化財団
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第12集 下斎尾 1号遺跡・塚本 8号墳発掘調査報告

第15集 大畑遺跡発掘調査報告書

第16集 下斎尾 1号遺跡・大高野遺跡発掘調査報告書

第17集 東伯町内遺跡ほか発掘調査報告書

向山古墳群発掘調査概報I

淀江町内遺跡発掘調査報告書

百塚53・105・106・107号墳、百塚第 1遺跡、
原田遺跡発掘調査報告書

井手挟遺跡発掘調査報告書

百塚第 1号遺跡発掘調査報告書

赤碕町内遺跡発掘調査報告書I

化粒川遺跡発掘調査報告書

大山池遺跡横峯地区（落とし穴）発掘調査報告書

島根県

風土記の丘地内遺跡発掘調査報告VI 一団原古墳•下黒田遺跡一

島根県埋蔵文化財調査報告書 第XV集

石見空港建設予定地内遺跡発掘調査概報 l
一根ノ木田、フケ田平｀．北ケ迫―

西川津遺跡発掘調査報告書 V

国道 9号線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書VI 夫敷遺跡

””' 

W 石台遺跡

Vil 

東伯町教育委員会

,, 
,, 

” 
烏取県淀江町教育委員会

” 
，' 

,, 
I/ 

赤碕町教育委員会

I/ 

関金町教育委員会

島 根 県

,, 
島根県教育委員会

，， 

島根県教育委員会

，, 

” 
岡山県

所報吉備第 6号 岡山県古代吉備文化財センター

岡山県埋蔵文化財発掘調査報告73 友野骰布地 中原遺跡 ，' 

72 忍山城出城跡 岡山県教育委員会

百間川の遺跡群ーよみがえる原始・古代のムラ一 岡山県古代吉備文化財センター

岡山県真庭郡美甘村堂の前遺跡 美甘村教育委員会

哺乳動物化石の産状と旧石器文化 岡山大学文学部

岡山県埋蔵文化財報告19 岡山県教育委員会

1988年度 岡山大学構内遺跡調査研究年報 6 岡山柊稗掻駁：化出調恕冊究センター

岡山県埋蔵文化財発掘調査報告74 百間川米田遺跡（旧当麻遺跡） 3 岡山県古代吉備文化財センター

正崎 2・4号墳 岡山県山陽町教育委員会

広島県

広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書 I 00}広島県埋蔵文化財調査センタ
第74集 中央 3号遺跡発掘調査報告書

第75集壬生西谷遺跡

第76集井出山古墳

第77集 郷古墓発掘調査報告書

第78集 上大縄古墳• 下の割遺跡

第79集 長後林古墓群発掘調査報告書

第80集冠遺跡群 D地点の調査

第81集奥田・是石・鷺田• 藤田

第82集大成遺跡

賀茂学國都市開発整備事業地（西高屋地区）内遺跡群IV ,, 

年報IV 昭和62年度

広島県立歴史博物館展示案内 広島県立歴史博物館
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広島県の埋蔵文化財 昭和62年度

備後国府跡 推定地にかかる第 7次調査概報

明宮地廃寺跡 第 3次発掘調査概報

埋蔵文化財発掘調査年報 VI 

広島市の文化財
第40集 岩上山田遺跡発掘調査報告

第41集 一般県道原田五日市線（石内パイパス）道路改良工
事事業地内遺跡群発掘調査

第42集 史跡広島城跡二の丸第一次発掘調査報告

第43集 広島市近世近代建築物調査報告

第44集 史跡広島城跡二の丸第二次発掘調査報告

第45集 伴東城跡発掘調査報告

草戸千軒町遺跡 ー第37--39次発掘調査概要一

本郷平廃寺

山口県

防府市文化財調査年報 I
,, 1 

I 

" IV 
防府市文化財調査年報 V

" VI 
VI 1985 

" VI 1986 
昭和57年度周防国府跡発掘調査概要

周防国府跡（史跡「周防国衛」跡）
ーニ見域・東北隅•西北隅―

山口県埋蔵文化財調査報佑
第30集周防鋳銭司遺跡

第29集大内氏築山跡I
第 117集 J:.岡原古墳群

第 118集清水遺跡

第 119集岡の鼻遺跡

第 120集綾羅木郷台地遺跡

第 121集羽波遺跡、片山遺跡

第 122集下岡田遺跡

第 123集土井ケ浜遺跡

下七見遺跡 I

徳島県

徳島市埋蔵文化財発掘調査報告 I

黒谷川郡頭遺跡I・IV

南庄遺跡

土成前田遺跡

中島田遺跡・南島田遺跡

香川県

顛戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査概報
JX 下川津遺跡I

IV 西方遺跡本文編写真図版編

四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告
（第 3冊） 矢ノ塚遺跡

1978 

1979 

”
 

1980 

1981 
1982 

1984 

”
 

保存修理事業報告書 l

個人住宅建設に伴う発掘調査

大内氏遺跡発掘調査概報X

第11次発掘調査概報

島

教育

，， 

広島大学統合移転地
埋蔵文化財調査委員会
広島市教育委員会,, 

広

広

防

防

島

府

府

県

市

市

ク

教育

" 
，， 

" 
教育

“ 
“ 
" 

”
 

委

委

委

員

員

員

県

会

,, 
,, 
,, 
,, 
I/ 

広島県御調町教育委員会

会

会

山口県教育委員会

社会教育課文化財センター

山口県教育委員会
,, 
,, 
,, 
,, 
,, 
,, 

菊

徳

徳

香

JI I 

島

島

JII 

町

市

県

県

教 育

育

育

”,
9

ク

教

教

教 育

委

委

委

委

員

員

員

員

会

会

会

会

”~“ 
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（第 6冊） 稲木遺跡

”
 

愛媛県

松山市埋蔵文化財調査年報 I 昭和62,....,63年度

四国横断自動車道埋蔵文化財発掘調査報告
0東塚穴窯古墳 0柴生遺跡 0馬立城跡

三間町三間地区遺跡詳細分布調査報告書
（愛媛県北宇和郡三間町三間地区）

三間高校校庭遺跡の調査

愛媛大学埋蔵文化財調査報告 l

埋蔵文化財調査報告書
第31集 一般国道 196号今治道路埋蔵文化財調査報告書

第32集 一般国道11号西条市パイパス埋蔵文化財調査報告

第33集 一般国道「菅沢一松山線」埋蔵文化財調査報告書

福岡県

椎田パイパス関係埋蔵文化財調査報告 ー 1-

福岡県文化財調査報告書第83集 吉木遺跡

，, 第85集矢留遺跡

第84集 求菩堤山修験道遺跡

第86集乙隈天道遺跡上• 下巻

，, 第87集干潟遺跡I

福岡県文化財調査報告書 第88集 御笠ノ森遺跡

，, 第89集牛頸窯跡群I

安武地区遺跡群 I (久留米市文化財調査報告書 第56集）
,, I ( ,,  第60集）

久留米市文化財調査報告書 第58集 埋蔵文化財調査報告書
第 8集東部地区

福岡市埋蔵文化財センタ一年報

昭和61年度収集 収蔵品目録

第 3回国際シンポジウム 弥生文化の成立と東アジア

九州文化史研究紀要 第34号

津屋崎町文化財調査報告書 第 6集 新原奴山古墳群

北九州市文化財調査報告書 第47集 高津尾遺跡

宗像市文化財調査報告書 第13集大穂町町口 l

'' 第14集朝町山ノロ I
第15集武丸皆真庵

第16集浦谷古墳群I

第17集武丸原

第20集武丸町添遺跡

'' 第21集東郷高塚 l

若宮古墳群 l 一月岡・塚堂・日岡古墳一

稲築町文化財調査報告書 第 2集 沖出古墳

九州歴史資料館収蔵資料目録5

大宰府史跡 昭和63年度発掘調査概報

廿木市文化財調杏報告 第22集 平塚大願寺遺跡

田川市文化財調査報告書 第 5集轟尾横穴墓群

嘉穂町文化財調査報告書 第10集 嘉穂地区遺跡群VI

中野火口谷 1号古窯跡

鷹子・樽味遺跡の調査

”
 ”
 

第 8号

ク

”' 

”
 ”
 

昭和63(1988)年度

松山市教育委貝会

制凌媛県埋蔵文化財調査センター

愛媛大学法女学部考古研究室

愛媛大学埋蔵文化財調査室

測埋蔵文化財調査センター

福

福

間

岡

町

県

教

”~“. 

育

教育

，， 

，， 

,, 
,, 

委

委

員

貝

，， 

教育

,, 
久留米市教育委員会

,, 

吉

稲

九

岡 県

“
 

委 員

福岡市埋蔵文化財センター

福岡市博物館

福岡市福岡県教育委員会

九州文化史研究施設

津屋崎町教育委員会

北九州市教育委員会

宗像市教育委員会

，， 

,, 
,, 
，， 

,, 

“ 
井町教育委員

築町教育委員

州歴史資料

会

会

会

会

会

館

，， 

甘木市教育委員会

田川市教育委員会

嘉穂町教育委員会

小石原村教育委員会
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福岡市埋蔵文化財調査報告書
第 194集吉武遺跡群IV

第 195集広石遺跡群

第 196集四筒遺跡群

第 197集峯遺跡

第 198集羽根戸古墳群

第 199集四箇遺跡

第 200集田村遺跡

第 201集戸原麦尾遺跡 (I)

第 203集西新町遺跡

第 202集吉塚 I

第 204集 都市計画道路博多駅築港線関係埋文調査報告
(I) 博多

第 205集 (IV) 博多

第 206集 板付周辺遺跡調査報告書(14)

第 207集唐原遺跡一集落址編一

第 208集那珂君休 IV 

第 209集老司古墳

第 210集 板付周辺遺跡調査報告書M

第 211集野間B遺跡

第212集有田・小田部第10集

第 213集 福岡市西部地区埋蔵文化財調査報告ー I-

第 214集広石南古墳群

年報 Vol 2 一昭和62年度一

埋蔵文化財調査室年報 5 昭和62年度

研究紀要ー第 3号一

北九州市埋蔵文化財調査報告書
第74集愛宕遺跡IV

第76集 J::徳力遺跡 1(本文編）

" ,, (図版編）

第77集 J::徳力遺跡 2

第78集 徳力土地区画整理事業関係調査報告 2

第80集高津尾遺跡 1(2区の調査）

第81集隠蓑•山ノ神遺跡

第82集岡遺跡

第83集菊水町遺跡 2(I区の調査）

第84集高津尾遺跡12・19区

第85集貫川遺跡 2

第86集香月遺跡ー第 3地点ー

第87集紅梅 (A)遺跡

佐賀県

収蔵品目録（第 1集）

佐賀市文化財調査報告書 第23集 佐賀工場団地内遺跡

”” 
第24集立野遺跡村徳永遺跡 (C地区

第25集大日遺跡

I' 第26集村徳永遺跡 (A・B地区）

嬉野町吉田 2号窯跡 一肥前地区古窯跡調査報告書 第 6集―
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福岡市教育委員会
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福 岡市教育委員会
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I/ 

勁北九州市教育文化
事業団埋蔵文化財調査室
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佐賀市教育委員会

” 
，' 

，' 

" 
佐賀県立九州陶磁文化館



吉野ケ里遺跡 1佐賀県教育委員会

佐賀県第文9化5集財調査名報護屋告書城跡発掘調査概報ー山里丸発掘調査一

“ 
第91集 礫石遺跡（九州横断自動車道関係） ,, 
第92集老松山遺跡( ，' ，, 

第93集 筑後川下流用水事業に係る文化財調査報告書 2 ，' 

第94集 佐賀県農業基盤整備事業に係る文化財調査報告書 7 ,, 
九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査概報 第11集 ,, 

長崎県

九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書＂ 長 崎 県

長崎県埋蔵文化財調査集報XI ,, 
魚洗川B遺跡 ー書全国植樹祭会場造成工事に伴う埋蔵文化財緊急発 ,, 
掘調査報告一

東彼杵町文化財調査報告書 第 2集 岡遺跡

I/ 

熊本県

熊本県文化財調査報告
第64集上の原遺跡I

第 3集白井川遺跡

第73集 J::の原遺跡I

第75集曲野遺跡

第76集西谷遺跡

第79集 七ツ江カキワラ貝塚• 竹の下貝塚

第86集京塚遺跡

第87集 オブサン古墳

第88集下山西遺跡

第89集加裟尾丸山古墳

第93集古保山打越遺跡

第94集 熊本県大津町八窪遺跡

第95集高城跡

第96集鼓ケ峰遺跡

第98集竜田陳内遺跡

第 103集天道ケ尾遺跡(II

第 104集 北上原古墳・瀕戸口横穴墓群

第 105集六地蔵遺跡 l

第 106集仕山遺跡

第 107集熊本県歴史の道調査 一緑川水運一

大分県

東彼杵町教育委員会

,, 

熊本県教育委員会

,, 
,， 

熊本県教育委員会

，， 

,， 
，， 

，， 

,， 
,， 
,, 
，， 

,, 
,, 

第99集熊本県歴史の道調査 一球磨JII水運― I ,, 
第 100集 曽畑ー熊本県宇上市花園町曽畑貝塚・ 低湿地の調 ', 

査

研究室活動報告23塔原遺跡 熊本大学文学部考古学研究室

熊本県文化財調査報告 熊本県教育委員会
第 101集七地水田遺跡

第 102集山田城跡 I ,, 

”
・
ク
~
”
"
”

池部朝鍋遺跡 竹田市教育委員会

菅生台地と周辺の遺跡XIV 昭和63年度 I ,, 
竹田地区遺跡群発掘調査報告書

塩屋伊豫野原遺跡大分空港新設工事に伴う発掘調査概要報告 1988年 1大分県教育委員会
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昭和62年度 大分県内遺跡詳細分布調査概報 7 昭和63年 3月
多志田遺跡・日向塚遺跡・跡田遺跡・長野地区 他

大分県文化財調査報告第76輯 安岐城跡・下原古墳
一般国道 213号線安岐パイパス関係埋蔵文化財調査報告 1988年

朝地地区遺跡群発掘調査概要IV

国東半島荘園村落遺跡詳細分布調査概報 豊後国都甲荘 2

一般国道10号線中津パイパス埋蔵文化財発掘調査報告書(I)
勘助野地遺跡・六畝町遺跡・大池南遺跡他 4遺跡

九州横断自動車道（日田地区）建設に伴う発掘調査概報 V
小迫辻原遺跡・小迫墳墓群

七顛川河川改修工事に伴う発掘調査概報 種田市遺跡 l

一般国道10号中双パイパス埋蔵文化財発掘調査概報
森山遺跡・大根川遺跡

一般国道10号宇佐バイパス建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 l
笠松•尾畑遺跡

宇佐歴史民俗資料館年報 昭和63年度

伊美崎遺跡 大分県東国東郡国見町所在遺跡の発掘調査報告書

えびの市埋蔵文化財調査報告書 第 4集
上江池島地区県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調杏概要

小木原遺跡群・蕨•久見迫・地主地区

宮崎県文化財調査報告書 第32集

一般国道10号宮崎西バイパス事業に伴う遺跡調査概要報告書
西ノ原遺跡 ー大淀 1号古墳一

昭和63年度農業基盤整備事業に伴う遺跡調査概要報告書
前畑遺跡、• 都南地区遺跡・七ヌ木地区遺跡他

国衡·郡衛• 古寺跡等遺跡詳細分布調査概要報告書 I

串間市文化財調査報告書 第 2集
奈留地区遺跡・開尾遺跡・留ケ宇戸遺跡

都農町文化財調査報告書 第 2集新別府下原遺跡

鹿児島県

古代遺跡出土骨からみたわが国の牛馬の起源系統に関する研究

鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報

鹿児島県埋蔵文化財調査報告
第49集 奄見地区埋蔵文化財分布調査報告書 l

第50集 下伊倉城跡・下伊倉遺跡

第51集榎木原遺跡I

鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書

第48集概要編

榎田下遺跡

中ノ丸遺跡・川ノ上遺跡

中ノ原遺跡

その働

博物館研究 Vol 24 栃dl 通巻 258号

研究紀要第 1集昭和63年度

文化財保護法第四十八条の規定等による平成元年度
国宝• 重要文化財出品目録

思文閣古書資料目録第 121号

日本の陶磁ー古代・中世篇3 顛戸 美濃

月刊 文化財 1 1/平成元年

第 7回近畿地方埋蔵文化財研究会資料
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朝地町
大分県立宇佐風土記の丘
歴史民俗資料館
大分県教育委員会

大分県教育委員会
日本道路公団

大分県教育委員会

，， 

“
 宇佐歴史民俗資料館

国見町教育委員会

えびの市教育委員会

宮崎県教育委員会

宮崎県教育委員会

”. 

“. 
間 市

都農町教育委員会

鹿児島大学農学部獣医学科

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

鹿児島県教育委員会

“”・ 

”
.
”
”
"
 

測日本博物館協会

帥由良大和古代文化研究協会

文化庁文化財保護部美術工芸課
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平成 2年度事前協議遺跡一覧
く付2〉

農林部関係

事業1農林
名 事務所 地 区 I遺跡名 I所在］

頌防醗寺別土地宵~~ 遺跡員弁郡藤原町大貝戸字向外

調査面積
m 2 
備 考

麦刈り終了後、要試

桑名
改良西員弁

いぜり<
井顛陸遺跡 II 

字井瀬陸 ク

別所遺跡I鈴鹿市三宅町別所

四日市I:川・下之里庄 1『;：〗二二
5 5 o I立合調査。

1.200 I本調査。

久

中

居I藤倉北遺跡I久居市稲葉町藤倉

郷

津

松
ー

）
 

県
営
畜
産
経
営
環
境
整
備
事
業

そ
の
他
含
む

県
営
圃
場
整
備
事
業
（

家 城

弥五郎垣内遺跡I一志郡嬉野町釜生田字弥五郎垣内 ' I 2 1 o o I本調査。

天白遺跡 ”' 

2 4 o I立合調査。

工事対応。

字天白 I 9 o o I立合調査。

西の垣内遺跡I一志郡白山町南家城字西の垣内

北家城遺跡I ,, 北家城

みゆき

河芸北部I三行遺跡I安芸郡河芸町字三行

2 4 0 立合調査。

1, 6 0 0 本調査
8 8 0 立合調査

2 0 0 

明

本郷遺跡I多気郡明租町本郷
ゆむら

星I蓑村大塚遺跡

北野遺跡

ぉ t漬
大足遺跡I松阪市大足町
すみで

阪 l阪内川左岸I角出遺跡

ハサマ遺跡

ク

II 

蓑村

”
 

再協義。

7 o I立合調査。

4, o o o I 本調査。
（平成元年度送り分）。

工事対応。

“. ”
 ”

 
”
 打田遺跡I松阪市岡本町 2. 1 3 o I 本調査。（平成3年度送り分3,170m2)

堀阪川沿岸I伊勢寺遺跡I,, 伊勢寺町字寺北ほか I4, o o o I昭和63年度送り分。

荒

一
伊勢し

蒔 I上ノ垣内遺跡 I多気郡多気町荒蒔 協議中。

上野

河

としょうら

之 顛 l御所裏遺跡l度会郡度会町脇出

畜環・度会 I中里遺跡I "大宮町永会

合 I小倉遺跡I阿山郡阿山町馬場字小倉
いじろ

印代東方遺跡群 l 上野市印代•西条•土橋

ではれ

上野北部l出睛遺跡I,, ー之宮

1 2 o I立合調査。

再協議。

5 4 0 本調査。
5 0 0 立合調査。

2, 2 2 0 立合調査。
（平成元年度送り分）

3 0 0 ゜”' 
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讐 事農務所林 地 区 遺跡名 所 在 地 調査m面2積 備 考

間ま 田だ 遺跡 上野市服部町字間田
4 4 0 
本立調合査調査。。9 0 

伊賀国府推定地 ，, 坂之下 3, 0 0 0 ,, ゜
3, 0 0 0 " ゚

上野東部 宮山遺跡 ，' 上友生字宮山 2, 0 0 0 立平合成調元査年度。送り分。

堂之前遺跡 ,, 字堂之前 6 5 0 
，, 

” 
森脇遺跡 I/ 市部字森脇 4, 0 0 0 立合調査。

上野南部第 2 澤田遺跡
” 字澤田

2, 3 5 5 
本立合調査調査。。1 7 5 

ざいりょう
2, 0 I 0 
” 才良遺跡ほか ,, 才良

2, 2 9 0 ，' 

上野南部第 3 浮田遺跡B地区 ” 上神戸 1, 6, 0 0 ,, 
9 1 0 ,, 

,, C地区 ,, 2, 2 0 0 ，，平，,成潤元度年送度り送分り分。
1 0 5 0 4, 200m1 

あぜがいと

柘植川沿岸 畔垣内A遺跡 阿山郡伊賀町御代 2, 0 0 0 平成元年度送り分。

土木部関係 (2年度計画） （道路建設課 1)

闘 事業名 遺跡名 所 在 地 面(m2積) 協議・対応 調面(rr/査積) 備 考

水沢野田関線 会下 B遺跡 鈴鹿郡関町会下 6,000 要試掘

辺法寺加佐登m線 北蟻越遺跡 鈴鹿市庄野町北蟻越 " 
辺法寺加佐登の線 津賀 2号墳 鈴鹿市津賀町南山 ，' 円墳径17 m 

辺法寺加佐登m線 居敷 1号墳 鈴鹿市津賀町居敷 ,, 

水沢野田関線 東の追分•関宿 鈴鹿郡関町木崎字末藤1他632 
協醤議贔。差

国道30 6号 東樺野 2号墳 亀山市菅内町樺野字上野 t4,500 要試掘 円墳径10m

国道30 6号 東樺野遺跡 亀山市菅内町樺野字上野 I/ 

国道30 6号 小下遺跡 亀山市井尻町小下字辻道垣金内 4,500 I/ 

四日市鈴鹿環状線 国分北遺跡 鈴鹿市国分町浦新野田田裏・八山幡・前 6,000 
” 

四日市鈴鹿環状線 国分東遺跡 鈴鹿市国分町孫作•井•東田浦 6,200 ，' 

津 四日市鈴鹿環状線 沖ノ坂遺跡 鈴鹿市国分町石亀中谷ノ坂•松・山口 3,000 ，' 

四日市鈴鹿環状線 磐城山遺跡 鈴鹿市木田町磐城山
r600 
,, 

四日市鈴鹿環状線 磐城山号古墳墳 鈴鹿市木田町磐城山 ，, 

百
1・2  

円 10.4m 

曰家所阿漕停車場 平木遺跡 津市半田 3,200 ，, 2 : 
円 7m

直久居線 スン寺遺跡 津市半田 2,700 
“ 
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曰穴倉南神山津線 南（仮神） 山遺跡 安芸郡安濶町南神山 rsoo ,, 
日穴倉南神山津線 南（仮神）山8号墳 安芸郡安濃町南神山

,, 

薗芸濃大山田線 下川遺跡 安芸郡芸濃町多門、下川 詳細図なし。

津関線 橋大垣垣内内遺遺跡跡 津市大里窪田 14,000 要試掘

国道36 8号 土井沖遺跡 一志郡美杉村上多気 5,000 I/ 昭よ和り継6続3年。度

久 日久居美杉線 久居城跡 久居市西鷹跡町 7.3 0 0 ，' 

←汐足棧色杉線 藤堂源助宅 久居市西鷹跡町 2,200 I/ 

H石橋停車場線 片山 5号墳 一志郡一志町石橋 200 ,, 周知の古墳。

居 圧志出家線 高寺遺跡 一志郡一志町裔野 1,400 ,, 

H臼山小津線 城之腰遺跡 一志郡一志町波顛 12 0 0 ,, 

松 勢和兄国松（特阪線ー） 上ノ垣内遺跡 多気郡多知町荒蒔 詳計細画未図定な。し。

阪 丹生寺一志（寧線 ） 墓垣内遺跡 松阪市岩内町 計画未定。

（道路建設課2)

悶 事業名 遺跡名 所 在 地 面(rn2積) 協議・対応 面調（叫査積） 備 考

松 相鹿顛大台線 中新田遺跡 多気郡大台町栃原 計画未定。

阪 勢和兄国松（県阪線単） 枝街道遺跡 多気郡多気町津留 要試掘

H度会玉城線 小清水遺跡 度会郡玉城町勝田 近楠畿ノ木自動遺跡車道

伊 H度会玉城線 上の山遺跡 度会郡玉城町勝田

H度会玉城線 上の山古墳 度会郡玉城町勝田

村松明野m線 伊勢市村松

勢 伊勢大宮線 度会郡玉城町岩田

烏伊l羽仮勢松鳥）阪羽線ライ ン 楠（仮部）北方遺跡 伊勢市楠部町

国道42 2号 弥助窯跡 阿山郡阿山町丸柱 300 本調査 300 

県道中村上野線 風呂ノ上遺跡 上野市下友生 1,700 ,, 1,700 

上 県道東湯舟甲賀線 藤林長門守城跡 阿山郡阿山町東湯舟 300 ,, 300 

県道上神戸名張線 高賀遺跡 上野市上神戸高賀

国道36 8号 横尾遺跡 上野市安場横尾 1,500 要試掘

野 県道松阪青山線 腰（仮称山）遺跡 名賀郡青山町腰山 1,400 ,, 
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麟呻J::!!ffl I昇）古噴Il: 野輝代
I 5,500 I 
,, 

県道布生夏見線 I坊垣内遺跡名張市夏見字坊垣内 ,, I琴下。と民家の
（都市計画課）

悶 事業名 遺跡名 所 在 地 面trrr 積> 協議・対応 調面(rrl積査) 備 考

桑名 都計街桑名路333
・員弁線 尾野山城跡 桑名市東方字岸西2212

約900 元査分済穫み分。布調

＜協議中遺跡＞ （道路建設課1)

悶 事業名 遺跡名 所 在 地 面(m2積) 協議・対応 調面（面積査） 備 考

桑 水郷公園線 殿名遺跡 桑名郡長島町殿名 2,600 元2年年度度工買収事予f定起

名 国道36 5号 大久保城跡 員弁郡大安町片樋

国道30 6号 菰野城跡 三重郡菰野町蕃内 1490 2,100 本調査 1,050 

四
測量後査国逍30 6号 力尾城跡 三重郡菰野町力尾168

日
本調

四日市土山線 宮ノ前遺跡 四日市市裔角 5,600 昭新和発見5。8年

市
四日市鈴鹿環状線 西ケ谷古窯跡 四日市市垂坂町 400 本調査 400 深元査。試紙

四日市鈴鹿環状線 磐城山遺跡 鈴鹿市木田町磐城山 l 2,000 
四日市鈴鹿環状線 磐城山古墳群 鈴鹿市木田町磐城山

亀山m石水渓線 安楽 A 遺跡 亀山市安楽町 rooo 要試掘 買平工成事予2定-。4年度

鈴 亀山m石水渓線 安楽 B遺跡 亀山市安楽町

国道30 6号 小下遺跡 亀山市小下町 3,600 

国道30 6号 東樺野古墳 亀山市樺野 150 

鹿 国道30 6号 東樺野遺跡 亀山市樺野 2,500 

辺法寺加佐登線 長者屋敷遺跡 亀山市能褒野町 定事業後協面議積確 課鈴鹿。土木維持
ほか

穴倉南神山津線 南神山 7号墳 安芸郡安濃町南神山 100 

津
津芸濃大山田線 北奥遺跡 安芸郡芸濃町多門 105( 本調査 1050 

国道36 8号 奥新田遺跡 一志郡美杉村上多気 4,000 要試掘

久 国道36 8号 土井沖遺跡 一志郡美杉村上多気 5,000 ，， 

久居美杉線 巽ケ丘遺跡 久居市西鷹跡町 450 

居 久居美杉線 久居城跡 久居市西鷹跡町 1.0 0 0 

一志出家線 裔寺遺跡 —疇—謎高野 450 本2調査年予定度
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松阪第二環状線 上蛸路A遺跡 松阪市上蛸路町 ~500 

松 松阪第二環状線 上蛸路B遺跡 松阪市上蛸路町

国道36 8号 北出遺跡 飯南郡飯南町粥見 l 2,6 0 0 要試掘

伊勢多気線 片倉氏館跡 多気郡多気町四神田 1.3 0 0 

伊勢多気線 羽根垣外遺跡 多気郡多気町四神田 2,500 

阪 伊勢多気線 西山城跡 多気郡多知町四神田

田丸汀済明線 多気郡明租町有爾中 3,000 要試掘

田丸灯済明線 世古 A遺跡 度会郡玉城町世古 1.5 0 0 ，, 

伊 田丸＂）斉明線 世古 B遺跡 度会郡玉城町世古 1,800 ，, 

伊勢大宮線 麻加江遺跡 度会郡度会町麻加江 2,500 

伊勢路伊勢線 打越城跡 度会郡南勢町伊勢路 500 

岩出新田線 蚊山遺跡 度会郡玉城町岩出 6,500 本調査

伊勢南島線 寺原 B遺跡 伊勢市佐八町 1.0 0 0 要試掘

鳥羽松阪線 杉葉崎遺跡 伊勢市朝網町杉葉崎 1,400 査元済年度み分。布調

鳥羽松阪線 鹿田西遺跡 伊勢市楠部町字鹿田 2,200 ，' 

田丸灯）斉明線 度会郡玉城町岡村 1,500 
I• 

1,500 

田丸灯済明線 度会郡玉城町岡村 1,300 ~ 伐試開掘後調査・ L3 O O 
勢 田丸汀済明線 度会郡玉城町岡村 1,300 1,300 

田丸m斉明線 度会郡玉城町岡村 1,7001ヽ 1.7 0 0 

鳥羽磯部線 松尾古墳 鳥羽市松尾

志 安乗港線 西殿遺跡 志摩郡阿児町国府 1,5 0 0 本調査 1,500 跡（旧）御茶子遺

摩
町道阿津里線 阿津里貝塚 志摩郡志摩町越賀 1.5 0 0 

町道阿津里線 阿津里古墳 志摩郡志摩町越賀

胃国道31 1号 波田須城跡 熊野市波田須町

東湯舟甲賀線 藤林長門守城跡 阿山郡阿山町東湯舟 300 本2調査年予定度 300 滋賀県境

上 国道36 8号 横尾遺跡 上野市安場字横尾 1,500 

国道42 2号 弥助窯跡 阿山郡伊賀町丸柱 300 本調査

野 上神戸名張線 高賀遺跡 上野市上神戸高賀
ち3ルA案ー功トのら分う 路線変更があれ

布
は要円調査o
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II 町道J::柘植倉部線 I北浦遺跡I阿山郡伊賀町柘植 I 1,2 o o 
町道上柘植倉部線I惣田遺跡I阿山郡伊賀町柘植 I LOO 0 
県道中村上野線 I風呂ノ J:::遺跡l上野市下友生字風呂ノ上 l7 o o I本 調 査 Imo~胃"'醤本。躙で査芦。

（都市計画課）

悶 事業名 遺跡名 所 在 地 面(m2積) 協議・対応 面調(n/査積) 備 考

呻 北勢中央公園整備 丸岡遺跡他 四日市市西村町 3,300 

津 豊里久居線 峯治城跡 津市一身田上津部字田オの坪 本調査 続元年調度査。より継

久居 元孝行井戸線 久居城跡 久居市西鷹跡町

伊勢 本誓寺裏遺跡 近畿道側道

（砂防課）

悶 事業名 遺跡名 所 在 地 面積 ． (m2) 協議対応 考

桑名 新沢川改修 宇賀神社古墳群 桑名郡多度町柚井

（河川課）

開 事業名 遺跡名 所 在 地 I~ 面!I協議・対応1日_;I備 考

津 天神川改修 己ノ谷遺跡 津市高茶屋
I I I I -r-rメ .I¥=,/

（企業庁）

悶 事業名 遺跡名 所 在 地 ~mll,1 協議・対応 11_;1 備 考

悶:燥裔地野浄築造水場工事天日乾 狐塚古墳群 一志郡一志町高野字上野 6 o o I本調査

近畿自動車道（勢和～伊勢間）試掘調査

遺跡名 所 在 地 調査面積 調査期間 調 査 の 概 要

王子谷遺跡 多梵町前村 l 9 6 nr 元2. 6-2. 7 遺構ナシ。遺物は鎌倉時代、 iT戸時代のもの少景。2.1.12-118 
ローリング

挑谷占墳 ，, 2 7 ,, 2.1.18-122 占墳ではなし、

ッツジ古噴 ,, 2 0 ,, 2122-123 ,, 

泉貢窯跡 玉城町積良 3 3 0 ,, 元5.22-5.30 灰2原基か2。ケ所確認。焼土坑⑰あり。窯体は 1ないし

里山古墳 玉城町山神 3 I'' 22.13-2.14 古墳ではない。

矢戸前古墳 玉城町宮古 2 0 ,, 元9. 1-9. 6 ,, 

ハノカ遺跡 伊勢市佐八町津村町 4 4 8 ,, 尤2.14-3.30 巾世の墓域の可能性あり。

落合古墳群 伊勢市津村町 l 5 I'' ,, 小円墳が5基所在

井戸谷遺跡 伊勢市前山町 9 6 ,, ，， 遺構なし。遺物は近世のt器I少量。

世義寺跡 伊勢市前山町 2 4 8 ,, ,, 遺物遺構少ない。寺院址であるとの確証はない
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三重県教育委員会

（平成元年度埋蔵文化財担当機関）

0 文化振興課

5 1 4 津市広明町 13 三重県庁内 7階

TEL 0592-24-2987(文化財保護係）

0 三重県埋蔵文化財センター

515-03 多気郡明和町竹川 50 3 

T E L O 5 9 6 5 -2 - 1 7 3 2 (直）

FAX ,, ー 2-3 7 2 4 

0 斎宮歴史博物館

515-03 多気郡明和町竹川 50 3 

T E L O 5 9 6 5 -2 -3 8 0 O (代）

三重県埋蔵文化財センター現場詰所

':::iI:::;; バス I~::::::□ : : : i 
埋蔵文化財倉庫

桜橋 0 5 9 2 -2 7 -2 4 6 5 

藤方 0592-24-4560 

上野 0 5 9 5 -2 4 -0 0 7 9 
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